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韓国の女

杉本雄三・画く元・関西電力病院長〉
人口と開発/／目次扉・スケッチ

巻
頭
言
／
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
宣
言
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

◇
日
本
は
、
よ
り
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

Ｉ
Ｃ
・
フ
イ
レ
ヴ
ィ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
所
長
が
講
演

〃
人
口
懇
”
と
〃
Ｏ
Ｐ
Ｃ
馬
］
シ
勺
シ
国
“
が
合
同
部
会
Ｉ

中
国
、
深
刻
な
砂
漠
化
／
エ
イ
ズ
禍
で
人

口
構
成
に
影
響
／
新
性
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

開
発
／
危
機
感
か
ら
「
南
南
協
力
」
／
人

□
南
南
協
力
国
際
会
議
開
く

■
中
国
に
お
け
る
貧
困
対
策
と
都
市
化

■
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
親
子
関
係

ｌ
少
子
化
と
の
関
連
で
Ｉ

□
二
○
○
二
年
世
界
人
口
デ
ー
〃
人
口
・
貧
困
・
平
和
〃
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
く

□
女
性
議
員
会
議
ｌ
女
性
へ
の
投
資
・
変
革
へ
の
投
資
ｌ
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
く

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
の
現
状
と
課
題

ｌ
テ
ロ
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て
Ｉ
」

ロ
ラ
オ
ス
・
国
会
議
員
団
が
訪
日

ロ
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
福
田
官
房
長
官
を
表
敬

□
平
成
十
四
年
度
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
総
会
開
く

■
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
退
任
で
転
換
期
を
迎
え
る
マ
レ
ー
シ
ア

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ
－
ら
む

１
１
１
１

１
口
…
！

■
Ⅳ

」
＞

口
増
加
率
最
低
○
二
五
％
／
中
国
・
第

二
子
認
め
る
／
高
齢
・
少
子
化
加
連
続
く

Ｆ
、
／
、
〆
ｋ
／
Ｌ
ノ
Ｌ
ノ
、
ノ
ｋ
ノ
Ｌ
ノ
＆
ノ
、
ノ
ミ
ノ
『
／
觜
Ｊ
皇
ノ
、

熊
谷
聡

口

中
畝
菜
穂
子
焔

佐
々
井

黒
田
俊
夫
３

…

司
８
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一
九
七
二
年
の
国
連
人
間
環
境
会
議
（
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
）
、
一
九
九
二
年
の
地
球
サ

ミ
ッ
ト
環
境
会
議
（
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
巳
、

そ
し
て
二
○
○
二
年
の
環
境
開
発
サ
ミ
ッ

ト
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
）
は
、
地
球
規
模

的
課
題
の
人
間
の
貧
困
撲
滅
を
狙
っ
た
戦

略
会
議
で
あ
る
。
三
十
年
に
わ
た
る
人
類

を
あ
げ
て
の
多
く
の
決
議
と
公
約
は
人
類

の
貧
困
の
撲
滅
に
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
事
実
は
逆
で
あ
る
人
類
の
増
加
率
を

上
回
る
貧
困
人
口
の
増
加
は
驚
異
的
で
あ

る
。グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
功
罪
論
と
い
っ
た
記
事
が
マ
ス
コ
ミ

紙
上
に
あ
ら
わ
れ
な
い
日
は
な
い
。
し
か

し
、
不
思
議
に
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
定
義
は
論
者
一
人
、
｜
人
に
よ
っ
て

異
な
る
。
地
球
規
模
的
な
現
象
で
あ
っ
て
、

地
球
規
模
的
な
対
策
を
必
要
と
す
る
史
上

巻
頭
一
一
口

億
以
上
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
地
球
の
潜
在
的
人
間
扶
養
能
力
を

確
実
に
超
え
る
こ
と
が
あ
ら
ゆ
る
分
析
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。

三
十
年
を
か
け
て
も
貧
富
の
格
差
を
縮

最
大
の
人
口
危
機
に
直
面
し
て
い
る
事
実

認
識
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
は
欠
如
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
の
わ
ず
か
半
世
紀
に
世
界

人
口
は
六
十
億
か
ら
九
十
三
億
へ
と
三
十

財団法人家族計画国際

協力財団・理事長

黒田俊夫

小
さ
せ
る
努
力
は
成
功
し
て
い
な
い
。
先

進
国
と
途
上
国
の
格
差
は
拡
大
す
る
ば
か

り
で
あ
る
。
経
済
的
処
方
菱
に
よ
る
単
純

な
解
決
法
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
出
生
力
抑
制
、

人
口
増
加
の
緩
和
と
い
う
地
球
規
模
的
政

策
に
は
時
間
を
必
要
と
す
る
。

も
っ
と
も
基
本
的
な
貧
困
対
策
へ
の
関

心
と
対
策
の
国
際
的
理
解
を
阻
害
し
て
い

る
の
は
、
世
界
政
治
の
分
裂
、
多
極
化
で

あ
る
。
二
十
世
紀
の
冷
戦
時
代
は
ロ
シ
ア

の
脱
落
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
際
政

治
力
は
急
激
に
増
大
し
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
的
人
口
問
題
の
解
決
の
不
安
定
化
要
因

に
も
な
り
か
ね
な
い
。
来
世
紀
に
お
け
る

西
欧
文
明
の
没
落
論
の
筆
者
（
Ｐ
．
Ｊ
・

ブ
キ
ャ
ナ
ン
、
二
○
○
二
）
は
国
際
移
民

の
氾
濫
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
文
明
の
滅
亡

に
警
告
を
発
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
を
基
礎
と
す
る
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
宣
言

が
起
草
さ
れ
て
い
る
時
、
他
方
ブ
ッ
シ
ュ

大
統
領
は
「
裸
の
一
極
支
配
（
朝
日
新
聞

九
月
四
日
）
」
と
呼
ば
れ
な
が
ら
国
益
中
心

の
哲
学
に
専
念
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

…､ﾊｰﾍ上ゴベ■ハ■ハ■〆壯ハ■ハーバ■へ’、’、Ｊ､ン､ソ■L〆もハジミハゾョゾーグモ〆辿氏砂弐二句リミリ、ハゾＶ、二蝉Ｙ、〆 〆､〆、ハゲレロ､.' ,、ザ、Ｆ･勺、〆､ゾ ミナ凸〆ご■hlPh／、ヘーロレ牌ＬＦＬへ■ＰＬバーＶへハリー〆LD-LグロＶ二Ｖ､／､／Ｌハゾ、■'ＬハゾＬＰＬ品■ハ.〆招〆Ｖ､.ハダＶベハ.'、ヘリ､ｒ、､八

３



ＰＴｌ刀;llIけＦＷ鰯燕蕊藷一二冒要＝ミニ…熱･_､へ豆iYi-T::＝L…:…こ｝蕊?:i
;１，孔：t1E;;+:F;お＊弓::一軍郷零亘Fii＝今幸ﾌﾟｰ；’…h…;･蔦i~,･１Ｊご廷ハＴＬ…〕1-,-,,-.,,:5,.,△ｉｆ:--,功-,-,〒＜』･･_,『,｡-

韓一乱

lIii鰹illlIIi

C`ﾌﾚｲｳﾞｲｲﾝﾛﾜｰﾙﾄﾞｳｵｯﾁ研究所所長が講演
地
球
環
境
問
題
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い

る
。
こ
の
危
機
意
識
の
高
ま
り
の
中
、
「
地
球

白
書
（
二
○
○
二
年
版
）
」
が
出
版
さ
れ
、
八

月
に
は
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ

ル
グ
で
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界

サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
一
九
九
二
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
か
ら
十

年
の
節
目
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

国
連
の
ア
ナ
ン
事
務
総
長
は
、
持
続
可
能

な
開
発
に
関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
で
〃
二
○

人
ロ
懇
と
弓
Ｑ
Ｆ
ｏ
ｍ
ｍ
」
ア
刀
ア
ニ
ー
が
合
同
部
会

ラ
リ
ー
Ｉ
・
シ
ツ

国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
と
の
一
。
□
の
」
：
、
コ
は
九
月
二
十
六
日
、
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
会
議
室
で
合
同
部
会
を
開
き
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
ワ
ー

ル
ド
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
所
長
の
「
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
と
日
本
に
対
す
る

私
の
期
待
」
と
題
す
る
講
演
を
開
い
た
。
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
。

○
二
年
は
環
境
問
題
に
お
け
る
転
機
で
あ
る
“

と
述
べ
た
。

現
在
、
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
な
ど
環

境
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
新
た
な
環
境
対

策
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
際
、

社
会
的
環
境
的
に
側
面
に
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
在
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の

地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
掲
げ
ら
れ
た
目
標
を
世
界

は
ま
だ
達
成
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

解
決
方
法
す
ら
得
て
い
な
い
。

４



日本は、より強力なリーダー・シップを

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
の
増
大
、
生
物
多

様
性
喪
失
の
脅
威
、
人
口
増
加
な
ど
地
球
の

環
境
を
と
り
ま
く
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
は
再
生

可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
急
務
で
あ
る
。

環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
新
技
術
の
導

入
や
有
機
農
業
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
な
ど
が
重

要
な
要
素
で
あ
る
。

環
境
問
題
は
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
り
、

あ
ま
り
に
大
き
い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
具

体
的
に
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
に
は
、
ミ

ク
ロ
の
レ
ベ
ル
で
の
小
さ
な
成
功
例
を
着
実

に
地
球
レ
ベ
ル
に
広
め
て
い
く
こ
と
が
鍵
と

な
る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
の
問
題
点
は
、

あ
ま
り
に
も
そ
の
議
題
が
社
会
経
済
全
体
を

網
羅
す
る
よ
う
な
包
括
的
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
経
済
・
社
会
・
環
境

は
互
い
に
繋
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
一
度
に

そ
れ
を
総
括
的
に
議
論
す
る
に
は
限
界
が
あ

る
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
の
議
論
は
、
ま
と

ま
り
の
な
い
雑
多
な
印
象
を
与
え
た
。
地
球

レ
ベ
ル
で
持
続
可
能
な
生
活
の
実
現
を
目
指

次
に
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
会
議
で
の
合
意
文

書
に
お
け
る
重
要
な
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

一
つ
目
の
重
要
な
合
意
は
、
飲
料
水
と
衛
生

で
あ
る
。
安
全
な
飲
料
水
や
衛
生
設
備
を
享

受
で
き
な
い
人
口
は
三
十
億
に
上
る
。
こ
れ

を
二
○
’
五
年
ま
で
に
半
減
す
る
と
い
う
数

値
目
標
を
掲
げ
た
。
二
つ
目
は
、
有
害
化
学

す
な
ら
、
焦
点
を
定
め
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

会
議
で
の
議
論
は
、
貿
易
と
開
発
援
助
に

も
及
ん
だ
。
そ
の
な
か
で
明
ら
か
に
な
っ
た

最
大
の
課
題
は
、
先
進
国
と
途
上
国
の
対
立

で
あ
る
。
十
年
前
に
約
束
し
た
先
進
国
か
ら

の
財
政
援
助
が
ま
だ
達
成
さ
れ
ず
、
両
者
の

溝
は
埋
ま
ら
な
い
。
も
う
一
つ
の
争
点
は
、

多
国
間
協
定
を
結
ぶ
べ
き
か
否
か
で
あ
る
。

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
会
議
で
は
複
数
国
が
衝
突

し
た
。
Ｅ
Ｕ
は
多
国
間
協
定
の
哲
学
を
強
く

物
質
の
影
響
を
抑
え
る
こ
と
で
あ
る
。
環
境

ホ
ル
モ
ン
が
人
体
に
与
え
る
影
響
、
有
機
農

法
の
開
発
と
推
進
な
ど
、
二
○
二
○
年
ま
で

に
削
減
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。
三
番
目

は
漁
業
資
源
の
復
活
で
あ
る
。
一
一
○
’
五
年

ま
で
に
資
源
復
活
を
目
指
し
た
す
数
値
目
標

を
挙
げ
た
。
既
に
現
在
、
十
五
の
漁
場
の
う

主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
は
各

国
に
対
し
て
義
務
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
と

主
張
し
た
。
真
の
対
立
点
は
多
国
主
義
か
一

国
主
義
か
で
あ
る
。
三
ヶ
月
前
の
バ
リ
準
備

会
合
で
の
段
階
で
は
、
先
進
国
と
途
上
国
の

貿
易
に
関
す
る
合
意
形
成
は
他
分
野
と
同
じ

よ
う
に
絶
望
的
だ
と
思
わ
れ
た
。

も
と
も
と
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
会
議
の
船

出
は
、
険
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
欠
席
し
た
こ
と
は
、
世

界
に
衝
撃
を
与
え
た
。
し
か
し
な
ん
と
か
ヨ

ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
会
議
で
は
表
面
上
と
は
い
え
、

合
意
に
こ
ぎ
付
け
た
。

Ｆ
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ち
十
一
で
そ
の
資
源
が
枯
渇
し
て
い
る
。
四

番
目
は
生
物
多
様
性
の
維
持
で
あ
る
。
多
く

の
生
物
種
が
急
速
な
速
度
で
減
少
し
て
い
る

が
、
な
ん
ら
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
五
番
目
は
産
業
と
消
費
者
の
あ

り
方
で
あ
る
。
十
年
計
画
で
、
地
球
環
境
の

汚
染
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、
資
源
の
持

続
的
な
消
費
を
目
指
す
事
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
先
進
国
を
中
心
と
し

た
消
費
パ
タ
ー
ン
を
最
小
限
の
消
費
に
す
る

よ
う
な
過
程
の
推
進
で
あ
る
。
そ
の
中
で
リ

サ
イ
ク
ル
は
非
常
に
重
要
な
要
素
と
な
る
。

最
後
に
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
と

推
進
で
あ
る
。
推
進
派
の
Ｅ
Ｕ
と
反
対
派
で

あ
る
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
途
上
国
、
ア
メ
リ
カ
そ
し

て
日
本
の
対
立
が
顕
著
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
は
、
数
値

目
標
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
解
決
に
向
け
る
ス

タ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
主
張
し
、
再
生

産
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
進
め
る
と

と
も
に
、
石
油
に
お
け
る
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う

な
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
同
盟

を
作
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

な
お
、
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
会
議
で
は
、
人

口
や
気
候
変
動
に
つ
い
て
直
接
的
な
議
論
は

な
さ
れ
な
か
っ
た
。
持
続
可
能
な
開
発
を
達

成
す
る
た
め
に
人
口
問
題
へ
の
対
応
が
不
可

欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
世
界
的
な
認
識
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
一
部
の
途
上
国
な

ど
で
は
文
化
的
要
因
な
ど
か
ら
人
口
問
題
へ

の
対
応
を
経
済
開
発
の
政
策
に
取
り
込
む
こ

活
発
な
市
民
団
体
の
参
加

今
回
の
会
議
の
大
き
な
特
徴
は
五
万
人
が
国
も
多
い
が
、
本
会
議
で
は
Ｅ
Ｕ
と
ラ
テ
ン
・

参
加
し
た
が
、
政
府
間
会
議
に
も
関
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
諸
国
が
建
設
的
指
導
力
を
見
せ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
企
業
や
市
民
団
体
で
日
本
に
は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
環
境

占
め
ら
れ
た
。
政
府
間
会
合
以
外
に
も
大
規
政
策
に
消
極
的
な
国
々
か
ら
の
圧
力
に
負
け

模
な
市
民
社
会
の
会
合
が
あ
り
、
こ
れ
に
象
ず
、
明
確
な
指
導
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
た

徴
さ
れ
る
よ
う
な
市
民
の
直
接
参
加
が
持
続
い
。
我
々
が
こ
れ
か
ら
前
進
す
る
た
め
に
は

可
能
な
開
発
を
切
り
開
く
鍵
で
あ
る
と
考
え
新
し
い
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要

る
。
ま
た
、
自
国
の
経
済
発
展
の
み
に
関
心
で
あ
る
。

が
あ
り
、
環
境
問
題
へ
の
配
慮
に
消
極
的
な

Ｉ
１
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１

－
）
と
に
消
極
的
だ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
っ
た

質
疑
応
答

が
、
日
本
が
同
分
野
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

●
清
水
嘉
与
子
・
参
議
院
議
員

で
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
京
都
議
定
書

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
は
日
本
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
批
准
に
関
し
て
も
与
野
党
一
丸
と
な
っ
て

政
策
に
対
す
る
世
界
的
数
値
目
標
を
掲
げ
る
取
り
組
ん
だ
。
日
本
は
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
会

と
に
消
極
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
今
回
の
会
議

で
も
人
口
問
題
は
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
同
時
進
行
で
行
わ
れ
た
サ

イ
ド
イ
ベ
ン
ト
で
は
人
口
問
題
の
重
要
性
が

強
調
さ
れ
た
。

６



日本は、より強力なリーダー・シップを

○
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
所
長

最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
京
都
議
定
書
が
発
効

し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
米
国
の
反
対
に
も
拘

わ
ら
ず
発
効
さ
せ
た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
。

●
清
水
議
員

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
掲
げ
ら
れ
た
様
々
な

目
標
に
関
し
て
、
現
在
各
省
が
予
算
編
成
を

通
じ
て
そ
の
合
意
を
国
内
の
政
策
に
反
映
す

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。
私
も
環
境
に
関
す

る
委
員
会
に
所
属
し
て
お
り
、
各
省
庁
の
連

携
を
強
め
つ
つ
政
治
主
導
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
京
都
議
定
書
に
関

し
て
は
、
米
国
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
い
き
た
い
。

○
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
所
長

京
都
議
定
書
に
関
し
て
、
米
国
の
圧
力
に

負
け
ず
取
り
組
ん
で
い
る
日
本
に
お
祝
い
を

申
し
上
げ
た
い
。
そ
の
よ
う
な
力
強
い
指
導

力
を
こ
れ
か
ら
も
発
揮
し
て
欲
し
い
。

議
で
は
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た
し
た
の
で

は
な
い
か
。

●
広
瀬
常
務
理
事

お
説
の
通
り
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
他

に
も
日
本
を
初
め
欧
米
諸
国
で
は
飽
食
が
ひ

ど
い
。
例
え
ば
日
本
の
東
京
で
は
一
晩
に
即

万
人
分
の
食
料
を
残
飯
な
ど
で
無
駄
に
し
て

い
る
。
国
民
の
教
育
が
必
要
だ
。

○
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
所
長

例
え
ば
石
油
や
食
料
を
輸
入
し
て
い
る
現

在
の
日
本
の
体
制
は
持
続
可
能
と
は
い
え
な

い
。
経
済
的
論
理
と
倫
理
的
責
任
の
両
側
面

か
ら
、
日
本
に
は
ぜ
ひ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
投
資
を
奨
励
し
て
ほ
し
い
。
日
本
は
太

陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の
分
野
で
は
世
界
一
で

あ
る
が
、
そ
の
力
を
風
力
や
地
熱
な
ど
様
々

な
分
野
に
も
拡
大
し
て
ほ
し
い
。

●
広
瀬
次
雄
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
常
務
理
事

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
な

会
議
に
は
地
球
学
的
観
点
が
必
要
と
考
え
る
。

地
球
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
も
の
は
決

ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
地
球
を
壊
さ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
自
国
の
エ
ゴ
を
出
し
て
環
境
破
壊
を

続
け
て
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

○
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
所
長

来
年
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
る
会
議
で
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
比
較
的
成
功
し
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
と
期

待
す
る
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
る
た

め
に
市
場
を
開
放
し
斬
新
的
な
開
発
を
奨
励

す
べ
き
で
あ
る
。

●
弦
念
丸
呈
・
参
議
院
議
員

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
日
本
は

技
術
面
で
は
最
先
端
で
あ
る
が
、
実
際
の
利

用
率
と
な
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
と
比
べ
て

遅
れ
て
い
る
。

○
清
水
議
員

今
回
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
で
の
会
議
で
は

初
め
て
日
本
政
府
団
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
者
が

参
加
し
た
。
政
府
と
し
て
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
積
極

的
参
加
を
奨
励
し
て
い
き
た
い
。

７
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国
で
は
国
民
全
体
の
所
得
水
準
が
急

速
に
向
上
す
る
一
方
で
、
職
業
間
、
地
域

間
の
経
済
格
差
が
拡
が
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
。
な
か
で
も
、
成
長
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
貧
困
問
題
は
、
社
会
の
安
定
と
持
続
可

能
な
成
長
を
維
持
す
る
た
め
に
も
早
急
に

解
決
が
求
め
ら
れ
る
政
治
的
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

’
九
七
○
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
改

革
開
放
政
策
は
、
試
行
錯
誤
の
中
で
確
実

に
中
国
の
経
済
成
長
を
促
し
、
過
去
十
年

間
平
均
で
一
○
％
、
二
○
○
｜
年
は
七
・

三
％
と
急
速
な
成
長
を
続
け
て
い
る
。
Ｇ

「

□□ご
』⑭
ｒ
－
ｎ
Ｆ 一
‐
’
一

-`Pで

鱗蝋

４
・
亜
』
月
・
鷲
．
為
雷

国認

十
十
毛

魔 に
お霧 議

冗
鉾【

策 お
とけと

ｕＬ

常ﾕノ

Ｄ
Ｐ
一
二
五
兆
ド
ル
（
Ⅱ
日
本
の
約
五
分

の
「
二
○
○
｜
年
）
は
フ
ラ
ン
ス
に
次
い

で
世
界
第
六
位
、
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を

八
五
五
ド
ル
に
ま
で
押
し
上
げ
た
。
御
小
平

の
唱
え
た
「
先
富
論
」
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

豊
か
に
な
れ
る
条
件
を
備
え
た
人
や
地
域
か

ら
豊
か
に
な
ろ
う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下

で
、
沿
海
地
域
、
特
に
上
海
、
北
京
、
広
州

等
の
大
都
市
と
そ
の
周
辺
地
域
は
そ
の
有
利

な
条
件
を
生
か
し
劇
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
生
活
水
準
や
社

会
開
発
に
み
ら
れ
る
格
差
は
、
都
市
と
農
村

間
、
沿
海
地
域
と
内
陸
地
域
で
拡
大
し
つ
つ

ろ

］
旱
勤
電

Ｈ
４
急

わ
せ
る
と
約
五
八
○
○
万
人
（
二
○
○
○
年
）

存
在
す
る
と
さ
れ
る
。

所
得
格
差
と
貧
困
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず

世
界
各
国
に
お
い
て
共
通
の
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
国
の
場
合
、
そ
の
格
差
が
中
国

国
家
成
立
直
後
か
ら
採
ら
れ
て
き
た
諸
制
度

に
起
因
し
て
お
り
、
他
の
国
々
の
状
況
と
比

べ
て
貧
富
の
格
差
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ

と
が
問
題
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
中
国
に
お
け
る
所
得
格
差
お

よ
び
貧
困
形
成
の
経
緯
と
現
状
を
整
理
し
、

貧
困
対
策
に
お
け
る
都
市
化
と
の
関
連
に
つ

い
て
概
観
す
る
。

あ
る
。
沿
海
地
域
に
属
す
る
上
海
の

一
人
当
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
、
二
八
四

ド
ル
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
匹
敵
す
る
水
準

だ
が
、
内
陸
地
域
の
貴
州
省
で
は
同

三
四
○
ド
ル
と
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
と
同
水
準
で
あ
る
。
ま
た
経
済
成

長
率
も
一
般
に
沿
海
地
域
の
ほ
う
が

高
く
、
格
差
は
年
々
拡
が
る
傾
向
に

あ
る
。
な
か
で
も
全
体
の
成
長
か
ら

大
き
く
遅
れ
を
と
り
基
本
的
な
生
活

が
困
難
と
さ
れ
る
〃
貧
困
〃
階
層
（
注
）

に
属
す
る
人
口
は
農
村
と
都
市
を
合

８



中国における貧困対策と都市化

〔写真・右頁〕ビルが林立する上海・

浦東地区と上海旧市街でくつろぐ市民

◆
工
業
と
農
業
、
都
市
と
農
村

社
会
主
義
計
画
経
済
下
の
中
国
で
は
、
都

市
と
農
村
の
経
済
シ
ス
テ
ム
は
政
策
に
よ
り

ほ
ぼ
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
。

若
干
の
工
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
を
除
け
ば
、
農

都
市
と
農
村
問
、
工
業
と
農
業
間
お
よ
び

沿
海
部
と
内
陸
部
の
対
立
が
生
み
出
す
格
差

を
是
正
す
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
き
た
諾
施

策
、
諸
制
度
が
長
期
的
な
経
済
効
率
の
低
迷

を
招
き
、
結
果
的
に
所
得
格
差
を
固
定
化
し

て
き
た
。

Ⅲ
唇
信
の
二

●佐々井司(ささいつかさ）
1966年大阪府生まれ

〈現職>国立社会保障・人ロ問題研究所

人口動向研究部厚生労働技官。

<学歴>神戸大学大学院エ学研究科修了。

<中国に関する主な著書〉

「中国における高齢者福祉と居住問

題」『海外社会保障情報』NOL1161996

年

「中国における人口流動と社会変動」

『人口と開発』No.59,1997年 村
で
は
大
半
が
農
業
を
営
み
、
都
市
で
は
国

営
企
業
を
中
心
と
し
た
第
二
次
産
業
、
特
に

国
営
工
業
が
過
度
に
集
中
す
る
構
造
と
な
っ

て
い
る
。
政
府
は
工
業
発
展
、
特
に
重
工
業

建
設
を
重
視
し
、
農
業
の
余
剰
資
金
は
農
村

へ
の
再
投
資
と
農
民
所
得
の
向
上
の
た
め
に

で
は
な
く
、
工
業
資
本
の
蓄
積
と
都
市
建
設

に
回
す
と
同
時
に
、
農
業
生
産
物
の
買
い
上

げ
価
格
と
農
民
の
所
得
を
人
為
的
に
低
く
抑

え
、
工
業
生
産
物
の
価
格
と
工
業
部
門
の
労

働
者
の
賃
金
を
実
際
の
労
働
生
産
性
よ
り
も

高
く
維
持
し
て
き
た
。
こ
の
政
策
的
措
置
に

よ
り
、
工
業
と
農
業
あ
る
い
は
都
市
と
農
村

間
の
所
得
格
差
は
、
実
質
労
働
生
産
性
の
違

い
か
ら
生
じ
る
本
来
の
格
差
よ
り
も
大
き
く

保
た
れ
て
き
た
。

文
化
大
革
命
が
終
わ
り
、

軌
ィ
開

経
済
体
制
改
革
が
始
動
す
る

変
宝
吐

一
九
七
○
年
代
後
半
以
降
、

峠睦》麹・
所
得
格
差
の
動
向
に
大
き
な

》》辨》》》『冊罰刊昨枅》》い》
へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
一
九

都
市
に
先
行
し
て
行
わ
れ
た
。

政
府
は
、
農
作
物
の
政
府
買
い
付
け
価
格
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
と
同
時
に
、
人
民
公
社

を
解
体
し
、
自
己
裁
量
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
農
民
に
対
し
て
市
場
で
の
農
作
物

販
売
枠
を
徐
々
に
拡
大
す
る
と
同
時
に
、
農

業
収
入
の
上
昇
を
図
っ
た
。
こ
の
政
策
に
よ

り
、
農
民
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
、
農

業
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

ま
た
、
農
村
内
で
工
業
（
郷
鎮
企
業
）
を
興

す
こ
と
を
奨
励
す
る
政
策
を
と
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
潜
在
化
し
て
い
た
農
村
の
余
剰
労

働
力
を
農
村
に
い
な
が
ら
工
業
部
門
へ
と
移

転
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
自
体
の
労
働
生

産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
農
業
よ
り
も
生

産
効
率
の
高
い
工
業
部
門
の
シ
ェ
ア
を
農
村

内
部
で
高
め
る
こ
と
に
よ
り
、
農
村
全
体
の

所
得
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の

農
村
改
革
に
よ
っ
て
一
九
八
○
年
代
半
ば
ご

ろ
ま
で
農
民
一
人
あ
た
り
の
所
得
は
上
昇
し
、

都
市
部
と
の
格
差
は
縮
ま
っ
た
。

し
か
し
、
’
九
八
四
年
に
都
市
で
の
改
革

が
本
格
化
す
る
と
、
格
差
は
再
び
拡
が
り
始

め
る
。
企
業
自
主
権
の
拡
大
、
国
営
企
業
改

革
に
伴
う
非
国
有
部
門
の
勃
興
、
工
業
生
産

性
の
向
上
に
よ
り
、
工
業
収
入
割
合
の
高
い

９
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都
市
部
が
農
村
部
と
の
差
を
拡
げ
て
い
っ
た
。

そ
の
後
、
天
安
門
事
件
で
の
混
乱
を
き
っ
か

け
と
し
て
国
際
的
孤
立
、
マ
ク
ロ
経
済
の
不

安
定
化
、
改
革
開
放
路
線
の
後
退
が
生
じ
、

’
九
八
九
～
九
一
年
に
は
そ
の
影
響
を
最
も

強
く
受
け
た
沿
海
都
市
お
よ
び
そ
の
近
郊
で

成
長
が
低
迷
し
、
都
市
・
農
村
格
差
は
一
時

縮
小
し
も
の
の
一
九
九
二
年
の
劃
小
平
に
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よ
る
南
方
視
察
、
続
く
中
国
共
産
党
第
十
四

回
党
大
会
に
お
け
る
「
社
会
主
義
市
場
経
済

体
制
の
確
立
」
の
提
起
を
基
に
、
再
び
都
市

部
の
経
済
活
動
は
活
況
を
呈
す
る
。
近
年
、

工
業
、
農
業
の
労
働
生
産
性
は
と
も
に
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
、
工
業
の
成
長
率
は
農
業

の
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
お
り
、
所
得

格
差
も
拡
が
る
傾
向
に
あ
る
。
（
図
１
）

◆
沿
海
地
域
と
内
陸
地
域

地
理
的
な
側
面
に
注
目
す
る
と
、
自
然
条

件
の
違
い
に
加
え
て
歴
史
的
政
策
的
に
形
成

さ
れ
た
構
造
的
な
要
因
か
ら
、
沿
海
地
域
と

中
部
・
西
部
地
域
間
の
地
域
経
済
格
差
が
生

じ
て
い
る
。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
前
の

工
業
の
地
域
分
布
は
著
し
く
不
均
衡
で
あ
り
、

’
九
四
九
年
時
点
で
は
、
全
国
の
鉱
工
業
生

産
額
の
七
七
％
が
国
士
面
積
の
一
二
％
未
満

の
東
部
沿
海
地
域
に
集
中
し
て
い
た
。
第
一

次
五
ヵ
年
計
画
（
’
九
五
三
～
五
七
年
）
開

始
に
あ
た
っ
て
、
政
府
は
地
域
開
発
の
目
的

を
、
①
工
業
生
産
力
の
全
国
各
地
へ
の
適
切

な
配
置
、
②
工
業
立
地
に
お
け
る
原
材
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
地
と
製
品
消
費
地
の
接
近
、

③
国
防
面
の
考
慮
な
ど
の
原
則
を
も
と
に
、

従
来
の
不
均
衡
な
産
業
配
置
を
徐
々
に
改
め
、

同
時
に
遅
れ
て
い
る
内
陸
地
域
の
経
済
・
生

活
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
政
策
方
針
に
従
い
、
中
部
・
西
部
地
域

へ
の
重
点
的
な
国
家
投
資
の
配
分
と
工
業
建

設
が
始
ま
り
、
旧
ソ
連
の
援
助
に
よ
る
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
大
型
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
中
心
に
、
工
業
建
設
の
中
心
は
冶
金
、
電

力
、
石
炭
、
石
油
、
非
鉄
金
属
、
機
械
な
ど

重
化
学
工
業
に
置
か
れ
た
。
’
九
六
六
年
か

ら
の
文
化
大
革
命
期
に
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
と
の
対
立
に
加
え
て
、
中
ソ
論
争
の
後
険

悪
と
な
っ
た
ソ
連
と
の
軍
事
対
決
の
可
能
性

を
考
慮
し
た
国
防
上
の
観
点
か
ら
、
沿
海
地

域
の
「
一
線
」
や
平
野
部
の
「
一
一
線
」
に
対

比
さ
せ
、
「
三
線
」
と
呼
ば
れ
た
西
南
・
西
北

の
内
陸
地
域
の
軍
需
工
業
体
系
を
整
備
し
て

「
戦
略
的
大
後
方
」
を
確
立
す
る
「
三
線
建

設
」
が
経
済
政
策
の
最
重
点
課
題
と
な
っ
た
。

三
線
建
設
に
よ
っ
て
、
西
部
を
中
心
と
す
る

内
陸
地
域
に
多
く
の
工
業
設
備
や
新
規
の
工

業
基
地
が
建
設
さ
れ
、
重
工
業
を
主
軸
と
す

る
産
業
構
造
が
形
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
国

防
目
的
を
第
一
義
的
に
掲
げ
た
開
発
と
い
う

１０
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図２国民総生産
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3５ 性
格
か
ら
、
経
済
的
合
理
性
に
対
す
る
配
慮

が
ほ
と
ん
ど
払
わ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
七
八
年
の
改
革
・
開
放
政
策
以
降
、

国
際
環
境
の
改
善
を
背
景
に
、
対
外
開
放
に

3０

２５
〆■、

11;2０

５
０
５
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京津北寧海藤江建東束西南

吉
林

内
蒙
古

山
西 黒安江河潮潮

龍徴西南北南
江

並匹貴狸西映甘宵寧新
度Ⅱ｜州南適西粛海夏廻

沿海地域 中部地域 西部地域

内陸地域

く'二}'国統計年鑑2001年版より作成〉

都
市
と
農
村
、
沿
海
と
内
陸
間
の
格
差
を

固
定
し
て
き
た
原
因
の
一
つ
が
戸
籍
制
度
で

あ
る
。
中
国
で
は
農
民
の
都
市
へ
の
移
動
が

一
九
五
○
年
代
に
制
定
さ
れ
た
諸
制
度
に
よ
っ

て
厳
格
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
政

有
利
で
投
資
効
率
の
高
い
沿
海
地
域
に
開
発

政
策
の
重
点
が
置
か
れ
た
。
沿
海
地
域
の
農

村
で
は
成
長
す
る
都
市
部
市
場
を
後
背
地
と

し
て
郷
鎮
企
業
や
私
営
企
業
等
の
非
国
有
企

業
が
増
大
し
た
。
ま
た
農
業
分
野
に
も
波
及

効
果
は
及
び
、
そ
の
生
産
規
模
、
生
産
効
率

と
も
に
伸
び
、
沿
海
地
域
の
農
村
所
得
は
大

幅
に
改
善
し
た
。
一
方
、
沿
海
地
域
に
お
け

る
発
展
の
波
及
効
果
は
期
待
通
り
に
内
陸
地

域
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
農
村
企
業
の
成
長

は
沿
海
地
域
と
内
陸
地
域
の
双
方
に
お
い
て

進
ん
だ
が
、
規
模
や
効
率
面
で
沿
海
地
域
の

優
位
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
沿
海
地
域
の
発

展
に
よ
る
内
陸
地
域
へ
の
波
及
効
果
は
期
待

通
り
に
起
こ
ら
ず
、
格
差
拡
大
の
傾
向
は
一

層
強
ま
っ
た
。
（
図
２
）

］
蔭
藪
と
一
戸
籠
打
宮

府
は
、
都
市
運
営
上
の
コ
ス
ト
を
抑
制
す
る

た
め
に
都
市
戸
籍
保
有
者
の
み
が
食
・
職
・

住
な
ど
の
多
方
面
に
わ
た
る
保
障
を
受
け
る

こ
と
を
許
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

生
産
性
の
低
い
農
業
部
門
で
は
す
べ
て
の
農

民
を
吸
収
で
き
ず
、
大
量
の
余
剰
労
働
力
を

生
み
出
し
、
さ
ら
に
労
働
生
産
性
を
下
げ
る

と
い
う
悪
循
環
で
あ
っ
た
。
農
村
の
都
市
化

が
戸
籍
上
で
容
認
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の

は
、
農
村
改
革
が
本
格
化
し
郷
鎮
企
業
が
増

加
を
始
め
る
一
九
八
四
年
に
発
令
さ
れ
た
「
関

与
農
民
到
集
鎮
落
戸
的
通
知
（
集
鎮
（
町
）

へ
の
農
民
の
戸
籍
移
転
に
関
す
る
通
知
）
」
で
、

こ
れ
に
よ
り
農
民
は
食
糧
の
自
弁
を
条
件
に

集
鎮
戸
籍
と
い
う
非
農
村
戸
籍
を
得
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。
自
由
市
場
の
活
発
化
に

よ
り
形
骸
化
し
て
い
た
食
糧
配
給
制
も
一
九

九
一
一
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
全
国
の
都
市

で
廃
止
さ
れ
た
。
｜
方
、
沿
海
部
大
中
都
市

で
は
、
厳
し
い
管
理
制
度
に
も
か
か
わ
ら
ず

経
済
成
長
に
と
も
な
っ
て
農
村
か
ら
の
出
稼

ぎ
者
の
流
入
が
相
次
ぎ
、
一
九
八
五
年
三
ヶ

月
以
上
住
む
農
村
労
働
者
に
「
暫
住
戸
籍
」

を
交
付
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
管
理
を
試
み

た
。
農
村
か
ら
の
大
中
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
者
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図３都市人ロ割合

は
、
概
し
て
農
村
内
で
の
所
得
や
教
育
水
準

の
高
い
若
者
で
あ
り
、
流
出
地
域
は
政
府
の

強
い
サ
ポ
ー
ト
の
あ
る
四
川
省
を
除
く
と
、

そ
の
多
く
が
沿
海
地
域
近
縁
の
省
に
分
布
し

〆へ

ま
泊一ゲ

重四風雲西映甘宵寧新
慶川州南蔵西粛海夏躯
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北天河遼上江新福山広広海
京津北寧海藤江建吏東函南

都市における可処分所得図４
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￣、

lＲ8.000
-'

て
い
る
。
内
陸
地
域
か
ら
の
沿
海
都
市
部
へ

の
流
入
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の

農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
は
政
策
的
に

阻
止
し
き
れ
な
い
規
模
に
膨
ら
む
と
同
時
に
、

6.000
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2.000

並四関雲西映甘宵寧新
慶川州南蔵西鋼海夏襲

山内吉黒安江河瀬漸
西蒙林艇微西南北南
古江

北天河遡上江新福山広広海
京津北寧海藤江建東束西南

農村における－人あたりの純収入図５
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ビ3.000

そ
の
性
格
も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
都
市
の
保
護
を
目
的
と
し
た
戸
籍
制
度

と
都
市
化
抑
制
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。

2.000

000

、四賀霊西映信宵寧新
展川州南蔵西粛海夏調

河潮潮
南北南
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貧
困
人
口
は
、
一

九
七
八
年
の
二
・
五

億
人
か
ら
二
○
○
○

年
の
三
○
○
○
万
人
、

農
村
総
人
口
に
占
め

る
割
合
は
三
○
・
七
％

か
ら
三
％
ま
で
低
下

し
た
。
し
か
し
、
沿

海
都
市
部
を
中
心
に

起
こ
っ
て
い
る
高
度

成
長
の
波
及
効
果
の

恩
恵
を
享
受
す
る
に

至
っ
て
い
な
い
内
陸

地
域
に
残
存
す
る
形

で
局
地
化
・
縁
辺
化
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中国における貧困対策と都市化

少数民族人ロ割合図６
00.0

90.0

80.0し
て
お
り
、
貧
困
人
口
の
半
数
以
上
が
中
西

部
の
少
数
民
族
割
合
の
多
い
地
域
に
集
中
し

て
い
る
。
経
済
的
な
特
徴
と
し
て
、
①
工
業

割
合
が
低
く
、
第
１
次
産
業
（
主
に
農
業
）

70.0

０
０

０
０
６
５

（
誤
）

4００

30.0

20.0

00

0.0

北天河遼上江新福山広広海
京津北寧海藤江建束東西南

山内吉黒安江河潮瀬
西蕊林龍微西南北南
古江

亜四貴雲西映甘青
慶川州南蔵西東海

寧新
夏題

非織字率図７
35.00

30.00

2５００

￣、

患20.00

に
従
事
す
る
人
口
が
多
い
産
業
構
造
で
あ
る
、

②
工
業
割
合
が
比
較
的
高
い
地
域
で
は
、
重

化
学
工
業
を
中
心
と
す
る
国
有
企
業
の
割
合

が
高
く
生
産
性
が
低
い
、
③
自
然
条
件
や
低

5.00

000

5.00

０．００

北天河遼上江新福山広広海山内吉照安江河潮潮Ⅲ四貫璽西映甘青事新
京津北寧海藤江建東東西南西蒙林龍微西南北南慶川州南蔵西粛海夏調

古江

図８§1村人口中安全な水の受益者割合
00.0

9００

800

700

０
０

０
０
６
５

（
ま
）

40.0貧
困
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。
（
図
６
，
１
，
８
）

30.0

20.0

00

00

北天河遼上江新福山広広海
京津北寧海藤江建東東西南
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西醸林飽微西南北南」ＩｌＩＮＩ南蔵西粛海夏調
古江

く中国統計･年鑑2001年版より作成〉

な
い
。
貧
困
地
域
は

概
し
て
、
教
育
水
準

が
低
く
、
乳
児
死
亡

率
や
妊
産
婦
死
亡
率

が
高
く
、
安
全
な
水

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
難

し
い
な
ど
、
保
健
・

衛
生
、
環
境
条
件
が

劣
悪
で
あ
る
。
経
済

的
困
窮
と
生
活
上
の

さ
ま
ざ
ま
な
劣
悪
環

境
条
件
と
結
び
つ
き
、

済
問
題
に
と
ど
ま
ら

義
的
な
意
味
で
の
経

域
の
特
徴
は

げ
ら
れ
る
。
（
図
３
、

い
技
術
水
準
に
よ
り

農
業
の
生
産
性
が
低

い
、
こ
と
な
ど
が
拳

４
，
５
）

し
か
し
、
貧
困
地第
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(注）中国における「貧困」の定義は、全体の

所得水準や物価の動向により変化している。

また都市と農村での基準となる水準は異なる。

本稿では原則的に中国が公式統計として掲げ

ている数字をもとにしている。

こ
れ
ま
で
の
貧
困
対
策
は
主
と
し
て
救
済

方
式
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
方

式
で
は
貧
困
か
ら
一
時
的
に
脱
し
て
も
再
び

貧
困
状
態
に
戻
る
割
合
が
少
な
く
な
く
、
根

本
的
な
解
決
策
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
政
府

は
貧
困
対
策
を
見
直
し
、
地
域
開
発
と
リ
ン

ク
さ
せ
る
こ
と
で
構
造
的
な
状
況
の
改
善
を

目
指
し
て
い
る
。
中
国
で
は
こ
れ
を
、
「
輸
血
」

か
ら
「
造
血
』
へ
の
転
換
と
呼
ぶ
。

’
九
九
九
年
六
月
、
成
長
か
ら
取
り
残
さ

れ
た
内
陸
地
域
の
経
済
浮
揚
を
か
け
て
大
規

模
な
開
発
計
画
が
提
起
さ
れ
た
。
地
域
格
差

の
緩
和
、
貧
困
問
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た

「
西
部
大
開
発
」
と
呼
ば
れ
る
総
合
開
発
計
画

で
あ
る
。
開
発
の
対
象
と
な
る
の
は
、
西
部

全
域
（
重
慶
市
、
四
川
省
、
貴
州
省
、
雲
南

省
、
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
、
険
西
省
、
廿
粛
省
、

寧
夏
回
族
自
治
区
、
青
海
省
、
新
彊
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
）
と
一
部
の
中
部
地
域
（
内
蒙
古

自
治
区
、
広
西
壮
族
自
治
区
、
湖
南
省
湖
西

士
家
族
苗
族
自
治
州
、
湖
北
省
恩
施
土
家
族

苗
族
自
治
州
、
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
）

［
木
』
期
．
。
杣

で
あ
る
。

内
陸
地
域
の
内
発
的
な
発
展
と
余
剰
労
働

力
を
吸
収
す
る
た
め
の
新
た
な
就
業
機
会
を

創
造
す
る
べ
く
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

建
設
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、
鉱
産
資
源
の
開

発
と
利
用
、
観
光
業
の
発
展
、
ハ
イ
テ
ク
及

び
軍
事
技
術
の
民
需
転
換
等
さ
ま
ざ
ま
な
新

規
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
中
央
と
地
方
財

政
お
よ
び
外
資
等
あ
ら
ゆ
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
か

ら
の
資
金
投
入
を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
・

大
学
院
卒
お
よ
び
留
学
経
験
者
を
始
め
と
す

る
高
学
歴
者
お
よ
び
専
門
技
術
を
有
す
る
人

材
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
特
例
と
優
遇
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

内
陸
の
貧
困
地
域
で
は
、
い
か
に
し
て
第

二
次
産
業
、
あ
る
い
は
第
三
次
産
業
シ
ェ
ア

を
拡
大
し
、
農
村
の
都
市
化
を
促
す
か
が
問

題
解
決
の
重
要
な
鍵
と
な
る
。
国
内
外
の
経

済
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
今
日
、
内
陸
開

発
に
お
け
る
農
村
都
市
化
の
過
程
に
は
い
く

つ
か
の
障
碍
が
存
在
す
る
。

’
九
九
○
年
代
に
入
り
国
有
企
業
改
革
を

始
め
と
す
る
産
業
構
造
の
再
構
築
が
本
格
化

し
、
企
業
破
産
や
職
員
や
労
働
者
の
大
量
解

一
展
・
一
時
休
業
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
実

質
的
に
失
業
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
都
市
に

お
け
る
失
業
率
は
二
○
○
｜
年
末
現
在
七
％

に
達
す
る
と
い
わ
れ
、
都
市
貧
困
世
帯
に
対

す
る
救
済
が
新
た
な
政
治
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
都
市
失
業
者
が
増
え
た
こ
と
で
、
都
市

の
労
働
市
場
が
逼
迫
し
て
お
り
、
農
村
か
ら

都
市
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
流
入
を
制
限
す

る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
都
市
の

各
職
種
に
お
い
て
合
理
化
が
進
む
と
都
市
の

余
剰
労
働
力
は
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
し
か
し
都
市
の
動
き
に
対
し
て
、

農
村
人
口
の
三
○
～
四
○
％
と
言
わ
れ
る
余

剰
労
働
力
の
最
大
の
雇
用
元
で
あ
っ
た
農
村

工
業
の
成
長
速
度
が
鈍
化
し
、
労
働
力
の
吸

収
余
地
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
内
陸

農
村
部
か
ら
沿
海
都
市
部
へ
の
人
口
押
し
出

し
圧
力
は
再
び
高
ま
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

内
陸
地
域
内
部
に
お
い
て
非
農
業
分
野
を
拡

大
し
労
働
力
需
要
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と

な
く
し
て
、
地
域
間
格
差
の
縮
小
や
就
業
問

題
の
根
本
的
な
解
決
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
へ
の
加
盟
を
背
景
に
、

今
後
開
発
を
進
め
る
内
陸
地
域
が
市
場
開
放

1４
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発展自覚しい上海地区一一

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
主

催
で
九
月
五
日
、
「
中
国
の
人
口
移
動
ｌ
上
海

を
中
心
と
し
て
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
同
研
究
所
で
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
王
桂

新
氏
（
復
旦
大
学
人
口
研
究
所
学
術
委
員
会

主
任
・
教
授
、
広
島
大
学
大
学
院
国
際
協
力

研
究
科
客
員
教
授
）
で
、
中
国
全
土
の
人
口

移
動
の
概
観
と
上
海
周
辺
の
人
口
移
動
の
状

況
を
分
け
て
説
明
し
た
。
さ
ら
に
人
口
移
動

の
時
代
ご
と
の
流
れ
と
現
在
の
状
況
と
に
分

け
て
解
説
し
た
。

中
国
全
体
と
し
て
は
国
内
の
人
々
の
移
動

は
漸
増
し
て
い
る
。
そ
の
移
動
は
仕
事
を
求

め
て
の
移
動
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
中
で
も

中
国
の
経
済
開
発
以
前
に
は
西
部
か
ら
東
部

へ
の
人
口
移
動
に
加
え
て
、
自
由
市
場
経
済

化
と
と
も
に
徐
々
に
東
部
か
ら
西
部
へ
の
人

と
同
時
に
厳
し
い
価
格
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
各
種
産
業
は
高
い
経
済

合
理
性
が
求
め
ら
れ
る
。
中
国
経
済
が
世
界

の
景
気
動
向
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
い
影

響
を
受
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
だ
け
に
、

大
胆
に
外
資
を
導
入
す
る
内
陸
開
発
計
画
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
政
府
に
よ
る
財
政
、
金
融

’
口
移
動
が
増
加
し
て
い
る
。

｜
方
上
海
地
域
の
人
口
移
動
事
情
は
、
一

九
六
○
年
代
の
開
放
前
は
、
上
海
に
流
入
す

る
人
口
は
流
出
す
る
人
口
を
上
回
っ
た
。
し

か
し
一
九
六
○
年
か
ら
一
九
七
○
年
代
半
ば

の
文
化
大
革
命
の
時
期
に
は
、
社
会
経
済
活

動
が
一
時
混
乱
し
た
た
め
、
一
転
し
て
流
出

が
流
入
を
超
え
た
。
再
び
一
九
七
○
年
代
以

降
は
自
由
経
済
化
と
と
も
に
経
済
・
政
治
が

安
定
成
長
を
迎
え
、
流
入
が
流
出
を
上
回
っ

て
い
る
。
現
在
は
労
働
力
を
中
心
と
し
た
人

口
流
入
が
、
上
海
の
人
口
増
加
の
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
最
近
は
、
上
海
の

近
郊
地
域
か
ら
よ
り
遠
い
地
域
か
ら
も
人
口

が
流
入
し
始
め
て
い
る
。
流
入
者
の
多
く
は

労
働
者
で
あ
る
。
男
性
が
多
い
、
年
齢
層
が

幅
広
い
、
家
庭
を
も
っ
て
い
る
、
３
Ｋ
肉
体

所
得
格
差
の
縮
小
は
中
国
の
経
済
成
長
を

持
続
す
る
た
め
に
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
課

題
で
あ
り
、
環
境
、
資
源
、
民
族
、
宗
教
な

ど
中
国
が
抱
え
る
問
題
の
縮
図
と
も
い
え
る

面
で
の
マ
ク
ロ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
重
要
性

を
増
す
。

労
働
に
就
く
人
口
が
多
い
、
な
ど
一
般
的
な

出
稼
ぎ
者
の
も
つ
特
徴
と
同
じ
で
あ
る
。

最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
戸
籍
を

持
た
な
い
上
海
へ
の
流
入
人
口
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
前
は
転
勤
な
ど
の
要

因
で
移
動
し
て
い
た
が
、
最
近
の
傾
向
と
し

て
は
戸
籍
を
持
た
な
い
一
時
的
な
出
稼
ぎ
や

ビ
ジ
ネ
ス
、
家
族
の
移
動
が
現
在
六
割
に
も

上
る
。

人
口
移
動
と
一
人
っ
子
政
策
の
関
係
も
見

逃
せ
な
い
。
二
子
目
を
妊
娠
し
て
い
る
女
性

が
戸
籍
を
持
た
ず
に
上
海
に
移
動
し
出
産
す

る
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。

市
内
に
は
裕
福
な
階
層
で
戸
籍
の
な
い
子
女

の
た
め
の
質
の
高
い
教
育
を
提
供
す
る
私
立

学
校
も
あ
る
と
い
う
。

貧
困
へ
の
対
応
は
中
国
社
会
全
体
の
行
方
を

左
右
す
る
試
金
石
と
も
い
え
る
。
西
部
大
開

発
に
み
る
内
陸
地
域
の
発
展
が
い
か
に
こ
れ

ら
の
問
題
解
消
に
寄
与
す
る
の
か
、
今
後
の

動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

1５
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本夕

一
は
じ
め
に

厚
生
労
働
省
が
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求

に
少
子
化
対
策
と
し
て
一
兆
円
を
計
上
す
る

な
ど
、
近
年
、
我
が
国
で
は
少
子
化
が
取
り

組
む
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

海
外
で
も
先
進
諸
国
を
中
心
に
少
子
化
は
進

､！

●中畝菜穂子(なかうれ．なおこ）
1972年埼玉県生まれ

〈現職>独立行政法人大学入試センター研

究開発部助手

〈学歴>東京女子大学文理学部心理学科卒

業

同大学院文学研究科修士課程修了

東京エ業大学大学院社会理工学研

究科博士課程修了

同校より博士(学術)取得(1999年）

<職歴>1999年より現職

く主な著書・論文〉『リスク学事典』分担執

筆ＴＢＳブリタニカ2000年、『エ

イズリスク認知とマスコミュニケー

ション接触』共著1998年日本リ

スク1形B学会誌１０巻5864頁、『日

本の医師と看護婦のＨＩＶ感染者・

ＡＩＤＳ患者に対する態度の構造』

1994年社会心理学研究１０巻

208-216頁など。

●
独
立
行
政
法
人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部
助
手
中
畝
菜
穂
子

ん
で
お
り
、
女
性
一
人
が
生
涯
に
産
む
子
供

数
の
推
計
で
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
お

お
む
ね
低
下
傾
向
に
あ
る
。
中
で
も
イ
タ
リ

ア
と
日
本
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
極
め
て
低

い
水
準
に
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
は
一
九
九
九
年

時
に
一
・
一
九
、
日
本
で
は
二
○
○
○
年
時

で
一
・
三
六
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

少
子
化
が
進
む
こ
れ
ら
一
一
ヶ
国
で
実
施
さ
れ

た
調
査
結
果
を
中
心
に
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア

の
親
子
関
係
や
、
結
婚
・
性
モ
ラ
ル
な
ど
少

子
化
に
関
連
す
る
価
値
観
の
親
か
ら
子
へ
の

継
承
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
調
査
結
果
は
、
二
○
○

一
年
か
ら
二
○
○
二
年
に
か
け
て
日
伊
の
大

学
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
「
若
者
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
形
成
に
関
す
る
国
際
比
較
調
査
」
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
日
本
調
査
は
阿
藤
誠
（
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
）
、
イ
タ
リ
ア

二
日
伊
大
学
生

比
較
調
査
の
概
要

１６
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回答者の年齢分布図１

5０

調
査
は
ジ
ャ
ン
ピ
エ
ロ
・
ダ
ラ
ズ
ア
ン
ナ
（
イ

タ
リ
ア
恋
パ
ド
バ
大
学
）
を
代
表
者
と
す
る

研
究
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
た
。

4０ （
ご
回
答
者
の
年
齢
、
性
別
分
布

日
本
デ
ー
タ
の
回
答
者
の
年
齢
分
布
は
十

3０

函％

2０

1０

１８歳１９歳２０歳２１歳２２歳２３歳２４歳２５歳２６歳

注：日本データから、２７歳以上と回答した３名除外後の割合

（
二
）
回
答
者
の
居
住
形
態

大
学
の
学
期
中
の
居
住
形
態
に
つ
い
て
尋

ね
る
項
目
で
は
、
日
本
デ
ー
タ
の
五
三
％
、

イ
タ
リ
ァ
デ
ー
タ
の
六
七
％
が
両
親
と
同
居

し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
数
値
は

他
の
西
欧
諸
国
と
比
較
し
て
ど
う
な
の
だ
ろ

う
か
。
母
集
団
が
異
な
る
た
め
、
単
純
な
比

較
は
で
き
な
い
が
、
世
界
青
年
調
査
二
九

九
七
年
総
務
庁
実
施
）
の
＋
八
歳
か
ら
二
四

歳
ま
で
の
青
年
の
居
住
状
態
を
問
う
項
目
に

お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
と

比
べ
、
日
本
で
は
親
と
の
同
居
率
が
二
○
％

程
度
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

調
査
で
は
、
イ
タ
リ
ア
の
親
と
の
同
居
率
は

日
本
を
上
回
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
カ
国

八
歳
か
ら
四
五
歳
、
イ
タ
リ
ア
デ
ー
タ
は
十

八
歳
か
ら
二
六
歳
で
あ
っ
た
（
図
１
）
。
比
較

に
際
し
て
は
、
年
齢
に
よ
る
影
響
を
考
え
、

日
本
デ
ー
タ
で
一
一
七
歳
以
上
と
回
答
し
た
三

名
を
分
析
対
象
か
ら
外
し
た
。
有
効
回
答
数

は
、
日
本
は
九
六
八
人
（
男
子
三
六
一
一
一
人
、

女
子
五
九
六
人
、
無
回
答
九
人
）
、
イ
タ
リ
ア

は
四
七
九
二
人
（
男
子
二
○
○
｜
人
、
女
子

二
七
九
一
人
）
で
あ
る
。

二
）
両
親
の
就
業
状
況

回
答
者
が
十
一
～
＋
三
歳
、
十
四
～
十
五

歳
、
十
六
～
十
八
歳
、
現
在
の
各
段
階
に
お

け
る
両
親
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
て
い

る
。
父
親
の
就
業
状
況
に
つ
い
て
は
、
イ
タ

リ
ア
の
方
が
若
干
低
い
も
の
の
、
両
国
と
も

ほ
ぼ
全
段
階
に
お
い
て
九
○
％
以
上
が
何
ら

か
の
形
で
就
業
し
て
い
る
。
一
方
、
母
親
の

同
居
率
の
高
さ
が
示
す
よ
う
に
、
他
の
西

欧
諸
国
と
比
較
し
、
親
子
の
結
び
つ
き
が
強

い
日
本
と
イ
タ
リ
ア
で
は
、
結
婚
、
出
産
、

ま
た
そ
れ
に
関
連
し
た
性
に
関
す
る
価
値
観

に
つ
い
て
も
親
の
影
響
を
受
け
易
い
も
の
と

思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
回
答
者
の
両
親

が
ど
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、

ま
た
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
親
子
関
係
を
形
成

し
て
い
る
の
か
を
み
て
い
く
。

に
関
し
て
は
他
の
先
進
諸
国
と
比
較
し
、
青

年
期
後
期
に
お
け
る
親
と
の
同
居
率
が
非
常

に
高
い
国
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の

親
子
関
係

1７



表１思春期に親から課された規則について（％）

就
業
状
況
に
つ
い
て
は
両
国
で
違
い
が
み
ら

れ
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
就
業
し
て
い
る
母

親
の
割
合
は
ど
の
段
階
で
も
ほ
ぼ
六
割
で
あ

る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
回
答
者
が
十
一
～

十
三
歳
の
段
階
で
は
六
○
％
の
就
業
率
が
、

十
四
～
十
五
歳
で
は
六
五
％
、
十
六
～
十
八

歳
の
段
階
で
は
約
七
○
％
と
な
っ
て
い
る
。

わい母選タラる働た－は我
かこ親択イイとき段段青が
るとがすルフいに階落児国
・が多るをスう出でしがで

（
二
）
両

親
の
第
一

子
出
産
年

齢

両
親
の

第
一
子
平
均
出
産
年
齢
に
つ
い
て
比
較
す
る
。

そ
の
際
、
父
親
の
場
合
は
十
歳
未
満
、
母
親

の
場
合
は
十
歳
未
満
五
十
歳
を
超
え
る
者
に

つ
い
て
は
、
外
れ
値
と
し
て
除
外
し
た
。
日

本
の
第
一
子
平
均
出
産
年
齢
は
父
親
二
九
・

六
歳
、
母
親
二
六
・
九
歳
、
イ
タ
リ
ア
デ
ー

タ
で
は
父
親
二
九
・
四
歳
、
母
親
二
五
・
七

歳
で
あ
っ
た
。
父
親
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
母
親
に
つ
い
て
は
イ
タ
リ
ア
の

方
が
一
歳
ほ
ど
若
い
。
先
述
し
た
母
親
の
就

業
状
況
や
第
一
子
出
産
年
齢
か
ら
み
る
と
、

イ
タ
リ
ア
の
母
親
の
方
が
伝
統
的
な
「
母
親
」

や
「
妻
」
と
し
て
の
家
族
役
割
を
担
う
傾
向

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
思
春
期
に
お
け
る
親
子
関
係

思
春
期
に
両
親
が
生
活
面
で
ど
の
よ
う
な

規
則
を
課
し
、
ま
た
回
答
者
が
そ
れ
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
た
か
は
、
そ
の
後
の
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
を
予
測
す
る
上
で
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
回
答
者
が
十
六
歳
か
ら
十
八
歳
だ
っ

た
頃
の
規
則
と
し
て
、
「
事
前
の
断
り
な
し
に

食
事
に
遅
れ
る
」
、
「
土
曜
の
夜
、
遅
く
帰
宅

す
る
」
、
「
そ
の
他
の
日
に
夜
遅
く
帰
宅
す
る
」
、

「
家
に
あ
な
た
を
異
性
の
友
人
と
二
人
だ
け

に
し
て
お
く
」
の
四
つ
を
取
り
上
げ
、
比
較

し
て
み
る
（
表
１
）
。

事
前
の
断
わ
り
な
し
に
食
事
に
遅
れ
る
こ

と
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
回
答
は
イ
タ
リ

ア
で
六
五
％
、
日
本
で
＋
四
％
で
あ
る
。
子

供
の
塾
通
い
や
父
親
の
残
業
な
ど
に
よ
っ
て
、

食
事
の
孤
食
化
が
進
む
日
本
と
異
な
り
、
イ

タ
リ
ア
で
は
家
族
が
揃
っ
て
食
事
を
す
る
と

い
う
習
慣
が
、
現
在
で
も
根
付
い
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
土
曜
の
夜
、
遅
く
帰
宅
す
る

こ
と
に
関
し
て
は
、
日
本
の
二
○
％
、
イ
タ

リ
ア
の
十
一
％
が
許
さ
な
か
っ
た
と
回
答
し

て
い
る
。
こ
の
回
答
に
関
し
て
は
日
本
の
親

の
方
が
厳
し
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
他
の
日
に

夜
遅
く
帰
宅
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
日
本

は
土
曜
日
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
の
に
対
し
、

イ
タ
リ
ア
で
は
三
七
％
が
許
さ
な
い
と
回
答

し
、
平
日
と
土
曜
日
で
は
約
三
倍
の
違
い
が

み
ら
れ
た
。
ま
た
、
家
に
回
答
者
と
異
性
の

友
人
と
二
人
だ
け
に
し
て
お
く
こ
と
に
つ
い

て
は
、
日
本
で
は
四
五
％
、
イ
タ
リ
ア
で
は

七
七
％
が
許
さ
な
か
っ
た
と
回
答
し
た
。
イ

タ
リ
ア
の
親
は
、
週
末
に
遊
ぶ
こ
と
に
関
し

て
は
、
あ
る
程
度
の
寛
容
性
を
持
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
に
関
し
て
は
、
子
供
に
対
し
て

1８

日本 イタリア

ほ
と
ん
ど
許
し
た

し
ば
し
許
し
た

時
々
許
し
た

全
く
許
さ
な
い

ほ
と
ん
ど
許
し
た

し
ば
し
ば
許
し
た

時
々
許
し
た

全
く
許
さ
な
い

事前に断わりなしに食事
に遅れる

１３．９２Ｌ６１７．２４７．３ 6４．８２８．２４．７２．３

土曜の夜、遅く帰宅する 2０．１２６．５２２．３３１．２ 1１．０４２．１２９．２１７．６

その他の日に夜遅く帰宅

する
2２．９２８．５２１．５２７．１ 3６．６５０．１9.0４．３

家にあなたの異性の友人
と２人だけにしておく

4５．３１７．０１０．４２７．３ 7６．７１４．４５．８３．２
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図２性モラルに関する両親と本人の価値観（日本）
４

３
２

（
数
値
大
き
い
ほ
ど
肯
定
的
）

厳
し
く
規
則
を
課
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
親
か
ら
課
さ
れ
る
規
則
に
関
し
て

は
、
イ
タ
リ
ア
の
回
答
者
の
六
四
％
は
「
も

う
少
し
緩
く
し
て
欲
し
い
と
説
得
に
努
め
た
」

と
回
答
し
て
い
る
が
、
日
本
の
場
合
は
「
た

い
て
い
は
反
発
せ
ず
に
従
っ
て
い
た
」
と
い

う
回
答
が
六
一
一
％
と
な
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
園

１

性行動の活発性 純潔性 同性愛

図３性モラルに関する両親と本人の価値観（イタリア）
４

ア
の
場
合
、
親
は
厳
し
く
規
則
を
課
す
が
、

子
供
も
そ
れ
に
対
し
て
親
を
説
得
す
る
よ
う

努
め
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
し
か
し
、
日

本
の
場
合
、
親
か
ら
課
さ
れ
る
規
則
自
体
も

緩
や
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
親
へ
の

不
満
な
ど
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
る
姿
が
う
か
が
え
る
。
今
回
の
調

３
２

（
数
値
大
き
い
ほ
ど
肯
定
的
）

圏

１

性行動の活発性 純潔性 同性愛

注：各価値観の質問項目を記す。

(1)性行動の活発･注…男性（女性）が非常に若い年齢で性交を経験する
(2)純潔･漣…男`性（女`性）がかなり年齢が高くなっても童貞のままでいる
(3)同性愛…男･漣（女性）が他の男性（女性）と性的関係をもつ

査
で
は
、
日
本
で
は
自
分
の
性
的
な
事
柄
に

つ
い
て
両
親
と
話
し
合
う
機
会
が
圧
倒
的
に

少
な
い
と
い
う
結
果
も
得
ら
れ
て
い
る
。
同

じ
よ
う
に
親
子
の
結
び
つ
き
が
強
い
二
ヶ
国

で
は
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
子
供
は
親
に
対
し
、

自
立
し
た
大
人
で
は
な
く
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
「
子
供
」
の
立
場
と
し
て
接
す
る
傾
向

四
性
モ
ラ
ル
を
め
ぐ
る

価
値
観
の
継
承

ｌ
少
子
化
の
視
点
か
ら
ｌ

日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
親
子
関
係
に
つ
い

て
は
、
他
の
先
進
諸
国
と
比
較
し
た
場
合

の
同
居
率
の
高
さ
な
ど
、
類
似
点
も
あ
る

が
、
親
子
関
係
の
性
質
に
つ
い
て
は
相
違

点
も
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
性
モ
ラ
ル
に
関
す
る
価
値
観
や

結
婚
に
対
す
る
年
齢
規
範
に
つ
い
て
は
、

両
国
で
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
み
ら
れ
る

子
の
価
値
観

の
だ
ろ
う
か
。

に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

グー、性
モ
ラ
ル
に
関
す
る
親
子
の
価
値
観
に

）
性
モ
ラ
ル
を
め
ぐ
る
親
の
価
値
観
、
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つ
い
て
み
て
い
く
（
図
２
．
図
３
）
。
実
際
の

質
問
項
目
は
十
二
項
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
性

行
動
の
活
発
性
に
対
す
る
価
値
観
」
、
「
純
潔

性
に
対
す
る
価
値
観
」
、
「
同
性
愛
に
対
す
る

価
値
観
」
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
た
め
、
各

質
問
グ
ル
ー
プ
毎
に
平
均
値
を
算
出
し
て
比

較
を
行
う
。
な
お
、
親
の
価
値
観
に
つ
い
て

は
、
回
答
者
が
「
自
分
の
両
親
は
ど
う
思
っ

て
い
る
か
」
回
答
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

数
値
に
つ
い
て
は
、
二
・
五
を
境
界
に
値
が

大
き
い
ほ
ど
、
肯
定
的
な
価
値
観
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
表
す
。

イ
タ
リ
ア
デ
ー
タ
で
は
、
両
親
が
最
も
否

定
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
の
は
同
性
愛

に
対
し
て
で
あ
り
、
平
均
値
は
一
・
二
で
あ
っ

た
。
性
行
動
の
活
発
性
に
対
し
て
も
、
｜
・

四
と
否
定
的
と
認
知
さ
れ
て
い
る
。
純
潔
性

に
対
し
て
は
、
三
・
○
と
肯
定
的
で
あ
る
と

認
知
さ
れ
て
い
る
。
｜
方
、
日
本
デ
ー
タ
で

は
同
性
愛
と
性
行
動
の
活
発
性
に
対
す
る
両

親
の
価
値
観
の
平
均
値
は
一
・
四
と
同
じ
値

で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
に
対
し
て
も
両
親
は
否

定
的
な
価
値
観
を
有
し
て
い
る
も
の
と
認
知

さ
れ
て
い
る
。
純
潔
性
に
対
し
て
は
、
二
・

八
と
肯
定
的
で
あ
ろ
う
と
認
知
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
性
モ
ラ
ル
に
関
す
る
本
人
達
の

価
値
観
に
つ
い
て
は
、
両
国
と
も
、
性
行
動

の
活
発
性
、
同
性
愛
に
対
し
て
は
、
両
親
ほ

ど
厳
し
く
は
な
い
も
の
の
両
親
と
同
様
、
否

定
的
な
価
値
観
を
有
し
て
い
る
。
純
潔
性
に

対
し
て
も
日
本
デ
ー
タ
で
は
両
親
ほ
ど
で
は

な
い
が
、
平
均
値
が
二
・
六
と
肯
定
的
な
価

値
観
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し

か
し
、
イ
タ
リ
ア
デ
ー
タ
で
は
、
純
潔
性
に

対
し
て
二
・
四
と
や
や
否
定
的
な
価
値
観
と

な
っ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
の
両
親
の
方
が
純

潔
性
に
対
し
て
は
、
日
本
の
両
親
よ
り
も
肯

定
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
の
に
も
関
わ

ら
ず
、
本
人
達
の
価
値
観
を
比
較
し
て
み
る

と
、
イ
タ
リ
ア
の
方
が
否
定
的
な
の
で
あ
る
。

ま
た
全
体
的
に
み
て
も
、
イ
タ
リ
ア
の
方
が

両
親
と
自
分
と
の
価
値
観
の
差
異
が
大
き
い
。

イ
タ
リ
ア
で
は
、
親
と
性
的
な
事
柄
に
つ
い

て
話
し
合
う
機
会
が
多
い
た
め
、
両
親
の
価

値
観
に
つ
い
て
、
比
較
的
正
確
に
認
識
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
上
で
彼
ら
は
親

と
は
違
う
自
ら
の
価
値
観
を
形
成
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
そ
の

よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
う
親
子
関
係

に
な
い
た
め
、
両
親
の
実
際
の
価
値
観
に
つ

い
て
良
く
知
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
自
分
が
認

識
す
る
両
親
の
価
値
観
と
自
分
の
価
値
観
の

差
異
が
小
さ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
結
婚
に
つ
い
て
の
年
齢
規
範

男
性
、
女
性
そ
れ
ぞ
れ
何
歳
ま
で
結
婚
す

べ
き
で
な
い
と
思
い
ま
す
か
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
日
本
は
、
男
性
は
平
均
二
一
・
○

歳
、
女
性
は
二
○
・
○
歳
ま
で
結
婚
す
べ
き

で
な
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
｜
方
、
イ

タ
リ
ア
で
は
、
男
性
は
平
均
二
五
・
六
歳
、

女
性
は
二
四
・
二
歳
ま
で
結
婚
す
べ
き
で
な

い
と
い
う
結
果
と
な
り
、
結
婚
す
べ
き
で
な

い
と
い
う
平
均
年
齢
が
二
○
代
半
ば
と
高
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
何
歳
ま
で
未
婚
で
い
る

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
は
、
日
本
は
男
性
の
場
合
は
三
八
・
二

歳
、
女
性
の
場
合
は
三
五
・
九
歳
、
イ
タ
リ

ア
は
男
性
一
一
一
九
・
一
歳
、
女
性
三
七
・
｜
歳

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
質
問
に
関
し

て
も
、
イ
タ
リ
ア
の
方
が
日
本
の
平
均
値
よ

り
も
高
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
が
、
二
ヶ

国
の
差
は
比
較
的
小
さ
い
。

（
三
）
日
本
デ
ー
タ
で
み
る
出
産
、
結
婚
に
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日
本
と
比
較
す
る
と
、
伝
統
的
な
家
族
役

割
を
維
持
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
イ
タ
リ

ア
だ
が
、
婚
内
出
生
率
の
低
下
に
少
子
化
の

原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

対
す
る
意
識

日
本
デ
ー
タ
に
は
結
婚
に
関
す
る
意
志
、

将
来
欲
し
い
子
供
の
数
に
つ
い
て
問
う
項
目

が
あ
る
。
結
婚
に
つ
い
て
は
、
い
ま
す
ぐ
結

婚
し
た
い
と
回
答
し
た
者
が
三
％
、
い
ず
れ

結
婚
し
た
い
と
回
答
し
た
者
が
八
九
％
と
な
っ

て
お
り
、
大
多
数
の
者
は
結
婚
の
意
志
は
あ

る
。
ま
た
、
欲
し
い
子
供
の
数
に
つ
い
て
は
、

二
人
欲
し
い
と
回
答
し
た
者
が
五
七
％
、
三

人
欲
し
い
と
回
答
し
た
者
が
一
一
五
％
と
な
っ

て
い
る
。
二
○
代
前
半
の
大
学
生
に
お
い
て

は
、
い
ず
れ
結
婚
す
る
意
志
は
あ
る
し
、
子

供
も
一
一
人
か
そ
れ
以
上
欲
し
い
と
思
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
意
識
上
で
は

結
婚
も
し
た
い
し
、
子
供
も
二
人
以
上
欲
し

い
と
思
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を

阻
む
要
因
が
我
が
国
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
る
。

五
ま
と
め
に
か
え
て

る
ょ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
の
伝
統
的
な
家
族
形

態
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て

今
回
の
調
査
で
は
、
結
婚
す
べ
き
で
な
い
と

考
え
る
年
齢
の
高
さ
や
子
世
代
で
の
純
潔
性

に
対
す
る
価
値
観
の
低
下
な
ど
、
家
族
形
成

に
関
わ
る
価
値
観
自
体
が
、
現
在
、
大
き
く

転
換
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
一

方
、
日
本
の
場
合
、
結
婚
持
続
期
間
が
一
五
～

一
九
年
の
夫
婦
の
婚
内
出
生
率
は
こ
こ
三
○

年
間
二
・
二
前
後
で
安
定
し
て
お
り
、
未
婚

化
、
晩
婚
化
の
進
行
に
少
子
化
の
原
因
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
未
婚
化
、
晩
婚
化
要
因
の
ひ
と
つ
に
、
調

査
結
果
か
ら
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
物
理
的
に

も
精
神
的
に
も
親
か
ら
独
立
す
る
時
期
が
極

端
に
遅
延
さ
れ
る
日
本
の
親
子
関
係
が
あ
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

少
子
化
の
原
因
に
は
、
女
性
の
高
学
歴
化

と
社
会
進
出
、
そ
れ
に
伴
う
育
児
支
援
シ
ス

テ
ム
の
未
整
備
な
ど
、
マ
ク
ロ
な
要
因
が
影

響
を
与
え
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、

家
族
形
成
に
対
す
る
価
値
観
の
変
化
と
い
っ

た
ミ
ク
ロ
な
要
因
も
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ

る
（
柏
木
は
少
子
化
問
題
に
対
し
、
心
理
学

者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
人
口
心
理
学
を
提

○
参
考
文
献

柏
木
恵
子
『
子
ど
も
と
い
う
価
値
少
子
化
時
代
の

女
性
の
心
理
』
２
０
０
１
年
中
公
新
書

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
（
編
）
『
現
代
日
本

社
会
第
２
巻
国
際
比
較
〔
１
旨
１
９
９
１
年

東
京
大
学
出
版
会

山
田
昌
弘
『
バ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
の
時
代
』

１
９
９
９
年
ち
く
ま
新
書

唱
し
て
い
る
）
。
今
回
の
調
査
対
象
者
の
親
世

代
は
、
ま
さ
に
現
在
の
少
子
化
時
代
に
至
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
変
容
期
の
中
心
に
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
両
親
か
ら
明
示
的
、
あ
る
い
は

暗
黙
に
学
習
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
、
結

婚
・
性
モ
ラ
ル
に
対
す
る
価
値
観
が
、
親
か

ら
子
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
、
ま

た
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
か
を
検
討

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
化
対
策
を

考
え
る
上
で
、
新
し
い
分
析
視
点
を
も
た
ら

す
も
の
と
い
え
よ
う
。

●
謝
辞
・

本
稿

会
保
障

査
分
析
部
部
長
の
佐
藤
龍
三
郎
先
生
に
一

一

ご
肋
一
一
一
一
口
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｉ
…
…
」

の
執
筆
に
関
し
て

・
人
口
問
題
研
究
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開くく

雲iiHii鼠､1１

途上国ｴｲｽﾞ･持続可能な開発問題がｶギすべて``貧困解消'，

担
当
者
に
お
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》
人
口
と
開

発
に
対
す
る
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
」
が

九
月
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
Ｎ
Ｐ
○
・
二
○

五
○
、
国
連
開
発
計
画
と
人
口
開
発
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
の
主
催
で
、
国
連
大
学
５
階
会
議
場

で
開
か
れ
た
。
昨
年
の
「
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
策

担
当
者
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
歩
戦
略
の
選

択
」
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

人
口
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
加
盟
国
理
事
、
世

界
銀
行
、
国
連
関
係
機
関
、
日
本
及
び
ア
ジ

ア
の
国
会
議
員
、
政
府
職
員
、
民
間
諸
機
関
、

学
識
経
験
者
や
一
般
と
の
知
識
交
流
、
南
々

協
力
の
重
要
性
と
途
上
国
の
現
状
に
つ
い
て

広
く
理
解
を
深
め
、
同
時
に
当
会
議
の
内
容

や
提
言
等
を
参
加
国
の
政
策
に
反
映
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

会
議
は
「
貧
困
・
環
境
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
ー
女
性
を
中
心
と
し
て
」
、
「
エ
イ
ズ
及

び
他
の
感
染
症
１
人
類
最
大
の
脅
威
」
、
「
資

金
・
医
薬
必
需
品
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
」
そ
し
て
「
新
た
な
問
題
と
新
し
い
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
論
議
し
た
。

「
南
々
協
力
国
際
会
議
‐
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
策

基
調
講
演
で
植
竹
繁
雄
氏
（
外
務
副
大
臣
）
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〔写真・右頁〕真剣な

論議が行われた会場

貧
困
・
環
境
は
一
九
九
○
年
代
か
ら
議
論
性
の
権
利
は
言
う
ま
で
も
な
く
人
の
権
利
で
動
き
の
中
で
女
性
議
員
の
参
画
を
よ
り
促
す

さ
れ
始
め
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
＋
５
以
降
で
は
、

あ
り
、
教
育
や
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
こ
と
が
開
発
と
平
和
構
築
に
お
い
て
重
要
で

女
性
は
生
活
の
全
て
の
側
面
に
お
い
て
重
要
ス
・
環
境
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
に
対
し
、
途
あ
る
。

な
役
割
を
担
い
女
性
が
開
発
に
貢
献
す
る
上
国
に
お
い
て
特
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。

ミ
レ
ニ
ア
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
一
一
○
一
五

と
い
う
こ
と
が
特
に
認
識
さ
れ
始
め
た
。
女

開
発
に
お
け
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
年
ま
で
に
貧
困
人
口
を
半
分
に
削
減
す
る
と

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
進
展
に
よ
っ
て
貧
富
の

格
差
は
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
感
染

症
や
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、
開
発
問
題
を

巡
る
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
途
上

国
に
お
け
る
貧
困
の
撲
滅
が
持
続
可
能
な
開

発
を
進
め
る
上
で
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
述
べ
た
。

セツジヨニク

．．》〈｜‐．，．》ご←．｝｛‐，田子Ｊ｜，．．』’一‐』（｜正‐｛咋一午‐‐‐・〉．ｎ〈．‐‐｜｜’（一‐‐｝》’一》（｝誹一了一軒・‐‐‐’’十十（十．型一ロー‐‐叩一一・．岸（声一‐｜｝」‐蕉』一一一一一一一一一一一一一一
貧
困
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と
が
、
一
九
九
○

癒一らいゆ、一一一〈一一一一一一立一一一一一一一一一一一一一一一Ｆの一コ入庫侶圭の■■□■口■■・
年
代
の
機
会
平
等
化
の
結
果
、
認
識
さ
れ
始

パ
ー
・
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
め
味
ア
ロ
ダ
ク
テ
イ
７
ヘ
ル
ス
は
‐
Ｃ
Ｐ

劉
刷
鰯
蹴
臓
憾
鰯
瞬
馴
脚
脚
翻
糊
輝
螺
蕊
巍
謝
劉
鋼
濁
糊
關
關
蕊
鰯
鰹
騨
鰄
鰄
騨
凝
簸
懸
纐
翔
州
脚
濁
騨
畷
躍
鰯
繩
繩
織
肘
濁
辨
輝
戯
謀
糾
凋
脚
脚
關
澱
醗
鰍
鯨
鯏
灘
潤
鰯
蝋
騨
繭
勵
融
湖
川
蹴
瓢
塚

貧
困
・
環
境
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

考
え
が
で
て
き
た
。
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
は

自
分
自
身
が
、
主
体
性
を
持
っ
て
関
わ
る
と

ｌ
女
性
を
中
心
と
し
て
ｌ

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
教
育
が
社
会

《
議
長
》
弓
削
昭
子
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
駐
曰
代
表
的
進
展
と
人
間
的
な
生
活
の
た
め
の
重
要
な

鍵
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
少
女
の
教
育
が

Ｄ
＋
５
以
降
、
主
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
国

Ａ
・
Ｋ
・
チ
ャ
ウ
ド
リ
ー
Ｌ
Ｄ
Ｃ
担
当
国
連
事
務
次
長

‐
‐
し
‐
－
‐
‐

今
年
は
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
世
界
首

脳
サ
ミ
ッ
ト
）
を
初
め
、
開
発
と
国
際
協
力

に
つ
い
て
の
国
際
会
議
が
多
く
開
か
れ
た
。

植
竹
氏
は
、
小
泉
総
理
の
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
に
向
け

た
包
括
的
な
途
上
国
支
援
策
の
「
小
泉
構
想
」

を
挙
げ
、
「
戦
略
・
責
任
・
経
験
と
情
報
」
の

共
有
を
柱
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
シ
ェ
ア
リ
ン

会
議
員
連
盟
の
活
動
が
活
発
化
し
た
。
そ
の

グ
の
重
要
性
に
触
れ
、
人
造
り
、
開
発
及
び

環
境
の
三
つ
の
重
点
分
野
が
持
続
可
能
な
開

発
に
お
け
る
中
心
課
題
で
あ
る
と
述
べ
た
。

そ
の
際
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
、
政
府
、
国
際
機

関
が
一
体
と
な
っ
た
努
力
が
必
要
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
は
「
量
よ
り
質
」
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

2３



い
う
数
値
目
標
を
掲
げ
た
。
イ
ン
ド
や
中
国

で
は
貧
困
削
減
は
成
功
し
た
と
言
え
る
が
、

そ
の
他
の
途
上
国
は
ま
だ
大
き
く
遅
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
貧
困
削
減
の
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、
資
源
の
流
動
化
、
直
接
投
資
、

直
接
支
援
、
よ
り
深
い
支
援
、
人
権
の
重
視
、

環
境
破
壊
の
削
減
な
ど
が
非
常
に
重
要
で
あ

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ラ
ビ
ン
島
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
話
を
し
た
い
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
新
し
い
形
の
養
蚕
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
従

来
か
ら
あ
る
よ
う
な
養
蚕
業
で
は
な
く
、
カ

イ
コ
に
ク
ワ
を
新
た
に
与
え
る
必
要
は
な
く
、

ど
こ
に
で
も
あ
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
ヒ
マ
の
葉

な
ど
で
エ
リ
蚕
を
飼
育
す
る
。
ま
た
糸
は
紡

ぎ
糸
な
の
で
機
械
を
使
わ
ず
、
手
作
業
で
で

き
る
。
生
糸
を
目
的
と
し
な
い
の
は
、
既
に

中
国
が
市
場
を
独
占
し
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
の
新
し
い
養
蚕
業
の
特
徴
は
①
管
理
が

買
評
）
一
戦
愈
一
〈
鋒
》
蕊
一
蟻
躍
慾
蓮
慰
騨
⑪
蓬
（
寧
露
〈
津
八
〉
鯨
（
閂
一
Ｗ
）
必
一
鋼
〉
｜
ハ
』
〉
『
（
い
〉
（
》
｛
亜

晦
鐡
蕊
聯
瀧
篭
讓
一
霞
露
酬
騒
膳
輝
毒

吉
田
昭
彦
刑
咋
如
十
化
ｐ
五
○
テ
ク
ニ
カ
ル

る
。
貧
困
を
作
り
出
す
あ
ら
ゆ
る
次
元
の
要

因
を
排
除
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
Ｕ
Ｎ

Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
氏
は

貧
困
削
減
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
々
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
と
な
る
こ
と
を

強
く
主
張
し
て
い
る
。

容
易
②
餌
の
原
料
の
キ
ャ
ッ
サ
バ
や
ヒ
マ
の

葉
は
熱
帯
地
域
に
は
豊
富
に
存
在
③
使
用
す

る
絹
糸
虫
は
休
眠
し
な
い
た
め
１
年
間
連
続

で
飼
育
可
能
、
そ
れ
に
よ
る
安
定
し
た
就
業

機
会
の
創
出
④
産
業
の
立
ち
上
が
り
が
早
い
、

な
ど
で
あ
り
途
上
国
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
非
常
に
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
闘
鶏
が
盛
ん
な
地
域

が
あ
り
、
オ
ス
の
シ
ャ
モ
が
高
く
売
れ
る
。

そ
の
シ
ャ
モ
か
ら
の
売
上
は
マ
ユ
の
売
上
よ

り
遥
か
に
大
き
か
っ
た
。
し
か
し
闘
鶏
の
盛

ん
で
な
い
地
域
で
は
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
そ
こ
で
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
で
あ
る

虫
に
注
目
し
、
「
昆
虫
の
多
目
的
利
用
」
と
い

う
考
え
方
に
至
っ
た
。
虫
は
ト
リ
や
ブ
タ
や

ウ
シ
と
違
っ
て
変
温
動
物
で
あ
る
。
後
者
の

動
物
が
た
ん
ぱ
く
質
を
摂
取
し
て
も
、
体
温

の
維
持
の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
て

し
ま
う
。
し
か
し
虫
は
そ
れ
が
食
べ
た
餌
が

効
率
よ
く
た
ん
ぱ
く
質
に
変
換
さ
れ
る
。
地

球
の
限
ら
れ
た
資
源
の
保
全
の
意
味
で
も
昆

虫
の
多
目
的
利
用
は
非
常
に
有
効
な
方
法
で

あ
る
。グ
ラ
ミ
ー
ン
銀
行
で
は
、
こ
れ
ま
で
様
々

な
貧
困
と
環
境
、
女
性
に
つ
い
て
の
課
題
を

扱
っ
て
き
た
。
問
題
は
ど
う
や
っ
た
ら
変
え

ら
れ
る
か
で
あ
る
。

)露懸蟻

綴
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》
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酢
』
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、
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』
（
企

鱈
一
声
》
い
〉
繩
〉
窪
》
へ
｛

カ
リ
ッ
ド
・
シ
ャ
ム
ズ

グ
ラ
ミ
ー
ン
銀
行
副
頭
取

f､－－Ｗ,企~１
''－３を｣:二（
いちtdP.飴-段

.｡=瀞、ｒｒＦ､
(-＄…;:〉q,.:,
、-,4,I鶚ｉ
－学■￣Tqr

←､凸-１テョ

ド:riiW~ポザ
･号･･･-,DEq

q4--配､｡毬」

戴くi鑿;
＝｣f'-1.v岳r
d．＝ﾏﾍｵ=
0,,-jP尋

竪二手!‐Ｌニュ

ー,ｊど゛？

(と:)､QLj
-▼－１－LJ-71

JPiW-i1
￣_単□｡▽q･制

二
・
Ｆ

』
鼎

j三jHiilii）

2４



南南協力国際会議開く

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
が
世
界
中
で
ま
す
ま

す
広
が
る
中
で
、
我
々
の
経
験
を
世
界
に
広

め
る
重
要
性
、
特
に
南
々
協
力
に
お
い
て
の

重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
先
進
国
と
途
上
国

の
連
携
の
強
化
も
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
重
要

グ
ラ
ミ
ー
ン
銀
行
は
一
九
八
三
年
に
創
立

さ
れ
、
農
村
地
域
の
村
レ
ベ
ル
で
、
女
性
の

み
を
対
象
と
し
て
小
口
金
融
を
行
っ
て
い
る
。

小
口
金
融
の
実
施
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

新
た
な
収
入
機
会
の
創
出
が
大
き
な
柱
で
あ

る
。
今
で
は
一
、
’
七
五
の
支
部
が
あ
り
、

全
部
で
二
百
一
一
十
万
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
る

セツショ

Ⅱ

ソ

■
■
■
成
功
し
■
だ
雲
率
先
Ｕ
て
こ
了
・

サ
ポ
ー
ト
を

ア
ン
ジ
ャ
リ
・
ナ
ヤ
ー
国
際
エ
イ
ズ
ワ
ク
チ
ン
構
想
イ
ン
ド
代
表

エ
イ
ズ
お
よ
び
他
の
感
染
症

１
人
類
最
大
の
脅
威
ｌ

議
長
》
須
永
和
男
外
務
省
経
済
協
力
局
調
査
計
画
課
長

ｄ
Ｕ
Ｐ
勿
冒
１
淫
、
〆
Ｐ
Ｉ
冒
心
叫
占
「
‐
⑤

Ｆ

私
ｊ
・
‐
も
「
』
平

口
。
▽

性
を
主
張
し
た
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
取
り
組
み

に
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
治
療
の
技
術
と

そ
の
移
転
、
感
染
ル
ー
ト
の
解
明
と
感
染
予

防
、
治
療
薬
や
予
防
薬
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、

大
き
な
組
織
で
あ
る
。
グ
ラ
ミ
ー
ン
銀
行
で

の
、
返
金
率
は
非
常
に
高
く
、
九
割
以
上
に

上
る
。
グ
ラ
ミ
ー
ン
銀
行
の
手
法
の
特
徴
は
、

①
貧
困
層
の
み
対
象
②
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
を

作
り
連
帯
責
任
を
課
す
③
貧
困
層
に
適
し
た

プ
ラ
ン
の
作
成
④
彼
ら
自
身
が
や
り
繰
り
で

き
る
方
法
の
指
導
⑤
開
発
ニ
ー
ズ
に
特
化
し

、
。
！

ｌ
Ｉｉｌ
ｉ３

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感
染
予
測
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
会

議
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
開
催
に
よ
る

新
た
な
情
報
の
交
換
・
人
々
の
能
力
や
技
術

の
向
上
に
よ
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
な
ど
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
そ
し

て
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す
る
研
究
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
も
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
に

は
、
途
上
国
と
先
進
国
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
に
お
い
て
成
功
し

つ
つ
あ
る
国
が
率
先
し
て
、
他
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
苦
し
ん
で
い
る
国
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
。

て
い
る
⑥
社
会
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
焦
点
を

当
て
る
、
で
あ
る
。

こ
う
し
た
手
法
は
貧
困
層
を
救
い
、
国
全

体
の
貧
困
削
減
に
貢
献
す
る
だ
け
は
な
い
。

今
や
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
多
く
の
途

上
国
で
、
グ
ラ
ミ
ー
ン
銀
行
の
手
法
が
適
用

さ
れ
、
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
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ジ
ョ
イ
セ
フ
の
ザ
ン
ビ
ア
で
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
動
を
紹
介

し
た
い
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
予
防
・
治
療
・
サ
ポ
ー
ト
が
大

き
な
柱
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
存
在
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
対
す
る
人
々
の
行

動
を
変
え
る
た
め
に
重
要
な
点
を
挙
げ
る
。

恒
常
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
人
々
の
受
け
入
れ

や
す
い
方
法
で
流
す
こ
と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ

の
サ
ポ
ー
ト
と
治
療
活
動
、
サ
ー
ビ
ス
の
ア

ク
セ
ス
が
容
易
な
こ
と
と
、
人
々
の
サ
ー
ビ

ス
の
受
け
入
れ
可
能
な
体
制
で
あ
る
こ
と
な

ど
で
あ
る
。

ジ
ョ
イ
セ
フ
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
Ｉ
Ｅ

Ｃ
（
冒
さ
【
曰
呂
。
ご
向
冒
８
一
一
Ｃ
二
つ
目
皀
皀
皀
已
Ｃ
臼
』
目
）

／
Ｂ
Ｃ
Ｃ
（
罵
言
二
。
【
○
冨
愚
の
〔
〉
○
目
自
己
の
目
Ｃ
二
）

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
は
、
ジ
ョ
イ

鍾
愚
蕊
銅
〉
露
蓮
一
鏡
）
・
鐙
璽
愚
鍵
》
蓬
劔
》
窪
〉
（
一
一
》
一
》
巍
鼠
》
、
》
蕊
〈
懸
幾
〉
鐘
）
霊
〉
蓬
〈
》
い
鷺

慰
畷
》
繍
蕊
欝
露
撚
競
伽
脇
墜
〈
銭
一
瞬
謡
一
二

メ
カ
ニ
ズ
ム
構
築
が
必
要

角
井
信
弘

セ
フ
の
各
国
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
に
お

い
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
こ
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
／

Ｂ
Ｃ
Ｃ
は
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
教
育
に
よ

り
人
々
の
行
動
を
変
え
て
い
く
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
の
よ
う
な
行
動
を
受
け

入
れ
た
人
々
か
ら
、
行
動
を
ま
だ
変
え
て
い

な
い
人
々
と
接
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
も
Ｈ
１

ウ
ガ
ン
ダ
は
、
ア
フ
リ
カ
で
も
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
で
成
功
し
た
国
で
あ
る
。
ボ

ツ
ワ
ナ
や
ジ
ン
バ
ブ
エ
な
ど
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感
染
率
が
減
少
し
な
い
中
で
、
ゥ

。
‐
茂
、
窟
向
‐
Ｊ
月
魂
や
も
曰
く
鞍
印
』
■
‐
二
曲
「
１
ｊ
Ａ
型
亜
く
‐
叩
趾
詑
皿
ｖ
ｑ
ｌ
か
■
」
エ
ザ
ヴ
マ
‐
・
剥
田
Ｕ
○
Ｉ
腓
忘
ロ
。
．
Ｊ
、
や
１
叔
帥
一
道
●
’
０
．
『
・
呵
孑
Ⅵ
Ｐ
４
・
一
や
‐
剃
冊
咄
乃
‐
一
理
ご
一
軒
．
ｊ
」
皿
軸
一
一
・
・
０
１
￥
．
Ⅲ
‐
Ｎ
炉
鷲
や
曰
斗
可
笘
令
ｚ
→
、
Ｃ
苧
．
｜
Ｃ
Ｆ
Ｉ
‐
４
０
秒
Ｉ
。
ゲ
ド
・
も
。
叩
く
『
一
一
。
’
。
。
‐
一
Ｊ
■
．
‐
Ｐ
‐
岫

一
〈
吟
》
懇
〈
鍾
露
馨
鍾
嬢
態
慈
綴
〉
蟻
趣
鮮
鱈
）
鯵
瀞
嬢
一
餓
騨
（
一
報
〉
鰯
一
〈
養
い
）
騨
溌
（
｛
》

》意轟嘘一一一腋一一一一一勝一議鰯一一一一一一一一一一一一》一一一一一一》一一一一一Ｊ一一一一一一一一一一一一一一一螺惑・霞量章

側
ジ
ョ
イ
セ
フ
国
際
事
業
部
シ
ニ
ア
／

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
オ
フ
ィ
サ
ー

ジ
ョ
ー
タ
ム
・
ム
シ
ン
グ
ジ
紬
鮒
徴
川
叩
開
侵

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
予
防
行
動
を
す
る
よ
う
に

な
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
感
染
し
て
い
る
人

が
、
社
会
的
、
心
理
的
、
法
的
、
経
済
的
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境

に
身
を
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
い

た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
う
る
の
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ

や
政
府
機
関
で
あ
る
。
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
ス
ム
ー
ズ
に
機
能
す
る
こ
と
で
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
と
治
療
に
相
乗
効
果
を

も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
は
、
そ
の
問
題
性
が

大
き
い
だ
け
に
政
治
的
な
関
与
、
サ
ー
ビ
ス

普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
、
戦
略
的
な
計

画
、
資
源
の
流
動
性
が
重
要
と
な
る
。

ガ
ン
ダ
は
大
き
く
成
果
を
出
し
て
い
る
。
ア

フ
リ
カ
の
平
均
寿
命
は
、
出
生
率
が
も
と
も

と
高
い
こ
と
か
ら
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
感

染
率
が
減
少
す
れ
ば
、
伸
び
る
が
、
現
実
に
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南南協力国際会議開く

世
界
レ
ベ
ル
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は
、
一
九
五
○
年
の

一
億
三
千
万
人
か
ら
、
二
○
○
○
年
に
は
四

億
二
千
万
人
と
三
・
五
倍
増
加
し
て
い
る
。

は
感
染
率
は
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
平
均
寿

命
が
減
少
し
て
い
る
国
も
少
な
く
な
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
蔓
延
に
対
処
す
る

た
め
の
最
も
効
果
的
な
解
決
方
法
は
、
そ
の

予
防
で
あ
る
。
そ
の
方
策
に
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
利
用
し
て
、
多
く
の
人
々
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
の
重
要
性
を
呼
び
か
け
る
、

セッション
写Ｉ仏.．;2￣百十7..-'

-,～＝弓一句Ｌ
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譲
職
護
鴬
繍
騨
賞
抵
醗

ヂェーーＬＩ－小耳
｡_ゼー、ﾙｰ
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－，ローｂ
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Ⅲ｜新たな問題と新し
い
取
り
組
み

仏
Ｈ
・
叩
運
。
。
・
叩
．
叩
．
叩
印
．
叩
甲
叩
描

宵

阿
藤
誠

《
議
長
》
広
中
和
歌
子
参
議
院
議
員

国
連
の
最
新
の
人
口
推
定
に
よ
る
と
、
一
一
○

○
○
年
の
四
億
二
千
万
人
か
ら
二
○
五
○
年

に
は
十
四
億
六
千
万
人
と
増
加
し
、
割
合
も

六
・
九
％
か
ら
一
五
・
六
％
に
増
加
す
る
と

避
妊
具
を
利
用
し
や
す
い
環
境
に
す
る
、
予

防
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
が
あ

る
。
ウ
ガ
ン
ダ
は
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
普
及

率
が
五
○
％
前
後
で
あ
る
。
若
干
、
都
市
の

方
が
農
村
よ
り
も
そ
の
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。
上
に
あ
げ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
接
し
や

す
い
環
境
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
他
の
新
し
い

社
会
問
題
に
な
る

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
長

Ⅱ
ョ
』
■
町
ｒ
‐
：
Ｌ
Ｆ
冒

干
凸
甘
。
。
■
０
－
‐
‐
Ｖ
Ｆ
ｌ
Ｄ
：
□
」
一
午
・
・
特
ゴ
。
、
］
’
‐
△
（

｜
刊
■
ｑ
凸
‐
１
１
。
砂
－
０
－

ョ
二
■
‐
『
●
ョ

－
－
‐
▲
ｈ
ロ
｜
少
耳
Ｉ
写
‐
当
‐
Ｊ
凸

乞』』．一一〆鮪一斗》｛妙ＪＮｊ」‐〈．｝瀞，．』・・・・｜《．ご・・遼・へ．》・‐‐‐」－１｜／
千〉み‐、’８１＃｜話詫‐ロ。．』一ＰＪ依一一‐〆，〆‐ヘー→艸内》〈．］・・昂【‐．‐‐．』｜」

一い｝一・．，逐一」（・一，》｝’一．》’トレー『一一一・・痔・弩し勇一（・・一中‐．〉・雰酵・‐・↑・乢・」
ｈ
徳
↓
Ｃ
帝
．
ｆ
｜
・
・
無
．
竃
．
。
７
℃
。
．
平
疹
、
エ
江
一
｛
・
一
‐
．
‐
剤
一
一
〆
砂
川
・
’
｜
ゾ
二

Ｉ
初
冒

千
－
４

続
い
た
。
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
や
そ
の
他
の
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
は
人
口
転
換
の
中
間
の
段
階

に
あ
る
。
西
ア
ジ
ア
や
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
ア
フ

リ
カ
諸
国
は
ま
だ
始
め
の
段
階
で
あ
る
。

高
齢
化
に
伴
い
、
高
齢
者
の
介
護
問
題
や
経

済
的
な
負
担
は
家
族
に
重
く
圧
し
掛
か
り
、

あ
ろ
う
。
高
齢
化
は
出
生
率
の
減
少
に
よ
り

始
ま
る
。
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
諸
国
は
、
人

口
転
換
が
す
で
に
完
了
し
、
中
国
、
台
湾
が

続
い
た
。
西
ア
ジ
ア
や
サ
ブ
・
サ
ハ
ラ
ア
フ

リ
カ
諸
国
は
か
な
り
遠
い
将
来
に
起
こ
る
で

い
う
。
特
に
途
上
国
の
高
齢
化
は
、
二
十
世

紀
の
最
後
の
二
十
五
年
で
急
速
に
進
ん
だ
。

途
上
国
で
は
、
ア
ジ
ア
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
諸
国

で
高
齢
化
が
ま
ず
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
‘
北
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
が

情
報
に
接
し
や
す
い
の
が
原
因
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
コ
ン
ド
ー
ム
な
ど
の
避
妊
具
の
使

用
に
つ
い
て
の
教
育
が
重
要
と
な
る
。
避
妊

其
の
普
及
を
効
果
的
に
さ
せ
る
に
は
、
初
等

の
教
育
、
特
に
識
字
教
育
な
ど
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
中
等
教
育
よ
り
も
初
等

教
育
の
普
及
は
緊
急
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
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大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
。
平
均
的
に
女
性

の
ほ
う
が
男
性
よ
り
も
長
生
き
す
る
。
平
均

寿
命
が
伸
び
る
に
従
い
、
女
性
の
割
合
が
増

大
す
る
。
そ
の
た
め
高
齢
化
に
と
も
な
う
問

題
は
、
高
齢
者
の
女
性
に
関
す
る
問
題
で
あ

る
と
も
言
え
る
。

Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
で
は
具
体
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
、

の
実
施
の
た
め
の
具
体
的
実
施
案
を
示
し
た
。

環
境
問
題
は
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、
生

物
多
様
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
。

環
境
問
題
だ
け
で
な
く
、
貧
困
削
減
の
解
決

に
は
、
国
連
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
民
間
、
地
方
自
治

体
な
ど
が
協
同
で
参
画
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
人
間
開
発
を
ベ
ー
ス
と
し
た

開
発
を
訴
え
て
い
る
。
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
の

窟
｛
〉
鍾
翰
竃
騨
蓮
鰯
霞
趣
鐙
一
〈
率
）
鍾
鍾
蜜
洩
》
懸
寧
鞠
一
穴
》
一
露
（
一
一
一
一
一
（
｛
一
》
（
州
｝
へ
」
）
埒
（
→
？
》

藩
》
亜
罫
亟
菱
．
菟
縦
峡
穣
脳
醗
鉋
．
二
口
い
く
■
好
｛

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

一’・軒一引吋】密一・一雷↓》．》（ぽい一玉（罰節割

高
齢
化
に
伴
う
問
題
に
対
す
る
解
決
方
法

に
、
高
齢
者
の
雇
用
、
所
得
の
確
保
、
独
立

し
た
生
活
の
確
率
、
健
康
の
維
持
、
社
会
で

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
義
を
与
え
る
、
な
ど
多

様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。

達
成
を
す
る
た
め
に
も
、
ア
フ
リ
カ
や
ア
ジ

ア
な
ど
深
刻
な
貧
困
の
削
減
を
し
て
い
か
な

lJi寅

慕
．;!受
ミ肝UJiIiF

皇屋
ｲﾌﾞif琴
け
ジ1津
ヨⅢ.「;hiTI）

ソiii：

瀞
が笈

⑪
再
一
▽
，
．
〒

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
様
々
な
形
の
南
々
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。
途
上
国
に
よ
る
ト
レ
ー

弓
削
昭
子

‐
，
Ｄ
ｂ

ｄ
Ａ
■
ザ

０
』三
好
皓
一
国
際
協
ヵ
事
業
団
国
際
協
力
研
修
所
国
際
協
ヵ
専
門
員

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
駐
日
代
表

け
れ
ば
な
ら
い
。
貧
困
は
地
域
的
、
国
家
的

な
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
地
域
レ
ベ
ル
で
貧
困
が

は
び
こ
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
解
決
に
は
、

最
も
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ

ベ
ル
で
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
貧
困
削
減
と
持
続
可
能
な
開

発
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
で
あ
る

が
、
持
続
可
能
な
開
発
手
法
を
下
か
ら
上
へ

吸
い
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
現

在
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
は
Ｇ
Ｅ
Ｆ
（
の
」
・
亘

ロ
ゴ
ご
】
【
Ｃ
二
日
の
ロ
巨
甸
口
昌
ご
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
民
間
な

ど
多
く
の
主
体
の
活
動
支
援
を
し
て
お
り
、

貧
困
削
減
と
持
続
可
能
な
開
発
に
お
い
て
、

数
多
く
の
成
果
を
出
し
て
い
る
。

」
《
｛
冒

早
咄
Ｉ

Ｉ
Ｐ
Ⅱ
」

大
き
な
貢
献
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南南協力国際会議開く

ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
日
本
と
途
上
国
の
間

で
の
専
門
家
間
の
技
術
移
転
協
力
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
職
業
訓
練
な
ど

多
岐
に
わ
た
る
。
こ
こ
で
は
自
分
が
関
わ
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
た
い
。

私
は
マ
ヒ
ド
ン
大
学
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
保
健

開
発
研
究
所
の
設
立
に
関
わ
っ
た
。
そ
の
機

関
は
、
今
マ
ヒ
ド
ン
大
学
の
一
部
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
こ
の
成
功
は
、
先
端
技
術
を

利
用
し
た
典
型
的
な
南
々
協
力
の
例
と
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

保
健
開
発
研
究
所
に
お
い
て
は
、
情
報
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
い
わ
ゆ
る
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
国
旨
自
呂
○
口
目
」
ｇ
ヨ
ョ
員
旦
冒
〕
目
唐
亘
・
一
○
四
）

が
大
き
な
貢
献
を
し
た
。
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
技
術
は
、
時
間
・
距
離
・
場
所
を
無

視
で
き
る
。
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
す
る
こ
と

で
遠
距
離
学
習
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
も
開
発
分
野
で
重
要
な
役
割
を
果

た
す
と
考
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
、
今
後
は
ど
の
よ
う

に
南
々
協
力
に
応
用
す
る
か
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
連
携
、
経
験
・
情
報
・
常
識
の
共
有
化
、

新
し
い
知
識
・
経
験
の
統
合
、
南
々
協
力
の

オ
イ
ス
カ
で
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
各
地
で

農
業
研
修
、
植
林
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
私

は
人
材
育
成
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
の
側

面
か
ら
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
東
海
岸
沿
い

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
の
事
例
を
紹
介
し
た

い
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
サ
イ
ク
ロ
ン
と
洪

水
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植

林
に
よ
り
防
風
林
を
作
り
、
サ
イ
ク
ロ
ン
を

防
ご
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
成
功
例
と
考
え
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に
導
く
三
つ
の
要

素
が
あ
る
と
感
じ
た
。
①
研
修
を
受
け
た
率

先
す
る
リ
ー
ダ
ー
が
存
在
す
る
、
②
村
の
人

が
植
林
の
意
義
を
理
解
し
て
い
る
、
③
外
か

ら
活
動
を
支
援
す
る
存
在
が
あ
る
。
こ
の
三

つ
の
要
素
の
相
乗
効
果
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
、
な
ど
の
側
面
を
生
か
し
て
、
南
々
協
力
に
生
か
せ
る
と
考
え
る
。

Ｔバゾ・ゲラ『ラゴェで「儀工■品■。。■■へ■・壬Ｌ■一一口■■ルー
〆
◆
品
）
し
」
〆
，
‐
；
閂

「
気
持
ち
の
つ
な
が
り
Ｌ
が
成
功
を
導
く

木
附
文
化

ク
ト
の
成
功
を
導
い
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

オ
イ
ス
カ
の
多
く
の
国
で
の
成
果
は
、
こ
れ

ら
に
表
れ
る
相
乗
効
果
、
つ
ま
り
人
々
の
「
気

持
ち
の
つ
な
が
り
」
か
ら
く
る
と
思
っ
て
い

る
。

㈱
オ
イ
ス
カ
事
務
局
長
次
長

Ｚﾏゾー
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／突然の退任
二
○
○
二
年
六
月
二
十
一
一
日
、
’
’
十
一
年
間
に
わ
た
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア

を
率
い
て
き
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
突
然
の
退
任
を
発
表
し
た
こ
と
は
、

内
外
に
衝
撃
を
与
え
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
自
ら
が
総
裁
を
務
め
る
最
大

与
党
・
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織
（
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
）
の
年
次
総
会
で
総
括
演

説
を
終
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
切
り
出
し
た
。

「
こ
の
機
会
に
発
表
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
私
は
こ
こ
に
退
任
を

発
表
し
た
い
。
党
総
裁
と
す
べ
て
の
党
役
職
、
国
民
戦
線
（
与
党
連
合
）

総
裁
と
す
べ
て
の
役
職
…
…
」

後
に
、
首
相
と
政
府
の
す
べ
て
の
役
職
か
ら
も
退
く
と
発
表
す
る
は
ず

だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
感
極
ま
っ
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
言

葉
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
家
族
も
含
め
て
、
こ
の
重
大
な
発

表
を
事
前
に
知
ら
さ
れ
て
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
突
然
の
発
表
に
あ
わ
て
た
側
近
た
ち
は
壇
上
の
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
に
駆
け
寄
り
、
退
任
を
撤
回
す
る
よ
う
説
得
し
た
。
会
場
は
大
混
乱
に

陥
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
婦
人
と
側
近
に
付
き
添
わ
れ
て
別
室
に
退
場
し
た
。

約
一
時
間
後
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
副
総
裁
を
務
め
る
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
副
首
相
が

会
場
に
戻
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
説
得
に
応
じ
て
翻
意
し
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
る
と
、
拍
手
と
歓
声
が
起
こ
っ
た
。
し
か
し
、
退
任
問
題
は
こ
れ
で

終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
翌
一
一
十
三
日
に
公
邸

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
党
幹
部
と
話
し
合
っ
た
後
、
二
十
四
日
朝
に
は
十

日
間
の
休
暇
を
と
る
た
め
イ
タ
リ
ア
へ
出
発
し
た
。

六
月
二
十
五
日
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
党
幹
部
で
構
成
さ
れ
る
最
高
評
議
会
は
、

3０
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に建設された首相府

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
退
任
問
題
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
発
表
を
行
っ
た
。

⑪
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
党
員
や
国
民
か
ら
の

支
持
に
感
謝
し
て
い
る
が
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
、
国

民
戦
線
お
よ
び
政
府
の
す
べ
て
の
役
職
か
ら

退
任
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。
②
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
は
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
を
後
継
者
に
指

名
し
た
。
③
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
一
一
○
○
三
年

十
月
の
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
会
議
（
Ｏ
Ｉ
Ｃ
）

後
に
退
任
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
山
Ｏ
Ｉ
Ｃ

ま
で
の
間
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
、

国
民
戦
線
お
よ
び
政
府
の
す
べ
て
の
役
職
に

と
ど
ま
る
。
⑤
Ｏ
Ｉ
Ｃ
ま
で
の
間
に
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
は
二
ヶ
月
間
の
休
暇
を
と
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
の
休
暇
中
は
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
が
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

総
裁
代
行
お
よ
び
首
相
代
行
を
務
め
る
。
⑥

●熊谷聡(くまがい･さとる）
1971年島根県生まれ

〈現職>日本貿易振興会アジア経済研究所

地域研究第１部研究員

〈学歴>慶應義塾大学政策・メディア研究

科修士課程修了

く職歴>日本貿易振興会アジア経済研究所

経済開発分析プロジェクトチーム

研究員

〈主な著轡〉

『マレーシアに学ぶ沖縄の情報産業

振興策』「THE沖縄戦略産業｣日本

貿易振興会アジア経済産業所､1999

年

『マハテイールに全てを託すマレー

シア』「世界週報｣時事通信社､1998

年

「マレーシア：テロとの戦いと｜Ｔ

不況に苦慮｣『アジア動向年報２００２

年版』2002年日本貿易振興会アジア

経済研究所、他

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
退
任
時
期
に
つ
い
て
、
権

力
と
責
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
継
承
し
、
Ｏ
Ｉ
Ｃ

な
ど
の
議
長
国
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
こ

と
を
考
慮
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
は
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
、
国
民
戦
線
お
よ
び

政
府
の
役
職
を
退
任
し
た
後
も
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

の
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
イ
デ
ア
を
捧
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
。
⑧
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は

Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
党
員
が
党
の
強
化
の
た
め
に
共
に

働
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
最
高
評
議
会
は
こ
う
し
た
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
の
意
思
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
表

明
し
、
党
員
に
も
マ
ハ
テ
ィ
１
ル
の
退
任
の

意
思
を
尊
重
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
突
然
の

退
任
発
表
で
始
ま
っ
た
一
連
の
問
題
は
、
十

六
ヶ
月
の
準
備
期
間
を
経
て
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

が
退
任
し
、

ア
ブ
ド
ウ

ラ
ー
が
後
継

者
と
な
る
こ

と
で
ひ
と
ま

ず
決
着
し
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
突
然
退
任
を
表
明
し
た

理
由
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
憶
測
が
飛
び
交
っ

て
い
る
。
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
や
国
民
戦
線
の
内
紛
に

畔
易
し
て
い
た
と
か
、
六
月
中
旬
に
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
と
お
な
じ
心
臓
病
で
入
院
し
て
い

た
最
大
野
党
の
全
マ
レ
ー
シ
ア
・
イ
ス
ラ
ー

ム
党
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
）
党
首
（
後
に
死
去
）
を
見

舞
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
か
、
常
々

よ
り
多
く
の
時
間
を
家
族
と
過
ご
し
た
が
っ

て
い
た
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、

ど
れ
も
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
突
然
退
任
を
決
意

す
る
ほ
ど
の
重
大
さ
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
盤
石
の
権
力
基
盤
を
考
え
れ
ば
、

本
人
の
意
思
以
外
で
辞
任
に
追
い
込
ま
れ
た

可
能
性
も
な
い
。

真
相
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
最
も
自
然

な
の
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
か
な
り
前
か
ら

退
任
を
考
え
て
お
り
、
発
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
慎
重
に
選
ん
で
い
た
と
い
う
解
釈
で
あ
ろ

う
。
本
人
が
退
任
発
表
時
に
感
傷
的
に
な
っ

て
取
り
乱
し
た
と
い
う
事
実
は
、
退
任
自
体

を
突
然
決
め
た
か
ど
う
か
と
は
関
係
が
な
い
。

￣退
任
の
背
呈

３
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マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
自
身
も
、
七
月
三
日
に
休
暇

か
ら
帰
国
し
た
際
に
記
者
会
見
を
開
き
、
退

任
の
動
機
に
つ
い
て
「
二
十
一
年
と
い
う
の

は
首
相
と
し
て
は
長
す
ぎ
る
」
と
答
え
、
一

九
九
八
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
英

連
邦
競
技
大
会
を
花
道
に
退
任
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
何
故
、
こ

の
時
期
を
選
ん
で
退
任
を
発
表
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
時
期
以
前
に
退
任
を
発
表
で
き

な
か
っ
た
理
由
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

’
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
以
降
、
マ
レ
ー
シ

ア
で
は
政
治
的
・
経
済
的
混
乱
が
続
き
、
円

滑
に
政
権
を
移
譲
で
き
る
状
況
に
は
な
か
っ

た
た
め
で
あ
る
。

’
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
は
、
そ

れ
ま
で
有
能
な
指
導
者
と
し
て
名
声
を
得
て

い
た
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
対
す
る
国
内
的
・
国

際
的
な
評
価
を
一
変
さ
せ
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
は
通
貨
下
落
の
責
任
は
投
機
的
売
買
を
繰

り
返
す
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
に
あ
る
と
し
て
執

通
貨
危
機
後
の
苦
闘

勘
に
批
判
し
た
た
め
国
際
金
融
界
か
ら
の
反

発
を
買
い
、
逆
に
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
と
協
調
的
な
路
線
を
と
っ
て
い
た
ア
ン

ワ
ー
ル
副
首
相
（
当
時
）
へ
の
内
外
の
評
価

は
高
ま
る
一
方
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ワ
ー
ル
と
の
経
済
政
策
を
め
ぐ
る
対

立
は
や
が
て
政
治
的
対
立
に
発
展
し
、
一
九

九
八
年
九
月
に
ア
ン
ワ
ー
ル
が
更
迭
・
逮
捕

さ
れ
た
こ
と
で
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
に
対
す
る

国
内
外
の
政
治
的
な
反
発
は
頂
点
に
達
し
た
。

経
済
政
策
に
お
い
て
も
、
固
定
為
替
制
度
と

短
期
資
本
規
制
を
導
入
し
た
た
め
、
市
場
を

無
視
し
た
強
引
な
措
置
と
し
て
国
際
金
融
界

か
ら
強
い
反
発
を
招
い
た
。

そ
の
後
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
順
調
に
景
気
回

復
へ
向
か
っ
た
こ
と
で
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の

経
済
政
策
は
国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
、
ア
ン
ワ
ー
ル

問
題
に
端
を
発
し
た
政
治
的
な
苦
境
は
続
き
、

一
九
九
九
年
十
一
月
の
総
選
挙
で
は
国
民
の

約
六
割
を
占
め
る
マ
レ
ー
人
の
票
が
野
党
Ｐ

Ａ
Ｓ
へ
大
き
く
流
れ
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
は
議
席
を

大
幅
に
減
ら
し
た
。
与
党
連
合
・
国
民
戦
線

全
体
と
し
て
は
国
民
の
約
三
割
を
占
め
る
華

人
の
票
を
固
め
る
こ
と
で
安
定
多
数
を
確
保

〆

し
た
も
の
の
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
と
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ

は
、
支
持
基
盤
で
あ
る
マ
レ
ー
人
の
支
持
を

失
う
と
い
う
危
機
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
政
治
的
な
苦
境
を
脱
す

る
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
一
○
○
一
年
九
月

十
一
日
の
対
米
テ
ロ
事
件
で
あ
っ
た
。
九
・

二
事
件
は
、
急
進
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
政
党

で
あ
る
Ｐ
Ａ
Ｓ
の
「
危
険
性
」
を
繰
り
返
し

訴
え
て
き
た
国
民
戦
線
に
正
当
性
を
与
え
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
を
機
に
、
Ｐ
Ａ

Ｓ
を
中
核
と
す
る
野
党
連
合
か
ら
華
人
政
党

で
あ
る
民
主
行
動
党
が
離
脱
し
、
国
民
戦
線

に
代
わ
る
多
民
族
の
連
立
政
権
が
Ｐ
Ａ
Ｓ
主

導
で
成
立
す
る
可
能
性
は
消
滅
し
た
。

九
・
二
事
件
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
国

際
的
な
評
価
に
も
大
き
く
影
響
し
た
。
穏
健

で
近
代
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
を
標
袴
す
る
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
政
権
の
政
治
的
な
重
要
性
が
徐
々

に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ン
ワ
ー
ル

事
件
以
来
の
欧
米
諸
国
か
ら
の
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
批
判
は
や
が
て
影
を
潜
め
た
。
特
に
、
ク

転
機
と
な
っ
た
九
・
二
事
件
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リ
ン
ト
ン
政
権
下
で
悪
化
し
た
米
国
と
の
関

係
は
大
き
く
改
善
し
、
二
○
○
二
年
五
月
に

は
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
と
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
会

談
も
実
現
し
た
。
六
月
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
世

界
の
有
力
な
指
導
者
と
し
て
バ
チ
カ
ン
に
招

待
さ
れ
、
ロ
ー
マ
法
王
と
会
談
す
る
な
ど
、

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
国
際
的
な
名
声
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
二
○
○
一
年
六
月
に
は
側
近
中

の
側
近
だ
っ
た
ダ
イ
ム
蔵
相
を
退
任
さ
せ
て

自
ら
蔵
相
を
兼
任
し
、
ダ
イ
ム
に
近
い
と
さ

れ
て
い
た
有
力
企
業
の
改
革
を
断
行
す
る
な

ど
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
通
貨
危
機
以
来
批
判

さ
れ
て
き
た
政
府
・
与
党
と
有
力
企
業
と
の

不
透
明
な
関
係
に
も
メ
ス
を
入
れ
は
じ
め
た
。

二
○
○
二
年
に
入
っ
て
、
マ
ハ
テ
イ
ー
ル
政

権
は
安
定
度
を
増
し
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
辞

任
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能
性
は
、
一
一
十
一
年

の
長
期
政
権
の
中
で
も
最
も
低
く
な
っ
て
い

た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
政
治
的
な
目
標
を
、
永

遠
に
首
相
で
あ
り
続
け
る
こ
と
と
考
え
れ
ば
、

盤
石
の
権
力
基
盤
を
確
立
し
た
途
端
の
退
任

発
表
は
奇
異
に
映
る
。
し
か
し
、
名
誉
あ
る

か
た
ち
で
退
任
す
る
こ
と
こ
そ
が
目
標
で
あ

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
、
今
回
の
党
大
会
を
退

任
発
表
の
場
に
選
ん
だ
真
の
動
機
に
つ
い
て

は
知
る
よ
し
も
な
い
。
し
か
し
、
今
回
の
突

然
の
退
任
発
表
は
結
果
的
に
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

が
持
つ
強
い
求
心
力
を
党
員
と
国
民
に
再
認

識
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル

は
党
幹
部
に
後
継
問
題
で
党
内
抗
争
を
起
こ

さ
な
い
こ
と
を
誓
わ
せ
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
を

正
統
な
後
継
者
と
し
て
認
め
さ
せ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。
さ
ら
に
十
六
ヶ
月
間
と
い
う
長

い
準
備
期
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
当
初
、
党
大
会
で
の
発

表
と
同
時
に
退
任
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
二
十
一
年
間
も
マ
レ
ー

シ
ア
を
率
い
て
き
た
有
能
な
リ
ー
ダ
ー
が
、

突
然
職
務
を
投
げ
出
す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

一
計
算
さ
れ
た
「

る
な
ら
ば
、
今
回
の
発
表
は
首
肯
で
き
る
。

逆
説
的
で
は
あ
る
が
、
権
力
基
盤
が
か
っ
て

な
い
ほ
ど
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く

名
誉
あ
る
退
任
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。

突
然
」
の
退
任
？

一
九
八
一
年
の
就
任
当
時
、
原
油
や
木
材
、

ゴ
ム
や
ス
ズ
な
ど
の
一
次
産
品
の
輸
出
に
依

存
し
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
を
、
世
界
で

も
有
数
の
電
子
・
電
機
産
業
の
集
積
地
に
育

て
、
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
に
導
い
た
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
の
功
績
は
大
き
い
。
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
の
退
任
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
経
済
政
策
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
危
倶
す
る
声
も
あ
る
。

し
か
し
、
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
、
マ
ハ
テ
イ
ー

ル
の
退
任
後
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
策
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
は

ア
ン
ワ
ー
ル
前
副
首
相
の
解
任
に
伴
っ
て
副

首
相
に
抜
擢
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
は
長
く
外

相
を
務
め
て
お
り
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
後
継

￣

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
が
、
一
旦
慰
留
を
受
け
入
れ

た
上
で
十
六
ヶ
月
間
の
政
権
移
譲
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
設
定
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
熟
慮
の
上

で
『
突
然
」
の
退
任
発
表
を
行
っ
た
と
考
え

る
の
は
、
あ
な
が
ち
う
が
っ
た
見
方
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

継
承
さ
れ
る
経
済
政
策
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マ
レ
ー
シ
ア
の
エ
業
化
を
象
徴
す
る
国
民
車
プ
ロ
ト
ン
・
ウ
ィ
ラ

者
候
補
と
は
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ア
ブ

ド
ゥ
ラ
ー
は
「
ミ
ス
タ
ー
・
ク
リ
ー
ン
」
と

呼
ば
れ
る
政
治
的
な
潔
癖
さ
と
温
厚
な
人
柄

で
知
ら
れ
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
も
造
詣

が
深
い
。
一
方
で
、

が
深
い
。
一
方
で
、

そ
の
政
治
力
は
未

知
数
で
、
Ｕ
Ｍ
Ｎ

Ｏ
お
よ
び
国
民
戦

線
を
束
ね
る
に
は

現
時
点
で
は
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
か
ら
の

支
持
が
不
可
欠
で

あ
る
。ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー

政
権
は
、
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
政
権
を

否
定
す
る
た
め
に

成
立
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
正
統

性
は
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
路
線
を
継
承
す

る
こ
と
で
担
保
さ

れ
て
い
る
。
そ
う

で
あ
る
な
ら
ば
、

マ
ハ
テ
イ
ー
ル
の

政
策
を
根
本
的
に

覆
す
よ
う
な
政
策

が
採
用
さ
れ
る
可
能
性
は
当
然
低
く
な
る
。

ま
た
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
は
財
務
相
や
通
産

相
な
ど
経
済
閣
僚
の
経
験
が
な
く
、
経
済
政

策
に
関
し
て
具
体
的
な
構
想
を
持
っ
て
い
る

可
能
性
は
低
い
。
し
た
が
っ
て
、
就
任
後
た

だ
ち
に
「
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
色
」
を
打
ち
出
し

た
経
済
政
策
を
実
施
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

さ
ら
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
知
ら
れ
る

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
も
、
政
策
の
策
定
を
す
べ
て

自
身
で
行
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
マ
レ
ー

シ
ア
の
経
済
政
策
は
、
優
秀
な
官
僚
や
ブ
レ
ー

ン
を
含
め
、
慎
重
に
検
討
さ
れ
た
上
で
策
定

さ
れ
て
い
る
。
政
策
決
定
の
シ
ス
テ
ム
は
当

然
継
承
さ
れ
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
政
権
の
ブ
レ
ー

ン
が
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ー
政
権
に
引
き
継
が
れ
る

こ
と
は
当
然
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
点
で

も
政
策
の
劇
的
な
変
化
は
考
え
に
く
い
だ
ろ

戸
フ
。／マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
自
ら
退
任
を
発
表
し
た

も
の
の
、
自
身
の
仕
事
を
す
べ
て
や
り
尽
く

し
た
と
い
う
感
覚
は
な
い
だ
ろ
う
。
退
任
発

残
さ
れ
た
己
車
大
の
課
題
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マハテイールの退任で転換期を迎えるマレーシア

表
後
も
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
の
言
説
は
鋭
く
な

る
一
方
で
あ
る
。

二
○
○
一
｜
年
七
月
二
十
九
日
、
約
一
一
一
十
年

前
に
出
版
さ
れ
、
発
禁
と
な
っ
た
自
著
「
マ

レ
ー
・
ジ
レ
ン
マ
」
に
な
ぞ
ら
え
て
，
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
は
「
新
し
い
マ
レ
ー
・
ジ
レ
ン
マ
」

と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
非
常
に

デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
「
マ
レ
ー
人
の

特
権
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
豊
か
な
華
人
と
貧
し

い
マ
レ
ー
人
の
間
の
経
済
格
差
に
政
治
的
対

立
が
加
わ
り
、
’
九
六
九
年
に
多
数
の
死
傷

者
を
出
し
た
暴
動
が
発
生
し
て
い
る
。
以
降
、

政
府
は
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
（
マ
レ
ー
人
等
に

対
す
る
優
遇
政
策
）
を
進
め
、
マ
レ
ー
人
の

経
済
的
な
地
位
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。
こ

れ
は
所
得
格
差
の
是
正
に
は
大
き
な
成
果
を

収
め
た
も
の
の
、
マ
レ
ー
人
を
政
府
に
よ
る

援
助
に
依
存
さ
せ
、
自
助
努
力
を
怠
ら
せ
る

と
い
う
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
上
記
の
演
説
の
中
で
、

マ
レ
ー
人
に
対
す
る
政
府
の
援
助
を
「
松
葉

杖
」
に
な
ぞ
ら
え
た
。
松
葉
杖
は
使
う
者
を

必
ず
弱
ら
せ
る
た
め
、
自
立
し
よ
う
と
思
え

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
、
退
任
後
に
上
級
相
に

就
任
し
た
リ
ー
・
ク
ア
ン
・
１
１
前
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
首
相
の
よ
う
な
「
院
政
」
を
敷
く
こ

と
を
否
定
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
も
、

〆

ば
、
で
き
る
だ
け
早
く
そ
れ
を
捨
て
去
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
人
は
「
松

葉
杖
」
を
自
ら
の
特
別
な
地
位
の
象
徴
と
し

て
誇
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
マ
ハ

テ
ィ
ー
ル
は
マ
レ
ー
人
に
欠
け
て
い
る
の
は

勤
勉
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
ブ
ミ
プ
ト

ラ
政
策
の
目
標
は
と
っ
く
の
昔
に
達
成
さ
れ

て
い
る
は
ず
だ
と
述
べ
た
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
ブ

ミ
プ
ト
ラ
政
策
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
ゆ
く

の
か
は
、
今
後
の
マ
レ
ー
シ
ア
経
済
を
左
右

す
る
重
要
か
つ
難
し
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

退
任
前
後
の
演
説
に
お
け
る
一
段
と
厳
し
い

マ
レ
ー
人
へ
の
自
己
批
判
か
ら
は
、
マ
ハ
テ
イ
ー

ル
が
何
の
方
向
付
け
も
し
な
い
ま
ま
、
こ
の

問
題
を
次
期
政
権
に
引
き
継
ぐ
と
は
思
え
な

い
。

残
る
影
響

「
引
退
す
る
と
言
え
ば
、
完
全
な
引
退
を
意

味
す
る
」
と
答
え
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方

で
は
、
引
退
後
も
特
に
Ｕ
Ｍ
Ｎ
Ｏ
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
た
い
と
の
意
向
を
表
明
し
て
い

る
。
ま
た
、
次
回
総
選
挙
へ
の
出
馬
は
不
透

明
な
が
ら
も
、
首
相
退
任
後
も
国
会
議
員
の

職
に
は
と
ど
ま
る
と
発
言
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
発
言
か
ら
は
、
も
し
、
党
や

政
府
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
協
力
す

る
こ
と
に
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
、
と
い
う
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
の
意
向
が
読
み
と
れ
る
。
も
し
、

ポ
ス
ト
が
用
意
さ
れ
、
要
請
が
あ
れ
ば
、
マ

ハ
テ
ィ
ー
ル
が
そ
こ
に
就
任
す
る
可
能
性
は

残
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
は
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、
二

○
○
三
年
末
頃
ま
で
に
は
首
相
の
座
か
ら
退

く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
し
ば
ら
く
は
次

期
政
権
に
対
す
る
影
響
力
を
保
持
す
る
と
み

ら
れ
、
本
当
の
「
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
後
」
が
訪

れ
る
の
は
も
う
少
し
先
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
政
権
移
譲
は
、
マ
ハ
テ
ィ
ー

ル
自
身
は
否
定
し
て
い
る
も
の
の
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
近
い
か
た
ち
に
な
る
可
能
性
が
高

い
と
言
え
る
。
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〃〃年世界人ロデ､-
11人口・貧困・平和〃
シンポジウム開く

七
月
十
一
日
「
世
界
人
口
デ
ー
」

ン
ボ
ジ
ウ
ム
が
人
口
問
題
協
議
会
、

セ
フ
、
日
本
家
族
計
画
協
会
主
催
、

特
別
シ

ジ
ョ
イ

Ａ
Ｐ
Ｄ

Ａ
の
協
力
で
東
京
・
日
比
谷
の
日
本
プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

本
年
は
、
「
人
口
・
貧
困
・
平
和
」
を
メ
イ

カンボジアのエイズ対策の

報告をする有森裕子・国連

人口基金親善大使（右）

ン
テ
ー
マ
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
現
場
か
ら
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。
現

場
か
ら
の
報
告
に
先
立

ち
、
有
森
裕
子
・
国
連

人
口
基
金
親
善
大
使
が

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
エ
イ

ズ
対
策
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
有
森
さ
ん
は
、

七
年
前
よ
り
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
し
、
現
地
の
エ

イ
ズ
感
染
者
と
話
し
合

い
を
し
た
経
験
が
あ
り

ア
ジ
ア
で
最
も
エ
イ
ズ

感
染
率
が
高
い
同
国
の
将
来
を
憂
慮
し
、
と

り
わ
け
、
都
市
部
の
エ
イ
ズ
患
者
が
夫
婦
間

感
染
か
ら
母
子
感
染
の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
現
状
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
売
春
婦

に
接
す
る
際
の
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用
は
勿
論

大
切
だ
が
、
一
般
の
人
々
が
コ
ン
ド
ー
ム
を

使
用
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
訴
え

た
。引
き
続
き
、
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
等
の
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
に

贈
ら
れ
る
「
加
藤
シ
ヅ
エ
賞
」
の
授
与
式
が

行
わ
れ
、
「
ウ
イ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
」
と

「
Ａ
Ｗ
Ｓ
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
」
が
同
賞
を
受
賞

し
た
。「
世
界
人
口
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
山
内
昌
之
・
東
大
教
授
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
地
雷
の
除
去
や
食
料
の
確
保
が

アフガン復興

は日本の戦後

の経験を活か

せ
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緊
急
課
題
で
、
人
間
の
安
全
保
障
が
保
た
れ

な
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
の
国
づ
く
り
に
は

日
本
の
戦
後
復
興
の
経
験
を
モ
デ
ル
に
す
る

さ
ら
に
、
ア
フ
ガ
ン
を
は
じ
め
途
上
国
で
は
、

Ｇ
Ｎ
Ｐ
が
世
界
の
わ
ず
か
一
八
％
、
一
方
、

途
上
国
の
疾
病
が
九
三
％
、
人
口
は
世
界
人

アフガニスタンの報告をす

るパネリスト

左から山内昌之・東大教授、

喜多悦子・赤十字九州国際

看護大学教授、高橋秀行・

ジョイセフ部長

こ
と
が
ア
フ
ガ
ン
復
興

に
有
効
で
あ
る
と
報
告
。

喜
多
悦
子
・
赤
十
字

九
州
国
際
看
護
大
学
教

授
は
、
紛
争
に
よ
り
合

計
特
殊
出
生
率
（
Ｔ
Ｆ

Ｒ
）
が
極
め
て
高
く
平

均
寿
命
も
低
下
し
、
子

ど
も
の
五
○
％
が
栄
養

不
足
で
教
育
の
機
会
も

低
下
す
る
な
ど
国
全
体

が
抱
え
る
問
題
に
つ
い

て
報
告
。
今
後
の
国
づ

く
り
に
は
、
男
性
主
導

が
有
効
で
あ
る
と
指
摘
。

口
の
八
四
％
を
占
め
て
い
る
不
均
衡
を
指
摘
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
が
こ
れ
ら
の
困
難

を
克
服
す
る
に
は
米
国
で
は
な
く
日
本
の
協

力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
現
場
の
声
で
あ

る
と
報
告
し
た
。

高
橋
秀
行
・
ジ
ョ
イ
セ
フ
部
長
は
、
こ
れ

ま
で
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

得
た
情
報
か
ら
同
国
の
妊
産
婦
死
亡
率
が
極

め
て
高
く
、
そ
の
原
因
が
タ
リ
バ
ン
時
代
に

家
族
計
画
が
禁
止
さ
れ
望
ま
な
い
妊
娠
に
よ

り
流
産
、
破
水
に
よ
る
も
の
と
報
告
。
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
立
場
か
ら
草
の
根
援
助
に
よ
り
改
善
を

す
す
め
た
い
と
述
べ
た
。

閉
会
式
挨
拶
で
黒
田
俊
夫
・
ジ
ョ
イ
セ
フ

理
事
長
は
、
「
人
口
・
貧
困
・
平
和
」
は
こ
れ

か
ら
の
人
類
の
課
題
で
あ
り
今
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
契
機
に
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
世
界
の

人
口
問
題
に
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
て
問
題

解
決
に
あ
た
り
た
い
と
結
ん
だ
。

蕊
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人権･家庭内暴力めぐり活発な論議

！ 女性議員会議

ﾏﾚｰｼｱで開く

九
月
七
日
山
、
八
日
⑧
の
両
日

マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
で
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
マ
レ
ー
シ
ア

が
「
女
性
議
員
会
議
ｌ
女
性
へ
の

投
資
、
変
革
へ
の
投
資
」
を
開
催

し
た
。
会
議
に
は
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ネ
パ
ー
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
女

性
国
会
議
員
を
始
め
、
国
際
機
関
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
代
表
者
等
を
含
め
約
六

十
名
が
参
加
し
、
人
口
と
開
発
分

野
に
お
い
て
ア
ジ
ア
の
女
性
議
員

が
ど
の
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
す
べ
き
か
に
つ
い
て
検
討

し
た
。
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女性議員会議マレーシアで開く

ワ
シ
ム
・
ザ
マ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
南
西
ア
ジ

ア
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム
（
Ｃ

Ｓ
Ｔ
）
代
表
が
ト
ラ
ヤ
・
オ
ベ
イ
ド
Ｕ
Ｎ
Ｆ

Ｐ
Ａ
事
務
局
長
の
挨
拶
を
代
読
、
平
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
男
性
と
女
性
が
互
い
を
尊
重

し
合
え
る
社
会
を
創
る
た
め
に
、
女
性
へ
の

投
資
が
不
可
欠
で
あ
る
。
各
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
が

減
少
し
て
い
る
今
、
啓
発
活
動
（
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
）
、
法
的
環
境
の
整
備
な
ど
国
会
議
員
の

役
割
は
重
要
性
を
増
し
て
い
る
と
述
べ
た
。

谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
に
代
わ
り
挨
拶

を
し
た
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局

長
は
、
国
会
議
員
が
人
口
と
開
発
分
野
の
問

題
の
重
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
各
国
が

同
分
野
へ
の
支
援
を
拡
大
す
る
よ
う
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
と
強

調
し
た
。
ま
た
、
ザ
イ
ナ
ル
・
ア
ビ
デ
イ
ン
・

ジ
ン
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
マ
レ
ー
シ
ア
議
長
は
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
、
不
法
労
働
者
の
問
題
な

開
会
式

ワ
シ
ム
・
ザ
マ
ン
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｃ
Ｓ
Ｔ

代
表
は
、
東
南
・
南
ア
ジ
ア
の
人
口
と
開
発

分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の

課
題
を
説
明
。
義
務
教
育
、
男
女
間
の
平
等

を
奨
励
す
る
様
々
な
法
律
の
制
定
、
女
性
を

対
象
と
し
た
個
人
向
け
融
資
（
マ
イ
ク
ロ
・

ク
レ
ジ
ッ
ト
）
の
成
功
な
ど
多
く
の
進
展
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
東
南
・
南
ア
ジ
ア
の
国
々

で
は
未
だ
女
性
の
人
権
を
擁
護
す
る
制
度
は

確
立
し
て
お
ら
ず
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を

取
り
い
れ
た
調
査
・
統
計
の
必
要
性
、
家
庭

内
の
暴
力
へ
の
対
策
、
公
衆
衛
生
の
向
上
・

貧
困
削
減
な
ど
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る

と
指
摘
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
女
性
に
関

す
る
問
題
に
男
性
も
関
心
を
持
ち
積
極
的
に

関
与
し
て
い
く
こ
と
が
問
題
解
決
の
円
滑
化

に
つ
な
が
る
、
そ
の
た
め
に
は
女
性
議
員
が

ど
、
同
国
が
直
面
し
て
い
る
人
口
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
へ

の
配
慮
が
欠
か
せ
な
い
と
述
べ
た
。

昨
年
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
で
開
催
し
た
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
廃
絶
に
関
す
る
会
議
（
Ｖ

Ａ
Ｗ
）
」
で
も
リ
ソ
ー
ス
・
パ
ー
ソ
ン
を
務
め

た
ト
リ
ニ
ダ
ッ
ト
・
オ
ス
テ
リ
ア
・
バ
ン
コ

ク
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
／
Ｃ
Ｔ
Ｓ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

日
本
や
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
で
は
家
庭
内
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
へ
の
認
識
が
深
ま
り
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
法
的
整
備
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

制
度
の
確
立
な
ど
具
体
的
な
対
応
策
が
取
ら

れ
て
い
る
と
説
明
。
南
・
東
南
ア
ジ
ア
で
は

宗
教
・
文
化
的
要
因
か
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
と

の
参
加
者
の
指
摘
に
、
普
遍
的
対
応
策
の
提

示
は
困
難
だ
が
、
各
国
が
家
庭
内
で
の
暴
力

を
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
各
国
の
状

況
に
適
し
た
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
す
べ
き

で
あ
る
と
回
答
し
た
。

多
く
の
女
性
市
民
の
意
見
を
代
弁
し
、
男
女

間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
し
て
い
く

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

７
』
】
二
二
『
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ラ
ー
マ
・
カ
シ
ム
氏
（
マ
レ
ー
シ
ア
農
村

開
発
省
）
が
、
一
九
七
一
年
以
降
マ
レ
ー
シ

ア
政
府
が
民
族
間
・
都
市
と
農
村
の
経
済
格

差
を
軽
減
す
る
た
め
に
実
施
し
て
き
た
貧
困

対
策
に
つ
い
て
解
説
、
統
計
制
度
の
確
立
・

強
化
に
よ
り
貧
困
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し

て
具
体
的
な
課
題
を
明
確
化
し
た
上
で
、
教

育
制
度
や
公
共
事
業
を
通
じ
た
対
応
策
を
計

画
・
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
各
国
の
代
表
議
員
は
、
統
計

は
民
族
問
・
都
市
農
村
の
格
差
だ
け
で
な
く

男
女
間
の
格
差
も
正
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

貧
困
に
苦
し
む
南
・
東
南
ア
ジ
ア
は
経
済
発

展
に
成
功
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
多
く
の
も

の
が
学
べ
る
と
述
べ
た
。

体
調
不
良
の
た
め
本
会
議
を
欠
席
し
た
ラ
ー

」
ｌ
他
Ⅳ
し
旧
Ｐ
Ⅲ
ｌ
汁

－
ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
の

実
施
の
た
め
の
協
力
体
制

扁
尹
△
山
副
凋

ジ
・
カ
リ
ム
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
／
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｏ
用
地
域

局
長
に
代
わ
り
、
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
事
務
局
長
が
人
口
と
開
発
分
野
で
の
国
会

議
員
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
各

国
代
表
者
は
、
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
同
分

野
で
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
を
明

確
・
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
で
あ
る
、

議
員
、
国
際
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
情
報
交
換
を

活
発
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
。

参
加
者
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
暴
力
、
貧
困
削
減
、
リ
ソ
ー
ス
・

啓
発
活
動
と
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
実
施
の
た

め
の
協
力
体
制
の
各
テ
ー
マ
に
焦
点
を
当
て

て
協
議
を
行
い
、
教
育
、
公
衆
衛
生
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
な
ど
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
卜
に
不
可
欠
な
分
野
で
の
活
動

グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
活
発
化
す
る
た
め
、
各
グ
ル
ー
プ
が
討
議

の
結
果
を
発
表
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
女
性
議
員
の
絶
対
数
を
増

や
し
、
女
性
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題
へ
の

認
識
を
深
め
、
対
応
策
の
策
定
に
必
要
な
情

報
交
換
を
活
発
に
す
る
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。

ナ
プ
シ
ア
・
オ
マ
ー
ル
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務

総
長
代
行
が
挨
拶
。
ア
ジ
ア
の
国
々
で
よ
り

多
く
の
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
よ
う
女
性
議
員
が
団
結
し
て
働
き
か
け

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
各
国
か

ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の
議
員
視
察
団
の
受
入
を

検
討
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
ア
ジ
ア

の
女
性
議
員
の
協
力
体
制
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
述
べ
た
。
最
後
に
ス
レ
イ
マ
ン
・
ピ

ン
・
モ
ハ
メ
ッ
ド
保
健
副
大
臣
が
、
女
性
議

員
の
今
後
の
活
動
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
る
と
閉
会
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

望
月
純
子

閉
会
式
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難
民
が
帰
還
し
始
め
、
都
市
の
イ
ン
フ
ラ

が
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
彼
ら
の
吸
収
力
が
な

い
の
が
現
状
。
カ
ブ
ー
ル
は
復
興
が
進
ん
だ

と
は
い
え
、
治
安
維
持
の
必
要
が
ま
だ
高
い
。

去
年
九
月
同
時
多
発
テ
ロ
へ
の
報
復
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
は
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
報
復

を
実
施
し
て
い
る
。
｜
方
で
、
我
々
は
、
彼

ら
が
平
和
で
、
明
日
の
生
活
を
で
き
る
よ
う

「
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ

「
ア
フ
ガ
ン
復
興
の
現
状
と
課
題
ｌ
テ
ロ
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て
ｌ
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
｜

｜
ム
が
九
月
一
一
一
日
、
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
朝
日
新
聞
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
去
一

一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
皮
肉
に
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
が
世
界
の
注
目
を
集
め
始
め
―

―
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
五
氏
が
真
剣
に
現
状
と
将
来
を
語
っ
―

―
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
問
題
意
識
の
高
さ
か
ら
会
場
は
満
員
と
な
っ
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
－
－
－
－
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

報
告

緒
方
貞
子

氏
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
曰
本
政
府
代
表
）

に
支
援
を
し
て
い
る
。
今
年
一
月
の
ア
フ
ガ

ン
復
興
会
議
は
、
六
十
カ
国
の
国
々
と
多
く

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
際
機
関
が
参
加
し
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
問
題
に
世
界
全
体
が
対
応
す
る

と
い
う
強
い
決
意
が
感
じ
ら
れ
た
。

首
都
カ
ブ
ー
ル
は
比
較
的
復
興
が
進
ん
だ

が
、
地
方
は
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ま
だ
多

い
の
が
現
状
。
カ
ブ
ー
ル
で
も
復
興
が
進
ん

と
課
題 テ
ロ
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て

し於
・
朝
曰
ホ
ー
ル

だ
と
は
い
え
、
ま
だ
治
安
維
持
の
必
要
は
高

い
。
短
期
的
に
北
部
に
軍
隊
を
置
く
こ
と
と

同
時
に
、
難
民
を
始
め
と
す
る
問
題
の
根
本

を
見
定
め
、
中
長
期
的
な
視
点
で
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

六
月
に
千
六
百
五
十
人
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
国
内
外
か
ら
代
議
士
が
選
出
さ
れ
、
う

ち
二
百
人
が
女
性
。
カ
ル
ザ
イ
氏
も
大
統
領

に
選
出
さ
れ
た
。
問
題
は
そ
の
行
政
力
だ
。

中
央
政
府
が
地
方
政
府
の
上
に
立
ち
、
権
力

を
持
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
実
質
的
な
基
盤

は
脆
弱
で
、
徴
税
制
度
も
機
能
し
て
お
ら
ず

公
務
員
の
給
料
支
払
い
が
滞
っ
て
い
る
。

近
隣
諸
国
へ
の
難
民
が
帰
還
し
始
め
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
百
三
十
八
万
人
、
イ
ラ
ン

か
ら
十
四
万
人
が
続
々
と
帰
還
し
、
都
市
が

肥
大
化
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
が
追
い
つ
い

て
お
ら
ず
吸
収
力
が
な
い
の
が
現
状
で
、
当
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座
の
食
糧
や
生
活
の
将
来
は
全
く
見
え
て
い

な
い
。日
本
は
三
つ
の
要
素
を
中
心
に
支
援
し
て

い
る
。
①
治
安
維
持
、
②
政
権
樹
立
、
③
復

興
で
、
こ
れ
ら
は
互
い
に
連
関
し
て
い
る
。

カ
ル
ザ
イ
大
統
領
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

復
興
の
支
援
に
①
政
府
樹
立
②
道
路
建
設
、

を
日
本
を
始
め
各
国
に
訴
え
続
け
て
い
る
。

道
路
建
設
に
よ
り
公
共
事
業
に
労
働
力
を
必

要
と
し
、
人
と
モ
ノ
が
流
れ
始
め
る
か
ら
だ
。

日
本
は
長
い
歴
史
の
中
で
支
援
の
面
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

的
に
総
合
的
な
社
会
の
安
定
に
対
し
支
援
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
現
在
、
日
本
経
済
の

不
景
気
か
ら
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
削
減
す
る
動
き
が
あ

る
。
し
か
し
、
援
助
は
平
和
の
手
段
と
し
て

必
要
だ
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
安
定
は
地
域

全
体
の
安
定
、
さ
ら
に
世
界
全
体
の
安
定
に

繋
が
る
。
援
助
は
結
果
が
出
る
ま
で
継
続
し

た
支
援
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

難
民
は
テ
ロ
の
犠
牲
者
だ
。
テ
ロ
に
対
し

て
時
に
は
軍
事
力
の
行
使
も
必
要
と
な
る
。

し
か
し
軍
事
力
は
最
終
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
い
。

中
村
氏
》

長
年
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
実
際
に
見
て
き

た
。
そ
し
て
「
何
か
違
う
」
と
感
じ
て
き
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
庶
民
レ
ベ
ル
と
、
我
々

と
の
認
識
の
ズ
レ
だ
。
百
五
十
万
人
以
上
の

帰
還
難
民
が
押
し
寄
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

圧
制
か
ら
逃
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
く
旱

魅
か
ら
逃
れ
て
き
て
い
る
の
だ
。
「
破
局
へ
の

時
限
装
置
が
動
き
出
し
た
」
と
い
う
人
も
い

る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
の
ニ
ー
ズ
の
殆

ど
は
地
域
毎
の
自
給
自
足
で
あ
り
、
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
は
「
自
給
自
足
の
社
会
復
活
」
を

目
指
し
て
い
る
。
近
代
国
家
は
却
っ
て
矛
盾

を
引
き
起
こ
す
。

●
地
域
毎
の
自
給
自
足
を
切
実
に
望
ん
で
い
る

論
‐
鰻
創
駕
囲
司
繍
勤
Ｉ
Ｉ
－

●山本芳幸氏（前国連難民高等弁務官事務所カブール事務所長）一

計
…
醗
‐
壌
口
』
磯
麟
咲
麗
１
１
１
」

木
山
氏
血

Ｊ
Ｅ
Ｎ
は
「
心
の
ケ
ア
と
自
立
の
支
援
」

を
理
念
と
し
て
お
り
二
人
一
人
尊
厳
を
も
っ

た
自
立
が
で
き
る
よ
う
、
支
援
を
し
て
い
る
。

紛
争
な
ど
で
緊
急
支
援
が
必
要
な
時
は
水
や

食
糧
を
支
援
し
、
時
間
が
経
て
ば
教
育
な
ど

の
支
援
を
し
て
い
く
と
い
う
、
臨
機
応
変
な

対
応
が
必
要
と
な
る
。
今
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

に
は
六
百
万
人
の
食
料
援
助
を
必
要
と
す
る

人
が
い
る
。

何
よ
り
治
安
の
回
復
が
ま
ず
重
要
だ
。
地

雷
撤
去
、
ラ
イ
フ
ル
の
没
収
な
ど
も
急
務
で
、

日
本
政
府
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
で
き
な
い
大
き
な
支

援
を
ど
ん
ど
ん
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。
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アフガン復興の現状と課題

中
村
氏
卵

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
近
代
国
家
と
し
て
み

山
本
氏
恥

な
ぜ
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
援
助
の
論
理
と
安
全
保

障
が
組
み
合
わ
さ
っ
た
例
だ
。
果
た
し
て
こ

れ
ら
の
援
助
に
意
味
が
あ
る
の
か
。
確
か
に

●
戦
乱
よ
り
旱
魅
が
問
題

餐
場
氏
恥

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
楽
観
的
、
悲

観
的
な
見
方
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
日

は
あ
え
て
問
題
を
多
面
的
に
見
る
た
め
に
も
、

後
者
で
見
よ
う
と
思
う
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
将
来
に
つ
い
て
、
緒
方
さ
ん
、
木
山
さ
ん

や
中
村
さ
ん
は
肯
定
的
に
み
て
い
る
。
こ
の

当
国
の
面
積
や
人
口
、
政
治
的
背
景
を
見
て

も
難
し
い
状
況
に
あ
る
と
思
う
。
中
央
政
府

と
し
て
の
カ
ル
ザ
イ
政
権
は
、
地
方
に
民
兵

●
今
、
援
助
し
な
い
と

●
イ
ス
ラ
ム
社
会
は
理
解
が
難
し
い
社
会

る
な
ら
「
破
綻
国
家
」
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
各
自
治
は
か
な
り
完
結
し
て
い
る
。
戦

ま
う
ｃ

ギ
ャ
ン
ブ
ル
み
た
い
な
も
の
だ
。
今
や
っ
て

お
か
な
い
と
再
び
テ
ロ
の
温
床
を
作
る
こ
と

に
な
る
し
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
弱
っ
て
し

を
保
有
す
る
軍
閥
が
複
数
割
拠
し
て
い
る
中

で
の
政
権
で
あ
る
し
、
徴
税
や
替
察
も
そ
れ

ら
の
戦
闘
と
金
し
か
知
ら
な
い
軍
閥
が
管
理

し
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
社
会
は
我
々
日
本
人
が
理
解
す

る
に
は
相
当
難
し
い
社
会
だ
。
緒
方
さ
ん
は

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
支
援
と
開
発
の
テ
ス
ト

ケ
ー
ス
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
相
当
難
し

い
例
だ
と
思
う
。

餐
場
氏
》

地
方
と
カ
ブ
ー
ル
は
異
国
の
よ
う
だ
っ
た
。

地
方
は
自
給
自
足
の
社
会
で
あ
る
の
に
対
し
、

緒
方
氏
“

日
本
の
よ
う
な
国
へ
変
わ
っ
て
い
く
と
い

う
「
直
線
的
な
復
興
」
は
考
え
て
い
な
い
。

中
央
政
権
が
全
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で

は
な
く
、
自
給
自
足
社
会
が
村
落
共
同
体
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
に
支
援
す
べ
き
だ
。
だ

か
ら
と
い
っ
て
難
民
が
あ
の
よ
う
に
大
量
に

流
出
し
た
以
前
の
社
会
が
問
題
な
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
以
前
の
状
態
の
自

給
自
足
社
会
に
た
だ
「
戻
る
」
だ
け
で
は
不

十
分
で
す
。

●
地
方
と
カ
ブ
ー
ル
は

国
時
代
の
公
家
み
た
い
な
も
の
だ
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
は
国
家
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域

と
し
て
や
っ
て
い
く
よ
う
な
復
興
支
援
を
す

べ
き
だ
。
ま
た
戦
乱
よ
り
、
む
し
ろ
旱
魅
が

問
題
で
は
な
い
か
。異
国
の
よ
う
だ
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カ
ブ
ー
ル
は
国
際
社
会
が
作
り
出
し
た
整
合

的
な
社
会
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
支
援
体
制
も

自
ず
と
変
る
。

中
村
氏
函

麻
薬
が
復
活
し
つ
つ
あ
る
。
現
地
の
人
は
、

タ
リ
バ
ン
で
も
い
い
か
ら
統
治
し
て
欲
し
い
、

平
和
な
社
会
を
作
り
出
し
て
ほ
し
い
と
言
っ

緒
方
氏
“

｜
度
タ
リ
バ
ン
と
交
渉
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
時
「
難
民
は
帰
り
た
が
っ
て
い
る

が
、
女
性
は
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
。
将
来

彼
女
た
ち
の
仕
事
は
ど
う
な
る
の
か
。
」
と
聞

い
た
ら
、
タ
リ
バ
ン
は
「
徐
々
に
改
善
し
て

い
く
。
」
と
答
え
た
。
実
際
、
家
庭
内
で
教
育

を
し
て
い
た
。
ア
ル
カ
イ
ダ
の
存
在
も
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
タ
リ
バ
ン
と
だ
け
交

渉
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

●
麻
薬
が
復
活
し
て
い
る

て
い
た
・

山
本
氏
》

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
（
国
際
治
安
支
援
部
隊
）
の
力

を
借
り
て
、
統
治
能
力
は
中
央
政
権
を
ベ
ー

ス
と
し
て
地
方
へ
流
す
と
い
う
方
法
を
提
案

し
た
い
と
思
う
。

中
村
氏
⑬

民
衆
の
気
持
ち
と
し
て
は
、
タ
リ
バ
ン
が

進
駐
し
た
時
に
ホ
ッ
と
し
た
そ
う
だ
。
「
カ
ブ
ー

ル
が
陥
ち
て
も
俺
た
ち
は
生
き
て
い
る
。
」
と

餐
場
氏
汕

タ
リ
バ
ン
も
多
面
的
に
見
る
必
要
が
あ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
評
価
で
き
な
い
。
女
性
を
誘

拐
し
て
従
軍
慰
安
婦
に
し
た
り
も
し
た
。
た

だ
、
女
性
蔑
視
が
原
因
で
家
に
女
性
を
閉
じ

込
め
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
実
質
的

に
安
全
の
た
め
に
家
に
留
ま
ら
せ
た
と
い
う

側
面
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
評
価
で
き
な
い
タ
リ
バ
ン
の
行
状

い
う
農
民
の
姿
を
見
て
、
近
代
国
家
や
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
の
持
つ
の
も
つ
弱
体
を
見
た
気
が

し
た
。

な
か
っ
た
。
タ
リ
バ
ン
の
派
遣
し
た
知
事
よ

り
プ
ロ
ビ
ン
ス
に
も
と
も
と
い
る
長
老
の
方

が
力
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

カ
ル
ザ
イ
政
権
が
知
事
を
派
遣
す
る
時
は
そ

の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
本
氏
“

木
山
氏
》

平
和
構
築
に
も
良
い
面
、
悪
い
面
が
あ
る
。

タ
リ
バ
ン
と
一
緒
に
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
正
当
に
話
を
す
れ
ば
分
か
り
あ
え
る

部
分
が
あ
る
。
無
理
な
ら
そ
れ
な
り
の
手
段

が
必
要
と
な
る
が
。

中
村
氏
叩

一
般
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
こ
と
を
「
破

綻
国
家
」
と
い
う
呼
び
方
を
す
る
が
、
こ
れ

ア
フ
ガ
ン
は
国
家
と
し
て
の
機
構
は
作
れ
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アフガン復興の現状と課題

餐
場
氏
沖

戦
乱
の
予
防
と
安
定
し
た
平
和
構
築
が
重

要
だ
。
そ
う
し
た
中
で
、
タ
リ
バ
ン
を
抑
え

る
た
め
に
も
軍
事
行
動
を
あ
る
程
度
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
冷
戦
中
は
、
破
綻
国
家

は
表
に
で
な
か
っ
た
が
、
冷
戦
後
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
は
利
害
の
外
に
捨
て
ら
れ
た
。
ア

フ
リ
カ
や
ア
ジ
ア
の
一
部
は
自
立
で
き
る
体

制
で
な
く
て
も
、
強
制
的
に
「
自
立
さ
せ
ら

れ
た
」
国
が
多
い
。
大
量
破
壊
兵
器
に
対
し

て
も
、
も
ぐ
ら
た
た
き
式
に
攻
撃
し
て
も
限

度
が
あ
る
。
ど
う
し
て
テ
ロ
が
生
ま
れ
、
ア

メ
リ
カ
が
嫌
わ
れ
た
の
か
と
い
う
根
本
を
考

は
失
礼
だ
。
ど
こ
ぞ
の
国
も
破
綻
し
て
い
る

と
思
う
。
社
会
と
は
何
か
を
考
え
直
す
機
会

だ
。
教
育
な
ど
も
外
国
人
が
作
り
出
し
て
い

く
も
の
で
は
な
く
、
現
地
の
人
が
作
っ
て
い

く
も
の
だ
。
グ
ル
カ
を
脱
が
せ
る
の
に
爆
弾

を
落
と
す
価
値
が
あ
る
の
か
。

●
な
ぜ
テ
ロ
が
生
ま
れ

ア
メ
リ
カ
が
嫌
わ
れ
た
の
か

、
緒
方
氏
函

イ
ラ
ク
の
大
量
破
壊
兵
器
の
増
産
反
対
に

は
、
皆
同
意
す
る
と
こ
ろ
だ
。
要
は
軍
事
行

動
で
そ
れ
を
阻
止
で
き
る
の
か
が
問
題
。
多

方
而
に
わ
た
る
問
題
の
整
合
性
や
合
理
性
の

吟
味
が
必
要
だ
。
軍
事
推
進
派
と
反
推
進
派

と
の
対
話
の
上
に
よ
り
よ
い
解
決
が
期
待
で

き
る
。

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

緒
方
氏
函

テ
ロ
後
の
国
内
の
統
治
形
態
に
つ
い
て
話

を
し
た
い
。
い
つ
も
、
以
前
よ
り
も
よ
い
状

態
と
い
う
も
の
を
念
頭
に
お
い
て
支
援
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
事
行
動
に
し
て
も
、

そ
の
後
の
復
興
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
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ﾆｵｽ国-iii
員団

訪曰

中国

,LＬ
ﾗオス

□ ・
・
・
須
坂
・
佐
久
（
長
野
）
で
農
村
の
〃
母
子
保
健
〃
を
研
修
・
・
・

本
協
会
は
、
国
連
人
口
基
金

（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
・
国
際
家
族
計

画
連
盟
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
の
支
援

に
よ
り
、
毎
年
ア
ジ
ア
の
国
会

議
員
に
よ
る
日
本
の
視
察
（
受

入
事
業
）
と
日
本
の
国
会
議
員

に
よ
る
ア
ジ
ア
の
視
察
（
派
遣

事
業
）
を
実
施
し
て
い
る
。
今

年
の
受
入
事
業
は
、
ラ
オ
ス
国

夕 イ

の
国
会
議
員
団
（
ト
ン
パ
ン
・
チ
ャ
ン
タ
ラ
ー

ノ
ン
団
長
ほ
か
三
名
の
国
会
議
員
）
が
七
月

八
日
㈲
～
七
月
十
二
日
鬮
の
日
程
で
日
本
の

人
口
・
開
発
事
情
視
察
の
た
め
来
日
し
た
。

ラ
オ
ス
国
の
人
口
は
約
五
百
万
人
、
そ
の

八
割
以
上
が
農
村
に
住
ん
で
い
る
。
現
時
点

弓pリョワ

團

阿藤・国立社会保障・人口問題所長（右）の講義をうける訪日ラ
オス国会議員団

で
の
ラ
オ
ス
の
人
口
増
加
率
（
約
二
・
五
）

か
ら
将
来
的
な
食
糧
不
足
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
視
察
で
は
日
本
の
人
口
・
公
衆

衛
生
問
題
の
克
服
と
経
済
発
展
に
着
目
し
、

特
に
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
母
子
保
健
活
動

や
農
村
医
学
の
普
及
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

Ⅵ
”
叩
国
立
社
会
保
障
・
人
ロ
問
題

研
究
所
を
訪
問
。
阿
藤
誠
所
長

が
「
日
本
の
人
ロ
転
換
と
経
済

発
展
」
に
つ
い
て
講
演
。

阿
藤
所
長
は
、
二
股
的
に
近
代
化
を
達

成
す
る
と
、
死
亡
率
が
低
下
し
人
口
転

換
が
起
こ
る
。
人
口
転
換
の
開
始
と
共

に
人
口
は
増
加
す
る
。
そ
し
て
女
性
の

高
学
歴
化
・
晩
婚
化
な
ど
様
々
な
影
響

を
受
け
出
生
率
は
低
下
し
、
人
口
転
換

７
》
釦
成
田
空
港
着
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ラオス国会議員団が訪日

の
終
わ
り
と
共
に
人
口
減
少
（
少
子
・
高
齢

化
）
時
代
と
な
る
」
と
、
多
産
多
死
、
多
産

少
死
、
少
産
少
死
と
い
う
人
口
転
換
の
過
程

と
経
済
発
展
の
関
係
に
つ
い
て
、
様
々
な
統

計
を
基
に
説
明
し
た
。
阿
藤
所
長
は
、
日
本
、

米
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
な
ど
の
人
口
構
造
・

政
策
の
違
い
に
つ
い
て
も
述
べ
、
ど
の
国
の

政
策
が
正
し
い
と
い
う
わ
け
で
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
が
そ
の
国
に
合
っ
た
政
策
を
策
定

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
ま

r--ラオス訪曰議員団メンバー－－，

’（議員四名事務局-名）｜

|j二二丁薦二二鴬篁熊｜
|ﾙｵﾂﾞﾀﾞｷﾝ…-社会文化委員，
けﾗｲｰ～ﾌﾞ…社会文化獺｜
Ｗ愛箒-……-“１－－－－－－－－－’

チ
ャ
ン
タ

ラ
ー
ノ
ン
ラ

オ
ス
訪
日
議

員
団
と
の
交

流
を
深
め
た
。

ト
ン
パ
ン
．

オ
ス
訪
日
議

与
子
・
Ｊ
Ｐ

Ｆ
Ｐ
事
務
総

長
、
谷
津
義

男
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ

Ｐ
幹
事
長
が

出
席
し
、
国

際
人
口
問
題

議
員
懇
談
会

主
催
の
歓
迎

夕
食
会
が
開

催
さ
れ
、
ラ

旧
》
卯
国
際
人
ロ
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ

Ｐ
Ｆ
Ｐ
）
主
催
の
歓
迎
夕
食
会

鹿
野
道
彦
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
会
長
代
行
、
清
水
嘉

た
、
日
本
の
経
済
発
展
と
人
口
転
換
の
歴
史

を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
ラ
オ
ス
国
の
人
口
政

策
を
考
え
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。

'
。，-津--.,-.-､。，-津--.,-.-､
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藤

員
団
長
は
、
今
年
九
月
に
召
集
さ
れ
る
国
会

で
、
人
口
問
題
に
関
す
る
ラ
オ
ス
国
内
委
員

会
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
と
報
告
し
、
ラ

オ
ス
国
が
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
の
正
式
メ

ン
バ
ー
に
な
る
強
い
意
志
が
あ
る
と
述
べ
た
。

‐・□、｝所司ロ『

一
‐
‐
｜
杵
－
，
町
』

・・輻‐鉛

11,111iｉｉ

唾一・艀
鱸
》 ＿こし己Ｎ

･厚生労働副大臣（左から３

◎
昌
一
皀

９
坤
釦
狩
野
安
・

厚
生
労
働
副

大
臣
表
敬

狩
野
厚
生
労
働
副
大

臣
は
「
人
口
問
題
は

ア
ジ
ア
に
お
け
る
最

大
の
問
題
で
あ
る
」

と
述
べ
日
本
の
こ

れ
ま
で
の
知
識
・
経

験
を
ラ
オ
ス
の
人
口

問
題
解
決
に
役
立
て

て
欲
し
い
、
と
ラ
オ

ス
訪
日
議
員
団
を
歓

迎
し
た
。
こ
れ
を
受

4７



ジョイセフで近常任理事からわ

が国の帆母子保健・家族計画〃

の歴史をスライド中心に研修

け
て
、
公
衆
衛
生
副
大
臣
の
経
験
も
あ
る
ト

ン
パ
ン
・
チ
ャ
ン
タ
ラ
ー
ノ
ン
団
長
は
、
今

後
ラ
オ
ス
国
に
合
っ
た
人
口
政
策
を
策
定
・

実
施
し
た
い
と
述
べ
た
。

扣
函
別
家
族
計
画
国
際
協
力
財
団

イ
セ
フ
）
を
訪
問

近
泰
男
ジ
ョ
イ
セ
フ
常
任
理
事
が
、

事
が
、
日
本
の

家
族
計
画
活
動

の
歴
史
・
現
状

お
よ
び
ラ
オ
ス

国
に
お
け
る

ジ
ョ
イ
セ
フ
の

活
動
に
つ
い
て

講
演
し
、
「
戦
後
、

’
九
四
八
年
の

優
生
保
護
法
制

定
に
よ
る
中
絶

合
法
化
以
降
、

日
本
で
は
出
生

率
を
抑
制
す
る

た
め
に
中
絶
件

数
が
激
増
し
た
。

ヤ
ミ
中
絶
の
流

行
と
そ
れ
に
伴

。
ン
ヨ

う
妊
婦
死
亡
率
の
上
昇
を
受
け
、
’
九
五

二
年
日
本
政
府
は
本
格
的
な
家
族
計
画
政

策
に
乗
り
出
す
。
家
族
計
画
指
導
員
な
ど

の
活
躍
に
よ
り
、
登
録
外
の
も
の
を
含
め

年
間
三
百
万
件
以
上
実
施
さ
れ
て
い
た
人

工
中
絶
は
今
日
で
は
約
百
三
十
万
件
に
ま

で
減
少
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
日
本
で

は
十
代
の
未
婚
女
性
の
中
絶
件
数
が
急
増

す
る
傾
向
に
あ
り
、
若
者
を
対
象
と
し
た

家
族
計
画
に
つ
い
て
の
適
切
な
教
育
の
必

要
性
が
増
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
ジ
ョ

要
性
が
増
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
ジ
ョ

イ
セ
フ
の
活
動
は
人
間
中
心
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
、
ラ
オ
ス
国
で
も
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
分
野
に
お
い
て
家
族
計
画
を
推
進

し
て
い
る
。
ラ
オ
ス
訪
日
議
員
団
は
ジ
ョ
イ

セ
フ
が
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
と
協
力
し
て
製
作
し
た

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、
ジ
ョ
イ
セ
フ
の
ラ
オ
ス

国
で
の
活
動
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

朽
血
釦
東
京
か
ら
長
野
へ
移
動

扣
汕
叩
長
野
県
須
坂
市
永
井
順
裕
市
長
表

敬

永
井
須
坂
市
長
が
ラ
オ
ス
議
員
団
一
行
を
迎

え
、
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
た
。
永
江
市
長
は

大
峡
（
お
お
ば
）
元
保
健
婦
を
日
本
の
〃
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
〃
と
呼
び
、
彼
女
の
五
十
年

に
渡
る
家
族
計
画
・
保
健
活
動
か
ら
ラ
オ
ス

訪
日
議
員
団
が
多
く
の
も
の
を
学
ん
で
ほ
し

い
と
述
べ
た
。

1０

釦
大
峡
美
代
志
・
元
保
健
婦
が
戦
後

の
家
族
計
画
・
母
子
保
健
活
動
に
っ m須坂のお母ちゃんにと大峡元保健婦さんから戦後の農村

保健活動の生々しい体験談をユーモアまじりに聞く
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ラオス国会議員団が訪日

い
て
講
演

大
峡
美
代
志
・
元
保
健
婦
は
、
二
十
二
歳
で

保
健
婦
の
学
校
を
修
了
し
て
以
来
、
須
坂
市

で
保
健
婦
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。
「
戦
後
間

も
な
い
頃
の
須
坂
市
は
、
飢
え
と
貧
困
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
。
水
道
な
ど
基
本
的
設
備
が

整
っ
て
お
ら
ず
、
赤
痢
・
寄
生
虫
が
蔓
延
し

て
い
た
。
ど
こ
の
家
庭
で
も
子
供
が
一
ダ
ー

ス
い
る
の
が
当
た
り
前
で
、
母
親
達
は
畑
仕

事
に
忙
し
く
子
供
の
世
話
を
す
る
暇
も
な
か
っ

た
。
衛
生
状
態
が
悪
く
、
寝
か
せ
て
い
る
子

供
の
顔
や
手
に
は
ハ
エ
が
真
っ
黒
に
た
か
っ

て
い
る
あ
り
さ
ま
。
当
時
は
乳
児
死
亡
率
も

非
常
に
高
く
、
新
生
児
八
○
に
対
し
一
○
児

ほ
ど
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
中
絶
率

も
高
く
、
当
時
は
出
生
率
の
三
倍
も
の
中
絶

が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
「
お
し
ど

り
会
』
と
呼
ば
れ
る
家
族
計
画
に
関
す
る
勉

強
会
を
設
け
、
村
の
夫
婦
が
参
加
し
コ
ン
ド
ー

ム
の
使
い
方
な
ど
学
ん
だ
。
村
の
診
療
所
に

は
半
身
不
随
の
医
者
が
一
名
勤
務
し
て
お
り
、

そ
の
医
者
の
指
示
の
下
、
昼
夜
を
問
わ
ず
保

健
活
動
に
従
事
し
た
。
保
健
衛
生
状
態
の
向

上
に
は
住
民
の
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、

寄
生
虫
の
駆
除
活
動
な
ど
、
村
中
の
人
々
を

９
函
釦
長
野
県
佐
久
市
の
佐
久
総
合
病
院
を
視
察

集
め
教
育
し
た
。
大
き
な
釜
に
虫
の
駆
除
薬

を
入
れ
て
沸
か
し
、
茶
碗
で
全
員
に
飲
ま
せ

た
と
こ
ろ
、
回
虫
が
出
る
わ
出
る
わ
、
最
も

多
い
者
は
一
一
百
七
十
匹
も
出
て
驚
い
た
思
い

出
が
あ
る
。
手
洗
い
も
励
行
し
た
り
、
素
手

で
物
を
掴
ん
で
食
べ
る
習
慣
も
止
め
た
。
そ

の
結
果
、
同
市
で
は
昭
和
三
十
三
年
に
寄
生

虫
の
撲
滅
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
保
健
婦
の

活
動
を
支
え
る
た
め
、
住
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ァ
の
保
健
補
導
員
制
度
（
任
期
二
年
）

が
設
け
ら
れ
た
。
」
と
戦
後
の
保
健
婦
の
活
動

に
つ
い
て
述
べ
た
。
大
峡
美
代
志
・
元
保
健

婦
は
、
ど
の
国
に
お
い
て
も
人
々
が
本
当
に

現
状
を
変
え
た
い
と
思
う
強
い
意
志
が
重
要

で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
か
ら
住
民
に
至
る
ま
で

全
員
に
そ
の
意
思
が
あ
れ
ば
ラ
オ
ス
で
も
須

坂
市
同
様
家
族
計
画
の
普
及
、
公
衆
衛
生
の

向
上
が
可
能
だ
と
述
べ
た
。

佐久総合病院前で

ラオス国会訪日議

員団と
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清
水
茂
文
院
長
が
一
行
を
出
迎
え
、
国
際
保

健
医
療
科
の
出
浦
喜
丈
医
師
が
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
同
病
院
の
組
織
・
運
営
な
ど
全
般
に

わ
た
っ
て
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
農
村
医
学

の
先
駆
者
で
あ
る
若
月
俊
一
医
師
の
活
動
に

関
す
る
ビ
デ
オ
「
地
域
住
民
と
も
に
五
十
年
」

を
鑑
賞
し
、
〃
農
夫
症
〃
と
呼
ば
れ
る
農
民
特

有
の
病
気
の
予
防
活
動
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、

同
病
院
内
を
見
学
。
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
に
ょ

艤讓蕊曇篝議

iDlii霧一己i雲：

恩■、

り
運
営
さ
れ
る
同
病
院
は
「
予
防
は

治
療
に
勝
る
」
「
早
期
発
見
・
早
期
治

療
」
と
い
う
理
念
の
下
、
患
者
を
第

一
に
考
え
た
医
療
制
度
を
確
立
し
て

い
る
。
現
在
は
海
外
か
ら
の
視
察
者

も
多
数
訪
れ
て
お
り
、
研
修
者
は
地

域
住
民
へ
の
保
健
教
育
の
重
要
性
な

ど
を
学
習
し
て
い
る
。
ラ
オ
ス
訪
日

議
員
団
メ
ン
バ
ー
で
国
会
議
員
兼
医

師
で
あ
る
ソ
ム
オ
ッ
ク
・
キ

一
つ

を
ン
サ
ダ
ー
氏
は
、
健
康
管
理

《室識
に
重
点
を
置
く
同
病
院
の
理

式
念
、
運
営
に
つ
い
て
熱
心
に

便
メ
モ
を
と
っ
て
い
た
。
一
行

をド
は
ビ
デ
オ
の
英
語
版
を
プ
レ

イ壱
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
帰
国
後
各
地

て
し
て
普
及
・
啓
蒙
し
た
い
と

い字
い
た
。
短
時
日
で
は
あ
っ
た

》
回
の
受
入
は
、
ニ
ラ
オ
ス

麺
が
戦
後
の
日
本
と
よ
く
似
て

艫
三
山
の
多
い
農
村
地
帯
で

罐
野
と
ラ
オ
ス
の
農
村
地
帯
に

耐
る
面
で
共
通
点
が
多
い
。
一
一
一
）

自寵
る
須
坂
地
域
が
わ
が
国
の
農
村

出
け
動
、
家
族
計
画
運
動
の
先
進

ゼ
ン
ト
さ
れ
、
帰
国
後
各
地
で
放
映

し
て
普
及
・
啓
蒙
し
た
い
と
語
っ
て

い
た
。
短
時
日
で
は
あ
っ
た
が
、
今

回
の
受
入
は
、
ニ
ラ
オ
ス
の
現
状

が
戦
後
の
日
本
と
よ
く
似
て
い
る
。

三
山
の
多
い
農
村
地
帯
で
あ
る
長

野
と
ラ
オ
ス
の
農
村
地
帯
に
あ
ら
ゆ

る
面
で
共
通
点
が
多
い
。
三
）
佐
久
・

須
坂
地
域
が
わ
が
国
の
農
村
保
健
活

動
、
家
族
計
画
運
動
の
先
進
地
域
で

悪竪琴

識
霞蕊蝋薑鑿あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
議
員
団
に
数
多
く

の
手
応
え
と
示
唆
を
与
え
、
有
意
義
で
あ
っ

た
。

（
望
月
純
子
）

１４
●●

3０

１９
■●

0０

長
野
県
よ
り
東
京
へ
移
動

成
田
空
港
発
ラ
オ
ス
へ
帰
国 ！

病院内を見学する－行
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惜
壹

い
日
本
は
「
世
界
の
平
和
・
福
祉
」
の
た
め
に

を
続
け
て
い
く
ｌ
福
田
官
房
長
官
が
表
明

八
月
末
で
退
任
す
る
国
際
家
族
計
画
連
盟

（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
）
の
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ

ン
事
務
局
長
が
、
後
任
の
ス
テ
イ
ー
ブ
ン
・

ス
ィ
ン
デ
ィ
ン
グ
氏
と
共
に
来
日
し
、
六
月

二
十
五
日
首
相
官
邸
に
、
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
福
田
康
夫
官
房
長
官
を
表
敬
訪
問

し
た
。

ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
事
務
局
長
は
、
日
本
政

府
か
ら
の
支
援
に
対
し
深
い
感
謝
の
意
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
抱
え
る
財
政

難
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
今
年
、
ア
メ
リ
カ

の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
「
世
界
ギ
ャ
グ
・
ル
ー

ル
」
を
復
活
さ
せ
、
中
絶
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
や
実
際
に
中
絶
を
行
う
病
院
や
診
療
所
、

ま
た
そ
れ
を
支
援
す
る
団
体
に
対
す
る
援
助

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
も
大
き
な
痛
手
を
受
け
、
多
く
の
国
で
家

族
計
画
の
診
療
所
を
閉
鎖
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
態
が
起
き
て
い
る
。

日
本
政
府
は
昨
年
度
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
し
十

九
億
四
千
八
百
四
十
七
万
円
の
拠
出
を
し
た

が
、
今
年
度
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
予
算
が
一
○
％
削
減

さ
れ
た
た
め
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
の
拠
出
額
は
十

七
億
九
千
四
百
一
一
一
十
四
万
円
に
減
少
し
、
円

レ
ベ
ル
で
七
・
九
％
減
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

日
本
政
府
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
し
百
万
ド
ル
の

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
信
託
基
金
を
開
設
す
る

な
ど
新
た
な
援
助
の
枠
を
広
げ
て
い
る
。
福

田
官
房
長
官
は
「
日
本
は
核
も
ミ
サ
イ
ル
も

持
た
な
い
の
で
、
世
界
の
平
和
・
福
祉
の
た

め
に
貢
献
で
き
る
唯
一
の
方
法
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｆ
な
ど
へ
の
支
援
で
あ
る
」
と
述
べ
今
後

も
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
の
援
助
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
約
束
し
た
。

ブ
リ
ュ
ッ
ゲ
マ
ン
事
務
局
長
は
、
福
田
官

房
長
官
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
活
動
へ
の
理
解
と
支

援
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
述
べ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
か

ら
同
長
官
へ
の
「
感
謝
状
」
を
手
渡
し
た
。

（
加
藤
祐
子
）
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四
年
度
国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談

熱心に審議する人ロ懇総会風景

国
際
人
口
問
題
議
員
懇
談
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
）

総
会
が
六
月
一
一
十
五
日
㈹
参
議
院
議
員
会
館

第
四
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
中
山
太
郎
会
長

挨
拶
を
鹿
野
道
彦
会
長
代
行
が
代
読
し
、
清

水
嘉
与
子
事
務
総
長
が
進
行
を
務
め
た
。

会
長
挨
拶
で
は
、
①
日
本
の
出
生
率
が
一
・

三
一
一
一
に
な
っ
た
こ
と
で
二
○
五
○
年
に
は
人

口
構
造
が
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
な
り
、
こ
の
問

題
に
対
す
る
緊
急
の
対
策
が
必
要
②
本
年
十

事
務
局
か
ら
、
平
成
十
三
年
度
収
支
決
算
・

活
動
報
告
が
行
わ
れ
、
一
一
○
○
一
年
五
月
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
「
第
十
七
回
人
口
と
開
発
に
関
す

謹
霊
篝
酷
に
つ
い
て

月
、
北
京
で
開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会

に
向
け
、
日
本
の
国
会
議
員
が
積
極
的
に
関

わ
り
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
③
十
一
月

一
一
十
日
～
一
一
十
一
日
に
カ
ナ
ダ
・
オ
タ
ワ
で

「
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
実
施
の
た
め

の
二
○
○
二
年
国
際
国
会
議
員
会
議
」
が
開

催
さ
れ
る
が
、
こ
の
会
議
が
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
行
動

計
画
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
た
。

る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
、
八
月
の

韓
国
訪
日
議
員
団
、
九
月
に
キ
ル
ギ
ス
の
ビ

シ
ュ
ケ
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ｉ
Ｓ
地
域
セ
ミ
ナ
ー
」
、
二
○
○
二
年
一
月
に 訂Ｐ
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平成十四年度国際人ロ問題議員懇談会総会開く

講
参
》

谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
・
Ｊ
Ｐ
Ｆ
Ｐ

幹
事
長
が
、
四
月
に
一
三
ｌ
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
た
「
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
実

施
の
た
め
の
二
○
○
二
年
国
際
国
会
議
員
会

議
」
運
営
委
員
会
と
本
年
五
月
に
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
ア
ル
マ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
「
第
一
一

回
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
地
域
セ
ミ
ナ
ー
」
の

参
加
報
告
を
行
な
い
、
本
年
十
月
に
中
国
・

北
京
の
北
京
飯
店
で
開
催
予
定
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ

Ｄ
大
会
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
一
九
九
五
年
九
月
の
就
任
以
来
、

実
施
さ
れ
た
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ウ
ガ
ン
ダ
・
ケ

ニ
ア
の
ア
フ
リ
カ
三
カ
国
人
口
・
開
発
事
情

視
察
派
遣
、
二
○
○
｜
｜
年
三
月
に
東
京
で
開

催
さ
れ
た
「
第
十
八
回
人
口
と
開
発
に
関
す

る
ア
ジ
ア
国
会
議
員
代
表
者
会
議
」
な
ど
、

平
成
十
三
年
度
事
業
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
平
成
十
四
年
度
の
予
算
・
活
動
計

画
と
し
て
、
七
月
に
「
ラ
オ
ス
国
会
議
員
の

ＡＦＰＰＤ蹄鯛諦酷について

以
下
（
次
頁
）
に
イ
ン
ガ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ

ゲ
マ
ン
事
務
局
長
の
退
任
の
挨
拶
全
文
を
掲

載
し
て
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
た
い
。

日
本
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
積
極
的
な

活
動
を
世
界
規
棋
で
続
け
て
き
た
イ
ン
ガ
ー
・

ブ
リ
ユ
ッ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
が
八

月
に
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
退
任
挨
拶
と

後
任
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ
氏

の
紹
介
と
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

訪
日
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ッ
ア
１
」
、
十
月
の
Ａ
Ｆ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
大
会
と
中
国
へ
の
日
本
議
員
団
派
遣

事
業
な
ど
の
計
画
を
報
告
し
、
本
年
五
月
～

六
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
で
開
催
さ
れ

た
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
世
界
首
脳

会
合
（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
準
備
会
合
」
に
つ
い
て

の
報
告
書
を
配
布
し
た
。
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Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
と
し
て
七
年
間
そ
の

職
に
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
八
月
を
も
っ
て

退
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

と
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
次
期
事
務
局
長
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ

ン
デ
イ
ン
グ
氏
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
教

授
で
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
人
口
分
野

の
専
門
家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
、
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
数
多
く
の
現
場
を
経
験

し
て
こ
ら
れ
た
、
人
口
・
経
済
開
発
問
題
の

専
門
家
で
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
は
長
い
間
に
わ
た
っ
て
日
本
の

議
員
の
先
生
方
と
良
き
友
人
関
係
を
築
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
に
感

謝
申
し
上
げ
、
現
在
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
資
金
状

況
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
お
願
い
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
の
資
金
状
況
は
大
変
厳

し
く
困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
直
面
す
る
資
金
難
の
問
題
は
、
世

界
の
潮
流
す
な
わ
ち
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
逆
風
が
吹
い

て
い
る
こ
と
に
起
因
し
ま
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
米

大
統
領
の
就
任
後
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
の
拠
出
を
削
減
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
長
年
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
行
っ
て
き
た
、
避

妊
に
関
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
な
く
な
り
、
貧
し
い
人
の
生
命
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
女
性
の
権
利
の
推
進
や
、
法

的
に
許
さ
れ
て
い
る
医
学
的
に
適
切
な
処
置

の
と
ら
れ
た
中
絶
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の

感
染
予
防
等
の
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
き

た
の
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
政
治
の
変
化
が
起
こ
っ

て
き
て
き
ま
す
。
デ
ン
マ
ー
ク
や
オ
ラ
ン
ダ

は
こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
を
強
力
に
支
援
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ

へ
の
拠
出
金
額
が
三
八
％
削
減
と
な
り
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
も
同
様
の
潮
流
に

な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
意
味
で
、
日
本
が
苦
し
い
財
政
・
経

済
状
況
の
中
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
○
％
削
減
を
決

め
、
｜
律
削
減
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
谷
津
先
生
を
始
め
と
す
る
国
際
人
口
問

題
議
員
懇
談
会
の
先
生
方
ご
尽
力
で
、
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｆ
へ
の
拠
出
金
削
減
を
一
○
％
以
下
に
抑

え
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
過
去
十
年
に
わ
た
っ
て
日
本
は
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ODAの削減が貧しい女性の命を直撃

〔写真・右頁〕退任挨拶をするイン

ガー・ブリユツゲマンＩＰＰＦ事務
局長(左)とステイーブン・シンディ
ング次期ＩＰＰＦ事務局長（右）

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ
の
ト
ッ
プ
ド
ナ
ー
で
あ
り
続
け

ま
し
た
。
二
○
○
一
年
で
は
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
活
動

資
金
総
額
の
う
ち
日
本
の
拠
出
金
額
が
二
八
％

を
占
め
て
お
り
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
に
対
す
る
日
本
か
ら
の
拠
出
金

の
使
わ
れ
方
は
様
々
で
す
。
し
か
し
共
通
し

て
い
え
る
こ
と
は
、
高
い
質
の
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
イ
ブ
・
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

女
性
や
若
者
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
、
予
防
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

昨
今
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
削
減
が
世
界
的
な
潮
流
と

な
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
も
そ
の
影
響
を
受

け
大
変
苦
慮
し
て
い
ま
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
再
建
の
問
題
、
ア
フ
リ
カ
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／

Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
問
題
な
ど
、
私
た
ち
が
取
り
く

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
増
加
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
困
難
な
状
況
の
中

で
も
人
口
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
の
貢
献
に
深
く

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
目
指
す
の
は
均
衡
の
と
れ
た
人

口
で
す
が
、
昨
今
は
国
際
的
な
協
議
の
場
で
、

環
境
、
水
や
食
料
安
全
保
障
な
ど
多
数
の
問

カ
イ
ロ
会
議
の
採
択
目
標
が

ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
消
え
る
？

私
に
は
大
き
な
挑
戦
が
課
さ
れ
て
い
る
と
て
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
世
界
人
口
の
趨
勢
を

つ
く
づ
く
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

見
れ
ば
、
再
生
産
年
齢
人
口
が
歴
史
上
か
つ

人
口
と
開
発
へ
対
す
る
世
界
の
潮
流
が
と
て
な
い
規
模
に
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

て
も
厳
し
い
も
の
な
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
ら
ず
、
人
口
分
野
に
リ
プ
ロ
ダ
ク
ー
ナ
イ
ブ
・

Ｐ
Ｄ
行
動
計
画
も
そ
の
実
施
の
た
め
の
財
政
。
ヘ
ル
ス
や
ラ
イ
ッ
に
関
す
る
目
標
が
外
さ
れ

資
源
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
目
標
の
て
い
る
の
で
す
。

達
成
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
先
進
十
一
月
に
カ
ナ
ダ
の
オ
タ
ワ
で
開
催
さ
れ

国
は
、
カ
イ
ロ
で
合
意
さ
れ
た
目
標
の
う
ち
、
る
「
国
際
人
口
開
発
会
議
行
動
計
画
実
施
の

資
金
面
で
は
二
分
の
一
以
下
し
か
達
成
し
て
た
め
の
二
○
○
一
一
年
国
際
国
会
議
員
会
議
」

い
ま
せ
ん
。
国
連
で
開
催
さ
れ
た
ミ
レ
ー
ー
ア
は
人
口
問
題
を
見
直
す
重
要
な
機
会
で
す
。

ム
・
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
ミ
レ
ー
ー
ァ
ム
．
日
本
の
国
会
議
員
の
皆
様
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
へ

ゴ
ー
ル
の
中
に
、
カ
イ
ロ
会
議
で
国
際
社
会
の
長
年
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
対
し
深
く
感

が
合
意
し
採
択
さ
れ
た
目
標
が
取
り
込
ま
れ
謝
し
、
今
後
と
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
ご
支

題
が
そ
の
議
題
と
し
て
討
議
さ
れ
て
い
る
一

方
、
人
口
問
題
に
関
す
る
関
心
は
薄
れ
て
き

て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
が
苦
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
課

題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
退
職
し
、
事
務
局

悪
宅

長
の
職
を
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ

氏
に
引
き
継
い
で
戴
く
こ
と
に
な
り
、
非
常

に
心
苦
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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イムfﾉﾙ箒F音

【
衆
議
院
議
員
】

東
祥
三
衆
議
院
議
員
（
自
由
）
（
副
幹
事
長
）

井
上
喜
一
衆
議
院
議
員
（
保
守
）

熊
谷
市
雄
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

小
池
百
合
子
衆
議
院
議
員
（
保
守
）

近
藤
基
彦
衆
議
院
議
員
（
無
会
）

武
山
百
合
子
衆
議
院
議
員
（
自
由
）

津
島
雄
二
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

三
シ
林
隆
志
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

森
山
眞
弓
衆
議
院
議
員
（
自
民
）
（
副
会
長
）

谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
（
自
民
）
（
幹
事
長
）

（
代
理
参
加
）

伊
藤
英
成
衆
議
院
議
員
（
民
主
）
（
幹
事
）

大
畠
章
宏
衆
議
院
議
員
（
民
主
）

奥
田
健
衆
議
院
議
員
（
民
主
）

奥
山
茂
彦
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

小
此
木
八
郎
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

坂
上
善
秀
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

桜
田
義
孝
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

◆
津
島
雄
一
一
衆
議
院
議
員
（
自
民
）
；
…
Ｍ
ｘ
純
胤
煎
！
＃
側
ｉ
ｉ
Ｒ
ｌ
；
（
一

人
口
問
題
を
め
ぐ
る
風
向
き
が
変
わ
っ
て
き
た
！
』
一

人
口
問
題
の
風
向
き
が
変
わ
っ
て
き
た
。
劣
化
さ
せ
て
ま
で
生
活
し
な
け
れ
ば
や
っ
て

こ
こ
で
二
つ
述
べ
さ
せ
て
頂
く
。

い
け
な
い
。
同
時
に
、
そ
の
環
境
劣
化
が
、

一
つ
は
、
日
本
の
出
生
率
は
減
少
し
て
き
貧
困
か
ら
の
脱
却
を
不
可
能
な
も
の
に
し
て

た
。
こ
の
傾
向
は
他
の
国
も
同
じ
だ
。
十
年
い
る
。
そ
し
て
貧
し
い
が
た
め
に
、
彼
ら
の

前
、
中
国
の
保
健
省
の
大
臣
が
戦
後
の
日
本
生
活
の
糧
や
将
来
の
頼
み
の
綱
に
な
る
の
は
、

の
出
生
率
低
下
の
理
由
は
何
か
と
聞
い
た
時
、
自
分
の
子
供
た
ち
だ
。
そ
の
た
め
に
人
口
増

私
は
経
済
発
展
と
と
も
に
出
生
率
が
低
下
し
加
が
起
こ
り
、
悪
循
環
が
続
く
。

た
と
答
え
た
。
い
ま
や
日
本
の
出
生
率
（
Ｔ
ま
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
む
中
、

Ｐ
Ｒ
）
は
一
・
三
一
一
一
で
中
国
は
一
・
八
だ
。
南
北
問
題
も
深
刻
だ
。
先
進
国
の
工
業
活
動

こ
れ
は
人
口
置
換
水
準
二
・
｜
以
下
の
し
べ
が
環
境
を
破
壊
す
る
。
そ
の
し
わ
よ
せ
が
貧

ル
で
あ
る
。
つ
ま
り
深
刻
な
少
子
高
齢
化
の
し
い
途
上
国
に
も
及
ん
で
い
る
。
一
方
で
貧

問
題
に
突
入
し
た
と
い
う
こ
と
。
高
齢
化
は
し
い
途
上
国
も
工
業
技
術
や
対
環
境
制
度
が

一
層
、
人
口
問
題
を
複
雑
化
な
も
の
に
し
て
未
整
備
な
た
め
、
環
境
を
破
壊
し
て
い
る
ケ
ー

い
る
。

ス
が
多
数
あ
る
。
こ
う
し
た
話
を
ひ
つ
く
る

一
一
つ
目
は
、
途
上
国
の
人
口
増
加
は
環
境
め
て
、
途
上
国
の
人
口
増
加
と
環
境
を
絡
め

と
絡
め
て
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
る
必
要
が
あ
る
。

と
。
途
上
国
の
貧
し
い
人
々
は
、
周
囲
の
環

境
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
な
が
ら
生
活
を
し

て
い
る
。
貧
し
い
た
め
に
、
周
囲
の
環
境
を
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ODAの削減が貧しい女性の命を直撃

(敬称略、五十音順、合計38名）

【
参
議
院
議
員
】

大
淵
絹
子
参
議
院
議
員
（
社
民
）
（
幹
事
）

加
藤
修
一
参
議
院
議
員
（
公
明
）

桜
井
新
参
議
院
議
員
（
自
民
）
（
副
会
長
）

清
水
嘉
与
子
参
議
院
議
員
（
自
民
）
（
事
務
総
長
）

関
谷
勝
嗣
参
議
院
議
員
（
自
民
）
（
副
会
長
）

中
川
義
雄
参
議
院
議
員
（
自
民
）

若
林
秀
樹
参
議
院
議
員
（
民
主
）

若
林
正
俊
参
議
院
議
員
（
自
民
）

（
代
理
参
加
）

狩
野
安
参
議
院
議
員
（
自
民
）

川
橋
幸
子
参
議
院
議
員
（
民
主
）

佐
藤
昭
郎
参
議
院
議
員
（
自
民
）

谷
川
秀
善
参
議
院
議
員
（
自
民
）

ツ
ル
ネ
ン
。
マ
ル
テ
ィ
参
議
院
議
員
（
民
主
）

仲
道
俊
哉
参
議
院
議
員
（
自
民
）

山
内
俊
夫
参
議
院
議
員
（
自
民
）

自
見
庄
三
郎

中
川
昭
一

長
浜
博
行

福
島
豊

持
永
和
見

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

（
自
民
）

（
自
民
）

（
民
主
）

（
公
明
）

（
自
民
）
（
副
会
長
）

○
イ
ン
ガ
ー
。
ブ
リ
ユ
ッ
ゲ
マ
ン
ー
Ｐ
Ｐ
Ｆ
事
務
局
長
、
～
ｉ
ｉ
ｉ
く
～
～
～
；
１
１
～
！
～

ア
フ
リ
カ
で
は
農
業
従
事
者
の
エ
イ
ズ
死
亡
が
深
刻
Ｉ
》

ア
フ
リ
カ
で
は
エ
イ
ズ
で
子
供
か
ら
大
人
的
な
影
響
は
非
常
に
深
刻
だ
。
い
ま
静
か
に

ま
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
農
作
こ
の
過
程
が
進
行
し
て
い
る
。

業
に
従
事
し
て
い
る
夫
や
父
親
が
エ
イ
ズ
に

よ
っ
て
倒
れ
る
こ
と
で
農
業
生
産
が
低
下
し
、

人
々
の
健
康
に
も
影
響
を
与
え
、
そ
の
社
会

先
日
、
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
主
催

の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
＋
五
の
会
議
に
参
加

し
た
が
、
そ
の
際
、
農
業
生
産
と
エ
イ
ズ
の

◆
谷
津
義
男
衆
議
院
議
員
（
自
民
）

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
口
問
題
と
し
て
出
生

率
増
加
で
は
な
く
出
生
率
の
急
激
な
減
少
が
、

よ
り
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

の
出
生
率
の
急
激
な
低
下
は
、
人
口
増
加
よ

り
も
難
し
い
問
題
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の

出
生
率
の
低
下
は
、
日
本
の
人
口
政
策
と
経

○
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
シ
ン
デ
イ
ン
グ
氏
！
～

人
口
問
題
は
複
雑
化
し
て
い
る

エ
イ
ズ
と
農
業
生
産
の
関
係
に
つ
い
て
＃

関
係
に
つ
い
て
の
話
題
が
出
た
。
エ
イ
ズ
と

食
料
問
題
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
少
し
お
話

を
お
聞
き
し
た
い
。

済
的
な
発
展
が
同
時
に
起
こ
っ
た
結
果
で
あ

る
と
思
う
。

現
在
の
人
口
問
題
は
、
四
十
年
前
に
比
べ

よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
。
区
別
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

起
き
て
い
る
こ
と
と
、
世
界
の
他
の
地
域
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
だ
。
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
は
未

だ
に
高
い
出
生
率
で
あ
る
。

■
・
ｂ
ｊ
７
１
０
Ｐ
ｏ
６
ｑ
Ｐ
。
‘
、

Ｖ
ｑ
Ｐ
ｄ
７
埒
Ｃ
Ｄ
ｑ
０
ｌ
Ｉ
ｂ
も
Ｊ
ｆ
４
ｊ
ｆ
‐
・
色
Ｐ
０

０
Ｊ
１
９
Ｐ
１
、
ｄ
・
８
０
●
１
リ
リ
ｈ
ｑ
Ｊ
ｆ
ｌ
ｂ
Ｊ
ワ
、
ロ

⑪
‐
△
８
９
少
軋

．。４
．

。
、

〉
〉

〉
）
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園 に
ゅ
う
す
ふ
ぉ
－
ら
む

川
鍋
榊
叔
遡
輔
職
深
刻
な
砂
漠
化

毎
年
全
土
で
三
Ｃ
ｏ
ｏ
平
方
キ
ロ

中
国
の
砂
漠
化
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
中
国
環
境
状
況
保
護
総
局
の
発

表
に
よ
る
と
、
中
国
全
土
で
毎
年
約
三

千
平
方
キ
ロ
脚
が
砂
漠
化
し
、
草
原
は
毎

年
八
千
百
平
方
キ
ロ
肘
が
劣
化
し
て
い
る

と
い
う
。
最
近
、
中
国
西
北
部
で
大
雨

に
よ
る
大
水
害
が
お
こ
っ
た
が
、
こ
れ

も
土
地
が
砂
漠
化
し
保
水
力
が
失
っ
た

こ
と
が
一
因
だ
っ
た
。
快
調
に
経
済
発

展
を
続
け
る
中
国
だ
が
、
こ
の
国
の
砂

漠
化
問
題
は
地
球
規
模
の
課
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
（
中
国
総
局
福
島
香
織
）

中
国
環
境
状
況
に
よ
る
と
、
一
一
○
○

一
年
中
国
の
三
分
の
一
の
地
域
の
平
均

気
温
は
六
十
一
年
以
来
、
最
高
、
あ
る

い
は
一
一
番
目
に
高
い
値
を
示
し
た
。
と

り
わ
け
西
北
部
や
華
北
、
中
北
部
な
ど

は
例
年
よ
り
一
・
二
度
も
高
く
、
前
年

に
続
い
て
大
干
越
が
起
き
た
。
国
営
通

信
・
新
華
社
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

の
国
内
第
三
規
模
の
バ
ダ
イ
ン
ジ
ャ
ラ

ン
砂
漠
と
第
四
規
模
の
テ
ン
ゲ
ル
砂
漠

が
三
カ
所
で
統
合
し
、
タ
ク
ラ
マ
ヵ
ン

砂
漠
に
次
ぐ
第
二
の
規
模
の
大
砂
漠
が

登
場
す
る
可
能
性
を
伝
え
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
六
月
上
旬
に
北
西
部

で
降
り
続
い
た
雨
は
、
三
千
万
人
以
上

の
被
災
者
を
出
す
広
域
水
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。

砂
漠
化
防
止
研
究
の
最
前
線
で
あ
る

新
譜
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
ト
ル
フ
ァ
ン
の

中
国
科
学
院
生
態
・
地
理
研
究
所
の
宋

郁
東
所
長
に
よ
る
と
新
躯
の
場
合
、
中

国
全
土
の
六
分
の
一
の
広
さ
（
百
六
十

六
万
平
方
キ
ロ
脚
）
を
占
め
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
水
資
源
は
全
国
総
量
の
わ
ず
か

三
％
で
毎
年
百
六
十
平
方
寿
包
脚
が
新
た

に
砂
漠
化
し
、
耕
地
の
三
分
の
一
の
土

壌
が
ア
ル
カ
リ
化
し
て
い
る
と
い
う
。

砂
漠
化
の
主
な
原
因
は
人
口
増
加
と

豊
か
な
生
活
だ
。
新
彊
の
人
口
は
こ
の

半
世
紀
で
四
倍
以
上
に
膨
れ
あ
が
り
耕

地
は
五
・
四
倍
に
増
え
た
が
、
そ
の
無

計
画
な
開
墾
、
生
活
の
近
代
化
に
伴
う

水
資
源
の
乱
用
が
砂
漠
化
を
加
速
さ
せ

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
石
油
開
発
や

西
部
大
開
発
に
よ
る
大
型
建
設
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
砂
漠
の
植
物
生
態
に
影
響
を
与

え
て
い
る
と
の
専
門
家
の
指
摘
も
あ
る
。

中
国
政
府
は
水
資
源
バ
ラ
ン
ス
を
回

復
す
る
た
め
に
、
農
地
を
森
林
に
戻
す

「
退
耕
還
林
」
政
策
を
進
め
、
新
華
社
が

伝
え
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

に
全
国
で
二
万
三
千
平
方
キ
ロ
肘
以
上
の

農
地
が
森
林
に
戻
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ

の
政
策
は
中
国
の
食
糧
問
題
に
直
結
す

る
。
中
国
は
こ
の
ほ
ど
穀
物
輸
入
量
増

大
の
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
こ
う
し
た

政
策
転
換
は
世
界
の
農
業
、
食
糧
事
情

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

●
中
国
夕
深
刻
な
砂
漠
化
…
…
…
記

●
エ
イ
ズ
禍
で
人
ロ
構
成
に
影
響
…
弱

●
新
性
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
…
弱

●
危
機
感
か
ら
「
南
宙
憶
力
」
・
…
；
剛

●
人
口
増
加
率
最
低
。
・
一
五
％
…
制

●
中
国
・
第
二
子
認
め
る
…
…
…
醜

●
高
齢
・
少
子
化
加
連
続
く
…
…
皿

拭Ｕ
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にゆ－すふお－らむ

宋
所
長
ら
は
砂
漠
に
道
路
を
建
設
す

る
際
、
同
時
に
防
砂
林
を
植
え
人
工
緑

地
帯
を
作
る
な
ど
新
た
な
植
物
生
態
系

創
造
に
つ
な
が
る
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
建

設
の
手
法
や
、
砂
漠
に
順
化
す
る
植
物

に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
、
砂
漠
と
の

戦
い
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
七

十
八
年
の
新
彊
の
森
林
の
比
率
は
一
・

四回

エ
イ
ズ
禍
ボ
ツ
ワ
ナ

人
口
構
成
一
に
影
響
も

中
高
年
な
ど
十
代
の
人
工
中
絶
増
加

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
厚
生
労
働

省
は
六
日
、
新
し
い
性
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
に
乗
り
出
す
方
針
を
固
め
た
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
男
女
の
違
い
を
認
め
合

う
意
識
を
育
て
、
責
任
あ
る
性
行
動
を

と
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
ｃ
「
性
育
」

国
連
が
今
月
一
一
日
に
発
表
し
た
最
新

の
エ
イ
ズ
報
告
書
に
よ
る
と
、
ポ
ッ
ワ

○
三
％
だ
っ
た
が
、
九
十
五
年
に
は
一
・

六
八
％
に
な
り
、
「
現
在
は
一
一
％
近
く
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
」
（
朱
所
長
）
。
こ

う
し
た
中
国
の
砂
漠
化
防
止
研
究
家
の

膨
大
な
努
力
は
、
豊
か
さ
を
求
め
て
猛

烈
に
発
展
を
急
ぐ
中
国
に
追
い
つ
く
こ

と
が
で
き
る
の
か
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
二
・
六
・
’
’
五
）

函

新
し
い
性
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

「
中
絶
増
加
歯
止
め
」
と
「
少
子
化
対
策
の
柱
」

（
仮
称
）
と
名
づ
け
文
部
科
学
省
に
呼
び

か
け
て
教
育
現
場
で
の
導
入
も
め
ざ
す
。

同
省
は
少
子
化
対
策
の
柱
の
一
つ
と
し

て
平
成
十
五
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に

盛
り
込
む
。

ナ
で
は
エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ

（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し

た
人
が
推
定
三
十
一
一
一
万
人
。
労
働
人
口

の
中
核
を
な
す
十
五
四
十
九
歳
の
年

齢
層
で
は
実
に
三
九
・
八
％
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ

に
感
染
し
て
い
る
。

と
く
に
若
い
女
性
の
感
染
率
が
高
く
、

都
市
部
の
産
婦
人
科
診
療
所
に
通
う
二

十
五
’
二
十
九
歳
の
女
性
の
感
染
率
は

五
五
・
六
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

だ
。こ
れ
ほ
ど
感
染
が
広
が
る
と
、
人
口

構
成
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
。

国
連
の
二
○
○
○
年
エ
イ
ズ
報
告
書
に

紹
介
さ
れ
た
一
一
○
二
○
年
時
点
の
ボ
ツ

ワ
ナ
の
人
口
予
測
ｌ
図
参
照
Ｉ
で
、
エ

テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
性
教
育
が
氾
濫
し
、
二
十
歳
未
満

で
性
交
を
経
験
す
る
若
者
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。

「
東
京
都
幼
稚
園
・
小
・
中
・
高
等
学

校
性
教
育
研
究
会
」
が
今
年
一
月
、
東

京
都
内
の
高
校
生
男
女
計
三
千
六
十
四

人
を
対
象
に
実
施
し
た
性
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
．
高
三
女
子
の
四
六
％
、

高
三
男
子
の
三
七
％
が
性
交
を
「
経
験

済
み
」
。
高
三
生
の
性
交
経
験
者
の
う
ち

避
妊
を
し
て
い
な
い
女
子
は
約
八
割
、

男
子
は
約
五
割
に
上
っ
た
。
ま
た
、
同

イ
ズ
の
流
行
が
な
か
っ
た
と
仮
定
し
た

と
き
の
人
口
構
成
は
外
側
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は

エ
イ
ズ
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
人
が
増
え

る
と
考
え
ら
れ
、
四
十
代
か
ら
上
は
細

い
煙
突
状
に
な
っ
た
内
側
の
人
口
構
成

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

現
時
点
で
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

は
と
も
か
く
、
近
い
将
来
、
一
世
代
が

ま
る
ご
と
失
わ
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
事

態
が
も
た
ら
す
影
響
は
深
刻
だ
。

（
産
経
新
聞
一
一
○
○
二
・
七
・
八
）
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省
の
母
体
保
護
統
計
で
は
、
平
成
十
二

年
の
十
代
の
中
絶
実
施
は
千
人
あ
た
り

一
二
・
一
人
で
、
十
年
前
（
六
・
六
人
）

の
約
二
倍
、
二
十
年
前
（
四
・
七
人
）

の
約
二
・
五
倍
に
急
増
し
て
い
る
。

米
国
の
研
究
報
告
で
は
、
人
工
中
絶

し
た
女
性
の
五
％
前
後
が
、
手
術
の
際

の
不
注
意
で
不
妊
症
に
な
る
と
の
デ
ー

タ
も
あ
り
、
厚
労
省
は
、
望
ま
な
い
妊

娠
や
人
工
中
絶
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

教
育
が
重
要
と
判
断
し
た
。

具
体
的
に
は
、
男
女
の
性
差
に
つ
い

て
知
識
を
持
ち
違
い
を
尊
重
し
な
が
ら

行
動
で
き
る
若
者
を
育
成
す
る
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
▽
保
健
所
や
医
療
機

関
な
ど
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の

整
備
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

「
性
育
』
の
対
象
者
は
、
全
年
齢
層
の

男
女
を
予
定
。
来
年
度
は
、
文
科
省
に

呼
び
か
け
た
う
え
で
、
性
の
専
門
家
や

教
育
関
係
者
ら
で
構
成
す
る
検
討
会
を

設
け
る
予
定
で
、
事
務
経
費
な
ど
を
含

め
て
数
千
万
円
を
来
年
度
予
算
に
概
算

要
求
す
る
。

（
産
経
新
聞
二
○
○
二
・
八
・
七
）

世
界
で
最
も
人
口
増
加
率
が
高
い
と

言
わ
れ
る
ア
ラ
ブ
諸
国
が
、
人
口
抑
制

に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
保
守
的
な
イ

ス
ラ
ム
教
の
影
響
で
家
族
計
画
の
普
及

は
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
成
功
国
チ
ュ

四回

危
機
感
か
ら
「
南
南
協
力
」

ア
ラ
ブ
諸
国
、
人
口
抑
制
策
に
力

ニ
ジ
ア
が
他
国
の
専
門
家
に
啓
発
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る
研
修
を
始
め
る
な

ど
、
途
上
国
同
士
が
支
援
し
合
う
「
南

南
協
力
」
で
域
内
の
連
携
を
強
め
つ
つ

あ
る
。

ア
ラ
ブ
諸
国
で
人
口

増
加
率
が
世
界
平
均
の

一
・
二
％
を
下
回
る
の

は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
ジ
ブ

チ
だ
け
。
十
一
カ
国
・

地
域
が
ア
フ
リ
カ
平
均

の
二
・
三
％
を
も
上
回

る
。

｜
方
、
日
本
な
ど
先

進
国
の
増
加
率
は
限
り

な
く
ゼ
ロ
に
近
い
。
世

界
の
人
口
爆
発
に
歯
止

め
を
か
け
る
上
で
、
ア

ラ
ブ
諸
国
の
取
り
組
み

は
か
ぎ
に
な
る
。

ア
ラ
ブ
諸
国
は
、
国

（
朝
日
新
聞
外
報
部
・

堀
内
隆
）

連
が
九
十
四
年
に
カ
イ
ロ
で
開
い
た
国

際
人
口
・
開
発
会
議
を
契
機
に
「
南
南

協
力
」
の
検
討
を
始
め
た
。
湾
岸
産
油

国
以
外
は
ど
こ
も
国
内
資
源
に
乏
し
く
、

人
口
の
急
増
が
発
展
の
妨
げ
に
な
る
と

い
う
共
通
の
危
機
感
が
背
景
に
あ
る
。

九
十
九
年
に
は
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
支
援
で
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で

の
研
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

毎
年
二
回
、
首
都
チ
ュ
ニ
ス
の
家
族

人
口
公
団
（
Ｏ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
）
研
修
セ
ン
タ
ー

に
、
ア
ラ
ブ
や
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
保
健

省
医
官
や
家
族
計
画
団
体
の
ス
タ
ッ
フ

が
集
ま
る
。
｜
～
二
カ
月
の
研
修
で
、

効
果
的
な
家
族
計
画
普
及
の
た
め
の
教

材
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
。
指
導
者

は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
の
専
門
家
。
今
年
六

月
ま
で
に
モ
ロ
ッ
コ
や
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

な
ど
十
八
カ
国
か
ら
延
べ
八
十
人
が
参

加
し
た
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
五
十
六
年
の
独
立
以

後
、
全
国
二
十
四
カ
所
に
家
族
計
画
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
張
り
巡
ら
せ
、
避
妊
其
の

配
布
や
不
妊
手
術
に
取
り
組
む
一
方
、

指
導
員
が
戸
別
訪
問
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
訪

問
を
呼
び
か
け
た
。
避
妊
具
の
普
及
率

根
強
い
反
発
も

6０



にゆ－すふぉ－らむ

住民基本台帳による都道府県別人口
（02年３月81日時点、Aは減少）

人口(人）雫葵拳増艤
北海道5,667,024Ａ8,285A0.15
青森1,492,669Ａ4,367Ａ０．２９
岩手1,416,421Ａ5,375Ａ0.38
宮城2,348,4651,2990.06
秋田1,190,007Ａ7,559Ａ0.63
山形1,236,978Ａ4,386Ａ0.35
福島2,128,309A5,087Ａ0.24
茨城2,995,384Ａ１９９ム0.01

霊篝柵:鑑｝:器８:８９
埼玉6,926,51428,2950.41
千葉5,950,58430,1860.51
束京11,905,71286,8670.73
神奈川8,484,74458,9610.70
新潟2,470,641Ａ6,259A0.25
富山1,122,559Ａ1,855A0.16

惠巽’鰯:鑓ｉ鵲ilI:！§
山梨885,196Ａ８８１A0.10
長野2,203,200Ａ1,298Ａ０．０６

慧鳧；;+:柵A2隅AI:器
愛知6,964,78329,7520.43
三童1,858,120Ａ７７０ム0.04
滋賀1,341,4056,7840.51
京都2,563,344１３９０．０１
大阪8,636,217７．６１６０．０９
兵庫5,550,41913,0540.24

霜歌舟｝;i篭:;；iii:鰯fI:;；
鳥取616,642A４３６A0.07
島根759,303Ａ2,841Ａ0.37
岡山1,957,228Ａ３０１Ａ０．０２
広島2,869,011A3,185ム0.11
山口1,522,696Ａ6,248Ａ0.41
徳島829,185A2,056Ａ0.25
番川1,031,470Ａ1,778Ａ0.17
愛暖1,505,047Ａ3,795Ａ0.25
高知816,054A1,815Ａ0.22
福岡4,990,49411,2670.23
佐賀880,665Ａ1,974Ａ0.22
長崎1,522,140A5,258Ａ０．３４
熊本1,869,075Ａ1,341A0.07
大分1,231,533Ａ2,896A0.28
宮崎1,182.062A2,473Ａ0.21
鹿児島1,780,157A3,074Ａ０．１７
沖縄1,343,1249,0020.67
計126,478,672193,8670.15

が
過
去
二
十
年
間
で
倍
増
し
て
六
割
を

超
え
、
六
十
六
年
に
七
を
超
え
て
い
た

合
計
特
殊
出
産
率
（
女
性
が
一
生
に
産

む
子
ど
も
の
数
）
は
、
世
界
平
均
を
下

回
る
二
・
一
○
に
減
っ
た
。

ア
ラ
ブ
諸
国
に
は
「
子
ど
も
は
神
か

ら
の
授
か
り
も
の
」
と
い
う
発
想
や
欧

米
文
化
へ
の
根
強
い
反
発
が
あ
り
、
先

進
国
に
よ
る
家
族
計
画
支
援
が
受
け
入

れ
ら
れ
に
く
い
。
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義

勢
力
が
強
い
エ
ジ
プ
ト
南
部
な
ど
で
欧

米
の
援
助
団
体
が
村
の
長
老
に
入
村
を

阻
ま
れ
た
例
も
。
「
南
南
協
力
」
は
支
援

す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
同
じ
文
化
を
共

有
す
る
か
ら
、
感
情
的
な
摩
擦
を
あ
る

程
度
避
け
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
医
療

専
門
家
の
間
に
は
「
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
事

例
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
の
は
難
し

い
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
が
成
功
し
た
の
は
、
一

夫
多
妻
制
の
廃
止
や
男
女
同
権
の
法
制

化
な
ど
、
女
性
が
家
族
計
画
に
参
加
し

や
す
い
環
境
が
す
で
に
あ
っ
た
か
ら
だ
。

｜
方
、
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
社
会
は
女

性
を
社
会
か
ら
遠
ざ
け
る
。
ヨ
ル
ダ
ン

の
ょ
う
に
比
較
的
女
性
の
就
学
率
が
高

い
国
で
さ
え
、
地
方
で
は
夫
の
同
意
な

し
に
は
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
行
け

な
い
。
ピ
ル
や
子
宮
内
避
妊
具
（
Ｉ
Ｕ

Ｄ
）
な
ど
近
代
的
避
妊
法
の
普
及
率
は
、

イ
エ
メ
ン
や
イ
ラ
ク
で
は
わ
ず
か
一
○
％

だ
。

総
務
省
は
一
一
一
十
日
、
今
年
三
月
末
の

住
民
基
本
台
帳
人
口
は
一
億
二
六
四
七

チ
ュ
ニ
ジ
ア
は
次
の
一
手
と
し
て
、

独
自
の
青
少
年
向
け
性
教
育
活
動
も
南

南
協
力
で
広
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

若
い
う
ち
に
家
族
計
画
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
も
ら
え
ば
、
将
来
の
人
口
抑
制

に
つ
な
が
る
と
の
ね
ら
い
だ
。

国

性
教
育
を
検
討

増
加
一
率
最
低
、
川
％

前
年
比
出
生
者
数
も
最
低

万
八
六
七
二
人
で
、
前
年
に
比
べ
十
九

万
三
八
六
七
人
増
え
た
と
発
表
し
た
。

前
年
比
増
加
率
は
○
・
一
五
％
に
と
ど

ま
り
、
六
十
八
年
に
調
査
を
始
め
て
以

来
、
増
加
数
、
増
加
率
と
も
最
低
。
東

京
都
や
神
奈
川
県
な
ど
都
市
部
へ
の
人

口
集
中
に
拍
車
が
か
か
る
一
方
で
、
人

口
が
前
年
よ
り
減
っ
た
道
県
は
過
去
最

高
の
三
十
一
一
に
達
し
た
。
少
子
高
齢
化

が
年
々
進
む
中
で
や
せ
細
る
地
方
の

姿
が
透
け
て
見
え
る
。

こ
の
一
年
間
の
出
生
者
数
は
、
前
年

よ
り
も
九
二
四
五
人
少
な
い
二
七
万

一
三
二
○
人
で
、
前
年
の
過
去
最
低
を

さ
ら
に
更
新
し
た
。
死
亡
者
数
は
九
十

こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
抑
制
の
効
果

が
出
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
イ

ス
ラ
ム
社
会
の
伝
統
や
習
慣
を
尊
重
し

つ
つ
家
族
計
画
の
普
及
が
期
待
で
き
る
。

日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
計
画
に
賛
同
し
、

支
援
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。

（
朝
日
新
聞
二
○
○
二
・
八
・
七
）

￣￣￣

住民基本台帳
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六
万
九
三
五
六
人
で
、
前
年
に
比
べ
二

万
六
三
○
九
人
増
え
た
。

人
口
が
増
え
た
の
は
十
五
都
府
県
。

伸
び
率
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は
○
・

七
三
％
増
の
東
京
都
で
、
次
い
で
神
奈

川
県
、
沖
縄
県
。
東
京
都
は
八
万
七
千

人
の
増
加
で
、
伸
び
率
も
前
年
（
○
・

六
四
％
）
を
上
回
っ
た
。
転
入
者
は
転

出
者
よ
り
七
万
二
千
人
上
回
っ
て
い
て
、

地
下
下
落
を
背
景
に
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
な
ど
に
よ
る
「
都
心
回
帰
」
の
傾

向
を
裏
付
け
て
い
る
。

人
口
が
減
っ
た
の
は
三
十
二
道
県
で
、

前
年
の
一
一
十
六
か
ら
六
増
え
た
。
最
も

減
っ
た
の
は
北
海
道
の
八
二
八
五
人
で
、

次
い
で
秋
田
県
、
新
潟
県
。
一
一
十
一
年

連
続
で
人
口
が
減
っ
て
い
る
秋
田
県
の

場
合
、
減
少
率
は
前
年
の
○
・
四
九
％

か
ら
○
・
六
三
％
に
拡
大
し
た
。

年
齢
別
の
人
口
割
合
は
六
十
五
歳
以

上
が
一
八
二
一
五
％
で
、
前
年
に
比
べ

○
・
五
六
ポ
イ
ン
ト
増
え
た
の
に
対
し
、

十
五
歳
未
満
は
一
四
・
三
三
％
で
、
前

年
に
比
べ
○
二
七
ポ
イ
ン
ト
減
っ
た
。

一
世
帯
の
平
均
人
数
は
二
・
六
○
人
で
、

前
年
よ
り
○
・
○
三
人
減
っ
た
。

（
朝
曰
新
聞
二
○
○
二
・
八
・
’
一
一
一
）

【
北
京
ｍ
Ｈ
Ｉ
佐
伯
聡
士
］
中
国
政
府

は
三
十
一
日
、
新
華
社
通
信
を
通
じ
て
、

｜
組
の
夫
婦
に
子
供
一
人
を
提
唱
す
る

「
一
人
っ
子
政
策
」
を
緩
和
し
、
第
二
子

厚
生
労
働
省
は
十
日
午
前
、
公
的
年

金
の
積
立
金
を
財
源
に
高
校
・
大
学
な

ど
の
生
徒
・
学
生
一
人
に
対
し
、
年
間

五
十
万
円
を
限
度
に
無
利
子
で
融
資
す

る
「
若
者
皆
奨
学
金
制
度
」
の
創
設
な

ど
を
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に
提

示
し
た
。
少
子
化
対
策
の
一
環
で
、
高

等
教
育
に
か
か
る
親
の
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
で
経
済
的
な
不
安
の
解
消
を
図

西ｴエ

画
高
蝋
化
駒
難
徽
窯
人
に

子
育
て
支
援
へ
奨
学
金
創
設
／
無
利
子
で
年
印
万
円

第二子認める

■新ii:lEL施行Ｌ

Ｌ高齢化鋤め狙う

出
産
も
認
め
る
と
し
た
「
人
口
及
び
計

画
生
育
法
」
を
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
と
発
表
し
た
。
三
人
目
容
認
」
を
法

制
度
上
初
め
て
保
証
す
る
こ
と
で
、
高

齢
化
の
進
行
に
歯
止
め
を
か
け
る
狙
い

だ
。中
国
で
は
、
一
九
七
九
年
か
ら
産
児

制
限
政
策
が
始
ま
っ
た
が
、
立
法
化
さ

れ
ず
、
各
地
方
政
府
が
独
自
の
規
則
を

定
め
、
対
応
し
て
き
た
。
労
働
力
確
保

か
ら
複
数
の
子
供
の
出
産
を
認
め
て
き

た
農
村
に
対
し
、
都
市
部
で
は
、
厳
格

る
と
と
も
に
、
将
来
の
年
金
の
支
え
手

を
確
保
す
る
の
が
狙
い
だ
。

同
省
に
よ
る
と
、
若
者
皆
奨
学
金
の

融
資
対
象
は
「
十
六
歳
か
ら
一
一
十
歳
代

後
半
ま
で
の
生
徒
・
学
生
」
。
「
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
者
」
を
対
象

と
す
る
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
貸
与
と

異
な
り
、
次
の
時
代
を
担
う
若
者
す
べ

て
に
適
用
す
る
「
皆
奨
学
金
」
と
い
う

な
「
一
人
っ
子
政
策
」
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。

新
法
は
産
児
制
限
政
策
の
継
承
を
う

た
う
一
方
で
、
「
法
律
、
規
則
の
条
件
を

満
た
す
者
は
、
第
二
子
出
産
を
（
関
係

部
門
に
）
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

明
記
し
て
い
る
。
現
在
、
地
方
政
府
の

規
則
の
大
半
に
あ
る
「
夫
婦
と
も
一
人
っ

子
の
場
合
、
第
一
一
子
を
産
め
る
」
と
の

規
定
が
、
法
的
裏
付
け
に
よ
り
都
市
部

で
も
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
読
売
新
聞
二
○
○
二
・
九
・
｜
）

新
た
な
理
念
を
打
ち
出
し
た
の
が
特
徴
。

融
資
の
た
め
に
は
保
護
者
や
二
十
歳
以

上
の
学
生
が
「
公
的
年
金
の
加
入
者
」

で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
返
済
を
怠
っ

た
場
合
に
公
的
年
金
の
給
付
減
額
も
想

定
し
て
い
る
。

奨
学
金
の
返
還
は
二
十
年
期
限
で
、

生
徒
・
学
生
が
就
職
後
に
支
払
う
の
を

基
本
と
す
る
。
企
業
な
ど
に
就
職
し
、

厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
す
る
際
に
は
「
奨

学
金
の
返
還
」
を
義
務
付
け
る
考
え
だ
。

同
省
な
ど
の
試
算
で
は
、
全
国
の
生

徒
・
学
生
約
八
○
○
万
人
に
五
十
万
円

を
融
資
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
は
年

間
約
四
兆
円
と
な
る
。
財
源
に
は
厚
生

年
金
な
ど
公
的
年
金
の
積
立
金
約
一
一
○
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にゆ－すふぉ－らむ

◇全国の長寿者上位20人◇
順

術年齢住所位

①,本郷かまと女ｌｌ５鹿児島市
②中願寺雄吉男１１３福岡県小郡市
③川手ミトヨ女１１３広島市
④小山ウラ女１１２福岡県飯塚市
⑤伊藤ミセ女ｌｌｌ静岡市
⑥三澤つる女１１l兵庫県芦屋市
⑦谷久米吉男１１１徳烏県小松島市
⑧橋元唯之肋男ｌｌｌ兵庫県三田市
⑨田中沢世女１１l福岡県行橋市
⑩矢野こみつ女１１０神戸市
⑪ｌｌｌｌ宗根蒲男１１０沖縄県具志川市
⑫田上きんの女１１０岐阜県下呂町
⑬)福原ツル女１１０沖縄県金城町
,⑭遠藤豊女ｌｌＯ静岡市
⑮米原ヨキ女ｎｏ島根県出雲市
⑯田村字太郎男１１０束京都世田谷区
⑰川田紀夫男１１０徳島市
⑱宇栄カメ女ｌｌＯ那覇市
⑲比嘉カメ女ｌｌＯ那覇市
⑳嶋津はる女１１０横浜市

（敬称略。年齢は９月30日現在）

今
月
末
ま
で
に
百
歳
以
上
と
な
る
お

年
寄
り
は
、
前
年
よ
り
二
四
五
九
人
増

え
て
一
万
七
九
三
四
人
と
な
り
、
三
十

一
一
年
連
続
で
過
去
最
多
を
更
新
し
た
こ

と
が
十
日
、
厚
生
労
働
省
の
発
表
し
た

「
全
国
高
齢
者
名
簿
」
（
長
寿
番
付
）
で

分
か
っ
た
。
今
年
度
中
に
百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
る
お
年
寄
り
も
、
前
年
よ
り

○
兆
円
を
活
用
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
同
日
の
年
金
部
会
で
は

①
現
在
、
最
長
一
年
に
な
っ
て
い
る
育

児
休
業
期
間
の
厚
生
年
金
の
保
険
料
免

一
二
四
七
人
増
え
て
一
万
五
十
二
人
と
、

初
の
一
万
人
台
に
。
長
寿
日
本
一
は
女

性
が
十
六
日
で
二
五
歳
に
な
る
本
郷

か
ま
と
さ
ん
（
鹿
児
島
市
）
で
四
年
連

続
、
男
性
が
三
年
連
続
で
一
一
三
歳
の

中
願
寺
雄
吉
さ
ん
（
福
岡
県
）
と
な
っ

た
。長
寿
番
付
は
三
十
日
時
点
の
年
齢
を

除
期
間
を
三
年
に
延
長
す
る
②
自
営
業

者
ら
国
民
年
金
加
入
者
に
も
育
児
期
間

中
の
保
険
料
免
除
制
度
を
設
け
る
ｌ

な
ど
の
論
点
が
示
さ
れ
た
。
【
因
幡
健
悦
］

坂
口
力
厚
生
労
働
相
は
十
日
の
閣
議

に
○
二
年
版
厚
生
労
働
白
書
を
提
出
し

た
。
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
と
経
済
・
産
業
構
造
の
変

化
を
受
け
て
、
社
会
を
支
え
て
い
る
現

役
世
代
の
働
き
方
や
所
得
水
準
に
つ
い

て
分
析
を
行
っ
た
。

女
性
の
働
き
方
に
つ
い
て
み
る
と
会

社
員
、
公
務
員
な
ど
の
雇
用
さ
れ
て
い

る
女
性
は
夫
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
世
帯

の
半
数
を
占
め
る
ま
で
増
え
、
育
児
の

た
め
一
一
十
五
～
三
十
四
歳
の
層
で
女
性

労
働
力
が
減
る
Ｍ
カ
ー
ブ
も
浅
く
な
る

な
ど
、
現
役
世
代
を
通
じ
て
就
業
す
る

人
が
増
え
て
い
る
。

半
面
、
女
性
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

も
と
に
、
一
日
現
在
で
集
計
。
今
月
末

ま
で
に
百
歳
以
上
と
な
る
男
性
は
二
八

七
五
人
、
女
性
は
一
万
五
○
五
九
人
で
、

女
性
が
全
体
の
八
四
％
を
占
め
た
。

人
口
十
万
人
当
た
り
の
百
歳
以
上
の

長
寿
者
数
は
全
国
平
均
が
一
四
・
○
九

人
。
都
道
府
県
別
の
上
位
は
①
沖
縄
県

（
三
九
・
五
人
）
③
高
知
県
（
三
五
・
○

六
人
）
③
島
根
県
（
二
八
・
六
五
人
）

の
順
で
、
沖
縄
県
は
九
十
年
以
来
十
三

者
の
七
割
近
く
を
占
め
、
一
般
労
働
者

と
の
賃
金
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
。

白
書
は
「
会
社
人
間
の
夫
と
そ
れ
を

支
え
る
専
業
主
婦
の
妻
」
か
ら
、
男
女

と
も
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
や
就
労
意
識

に
応
じ
て
働
き
方
が
変
化
す
る
た
め
、

働
き
方
の
多
様
な
選
択
肢
と
公
正
な
処

遇
を
確
立
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

白
書
は
ま
た
、
公
的
年
金
制
度
に
対

す
る
不
安
感
の
高
ま
り
を
受
け
「
我
が

国
の
経
済
社
会
が
存
続
す
る
限
り
、
公

的
年
金
制
度
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
は
あ
り

得
な
い
」
と
異
例
の
反
論
を
掲
載
し
て

い
る
。

【
高
安
厚
至
］

（
毎
日
新
聞
二
○
○
二
・
九
・
’
○

（
夕
刊
）
）

年
連
続
の
ト
ッ
プ
。
逆
に
少
な
い
の
は

①
埼
玉
県
（
六
・
五
六
人
）
②
青
森
県

（
七
・
五
一
一
一
人
）
③
愛
知
県
（
八
・
六
一

人
）
で
、
今
年
も
「
西
高
東
低
」
の
傾

向
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

厚
労
省
老
健
局
は
「
長
寿
者
の
数
は
、

団
塊
の
世
代
の
子
ど
も
た
ち
が
百
歳
に

到
達
す
る
一
一
○
七
○
年
代
に
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
」
と
み
て
お
り
、
右
肩
上
が
り

の
増
加
が
続
き
そ
う
だ
。
［
須
山
勉
］
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2．東南アジア諸国等人ｎ．開発基礎調査穀告薔

－インド国一

ReportonlheBasicSurveVDfPDpulationandDevclopment

inSoulheastAsianCountrieS

-llldia-
昭和58年度

l・中華人民共和国人ｎ．家族計画濫礎調査報告書

BasicSurvervonPopulalionandFamiIyPlalminginthe

PeopleisRopublicofChina（英語版）

生育率和生活水平尖系中日合作ilM査研究根告苓

（'|]国語版）

３．中華人民共和則人口・家族計画第二次雑礎調査報f1了普

BasicSurvev(mou1PopulationandFamilyPlanningiI1ihe

PeopIeosRepublicofChina

4k育率和生活水iWz共系第二吹中日合作凋査研究搬告|；

（Ｉ１１Ｉｌ３藷版）

昭和59年度
4．ネパール王国人口・家族計、基礎調査

BasicSurveyReportonPopulalionandFamilvPlanllillgin

lheKingdomolNepal（英語版）

1．アジア諸ＩＨＩの農村人口と農業開発に関する調査報告書

一インド国一

ReDor1olutheSulvevofRu｢alPopulaIionandAgricultural

DevekDplneI】tinAsianCountri醍

一India-（英語版）

５．ロ本の人口郁市化と|洲発

UrbanizationaI1dDevclopmenIil】Japan（英語版）

2．東南アジア諾ｌＪｉ１等人I非開発基礎iiIH盃報告

タイ同一

Rel〕or【()nlheBasicSurvcv(〕IPopuIati(DnandDevelopmenl

inS【】uIheasIAsiamCounlries

Thailand－

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調査

一データ編一

SulwyoIUrbanizalion,LivingEI1vimnmentandWe]mTein

BangdKok-Data-（英語版）

７．スライド

１１本の都市化と人口（'1本譜版）

ＩｱrbanizalioI1imdPDpuIationinJapaｎ（英語版）

ｎ本的城市化与人口（中国語版）

UrbanisasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

３．Ⅱ本の人口職換と農村珊発

DemogmphicTmnsiti()nilljapaI1andRuIall)evd()plnenI

（英船版）

`1．SurveyofFerUliIvandLivingSIandardsinCI1ineEIeRural

Areaｓ－ＤａｔａＡⅡlhehousel]01.s()I1wovillagcsinJilin

ProvillcesuTvevedbyque＆tioI1Ilaires（英語版）

芙干中国衣村的人、'{：育率写生iWi水平的ilM査根侍

一対千古林省町ﾉi､村逃行全戸ITij談:1M査的鼈果－

－銃汁鋼一（'''１蕊|語順）

昭和61年度

１．アジア諸国の磯村人口と農業開発に側する調査報告11ド

ーインドネシア画一

ReporIontheSurvevcfRuralPopulalionaIldAgIiculluml

DcveIopmenlimAsiaI〕Counlries

-IlldonesiaK英語版）

5．スライド’7本の農業、磯村|照発と人同

－その軌跡一（Ⅱ本譜版）

Ａｇ｢iculIural＆RuralDevelopn1emalldPopulati【Dnil]JapaI1

（英語版）

ｌ｣木次)Ⅱ(衣村的友展和人口的推移（中国語版）

Perkel1lba】uganPerlanian，MasyarakalDesaDanKepeル

dudukanDijepaI1g（インドネシア譜版）

（以}が１カ国版スライドは､「1本潅業教育スライドコン

クールにて優秀賞を受賞しました）

2．東南アジア諸国等人1斗'1M発鑓礎調査報告瞥

一インドネシア画一

ReportoI1tlleBasicSlIrveyofPopulati(〕nandDevel()pmelll

mSoutheastAsianC(〕ulllries

-Indoncsia-（英語版）

３．在ロ留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－
昭和60年度

１．アジア緒同の鍔村人ロと澁業|)H苑にMHする綱査報告香

一タイ国一

Report(mtheSurvevofRuraIPopulatioI1andAgricullural

lルvelopmeI1IinAsiaIlCountries

-Thaikmd-（英語版）

４．ロ本の労働力人'二Iと開整

LaborForceandDevelopmen1injapan（英諾版）

５．人｢1と開発凹連統計災

Denlogr3pllican〔lSocio-EcollomiclndicalorsoＩＩＰ()pulalion

mdDevcl()plnem（英語版）
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DevelopnlemIinAsianCounlries

-Nepal-（英語版）
６．スライドｎ本の産業発展と人口

－その原動力，電気一（日本語職）

IndustrialDeve]opmenIandPopulationinJapan
‐ＴｈｅｐｒｉｍｅＭ(wcr-EIectricilv-（英語版）ジ

ロ本的)錘'112友展与人ロ

ー其原劫カー型気一（中国語版）

ｌ)eInbanguIlanIlldustridﾋﾟlnkependuduka]IdiJepang
-PeIuggErakCtama-TengaLisIrik-

（インドネシア語版）

東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書
一中埴人民共和国一

ReportonlhellasicSurveyofPopulaUonaI1dDevelopmenl
iI1SoutI1eas【AsianCountries

-Chil1a-（英語版）

ワ
ー■

3・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告諜
一タイ画一

7．ネパール王国人1コ・家族計画第二次基礎調査

ComplementarvBasicSuTveyReportoI1Populationand
FamilVPlanninginIhekillgdomofNepal

４．日本の人口と家族

PopulationandtI1eFamilyinJapan（英語版）

昭和62年度

1．アジア報国の農村人｢Iと農業開発に閲する調査報告書
－１１]華人民共和掴一

ReportonlheSurvcyofRuralP(〕pulalionandAgricultural
DeveI〔)p】nenlinAsianCountries

-ChiI1a-（英語版）

５．アジアの人口帳換と１１M発一総計集一

DemogmphicTmnsilionandDcvelopmentjnAsianCOuntries

-OverviewandStatisIicalTables-

（英語版）

６．スライド

Ｌ1本の人口と家族（日本語版）

FamiIVandPopulationinJapan-AsiaIIExperieIlce-
（英語版）

日本的人口与家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluaIFgnJepang（インドネシア語版）

東南アジア諸国等人口・學朋iii基礎調査報告書
一K|｣韮人民共ｆ１１国一

RepotDm【heBasicSurvey(〕fPopLllationandDeveloplnent
illSoutheastAsianCounlris

-ChiI1a－（英語版）

ウ
ー■

7．ペルー共祁国人口家族計画基礎調査

３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告禅
一フィリピン国一平成元年度

１．アジア猪国の農村人口と農業開発に関する調査報告響
一バングラデシュ極－

ReporlonthGSurveV(〕fRumlPOpulationandAgricultuml
Development-Bangl劇desh-（英語版）

４．N本の人、と農業開発

Ｐ(〕pu]ationandAgriculIuralDevelopmentinJapalU
（英語版）

５．ネパールの人口・開発・環境

Poplllalion,DeveIopmentandEnvir(〕nmenlinNepaI
（英語版）

2．東南アジア諸国等人口・lIH発韮礎調査報簡替
一ネパール国一

ReportDntheBasicSurveyofPopuIauiol1andDevelopmenl
inSoulI1eastAsianCountries

-Nep〔'1－（英語版）

６．スライド

Ｌ1本の人口移動と経済発展（日本語版）

TheMigraloryMovcnlenlandEc【)nomicDevelopmeI1［ｉｌ１
ＪａＩｘｍ（英語版）

日本的人口移劫与藥済友展（''１国語版）

PerpindahanPenduduk［〕anPerkembanganEkonomiDi
jePang（イン1Lヅネシァ語版）

3・アジア諸国からの労働力流lPllに閥する調在報佇耕
一マレーシア国一

.'、日本の人口搬送変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StrucILI｢alChalTgeiI1PopulalionandDevelopmenl

-Japan,sExperienceiI1Aging-（英語版）
７．トルコ'１１人口家族計画基礎調査

昭和63年度

1．アジア諸国の農村人口と磯業開発に関する調査報告諜
一ネパールILFI-

ReporlonlheSurvcyolRuraIPopuIalionandAgricullural

５．スライド

雨齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を旧指して－（、本譜版）

AginginJapan-Challen鷲esandPmspecls-

“



(英語版）

辺人高齢化社会的ｐ本正面llIii桃ILiR-追求具生命意又

的老年生漉一（中国語版）

TantanganMasyarakaKLaI1jlnusiaJepang

(インドネシア語版）

（本作品は．1990年肋日本視聴覚教育協会主催優秀映

鍵教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

－フィリピン国一

ReporlontheBasicSurvevofPopulationandDevelopment
inSoutheastAsianCountries

-Philippines-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告番

一中華人民共和国－

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

SImtegicMeasuresfortheAgficulturalDevelopmenl

-ComparativeStrudiesonFiveAsianCoumries-(英語
版）

4．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionaIDevelopmemandPopulationinJapan

-TTendsandProspectsintbel990s-（英語版）

５．スライド

日本の地域閉発と人口（日本語版）

RegmalDevelopmentandPopulalioninJapan（英語版）
日本的区域汗友和人ロ（中国語版）

PermbangunanDaerahdanPopul砥idiJepang

（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と磯業開発に関する報告書

一フィリピン国一

Report、nlheSuweyofRuralPopulationandA幻icuhuml

Development-Philippines－（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigTanoninAsia（英語版） 2．東南アジア諸国等人ロ・開発基礎調査報告書

一バングラデシュ国一

Repor1onlheBa$icSurveyofPopulaIionandDevelopment
inSoutheastAsianCountries

-Bangladesh-（英語版）

平成４年度

1．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一マレーシア国一

ReportontheSurvevofRumlPopulationandAgricultural

Developmenl-Malaysia-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査報告書

一インドネシア国一

4．日本の人口・開発・環境一アジアの経験一

Population,DevelopmentandEnvironmentinJapan

-AsianExperience-（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

－ベトナム国一

ReportonU1eBasicSurveyoIPopuIalionandDevelopmem

inSoulheaslAsianCountTies

-VietNam-（英語版） ５．スライド

ロ本の環境・人口・開発（日本語版）

EIwironmenloPopuIationamdDevelopmentmJapan（英

語版）

日本的坏境‘人口・升友（中国語版）

Lingkumgan,PendudukdanPemban副nanJepang（イン
ドネシア語版）

（本作品は、1991年鋤日本視聴覚教育協会主催優秀映

像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一スリランカ国一

４．アジアの産業嬢換と人口

171.1】strialTransilionandPopulationi、Ａｓｉａ

（英語版）

５．スライ贋・ビデオ

明ｕに生きる一日木の産業帳換と人口－（日本語版）

LivingfOrTomorrow--IndustrialTransitionandPopula‐

lioninJapan-（英語版）

生活在明天一日本的芹1k繕換与人、一（中国語版）

IIidupUnlukHariEsok-PemlihanSlrukturlndustTi

DanPOpul錘iDiJepang-（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

ProspecIsofUrbanizatiollinAsia（英語版）

平成３年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一スリランカ国一

Repo｢tontbeSurveyRuIalPopulalionandAfKricuItu噸l

Development-SriLanka-（英語版）平成５年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する報告響

一ベトナム国一 2．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書
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平成７年度 Rep〔】rt〔)nIheSurveyolRuralPopulationandAgricuIIu｢aI
Developmcn1-VietNam-（英謡版）

1．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発聴礎調査報告
響一パキスタン国一

Relx〕rtontl】eBasicSurveyonAgriculIuI･aIandRuralDc‐
vel()pIneIllbyProglessSIageiI】AsiaIlCounlries

-Pakislan－（英禰版）

東|櫛アジア猪''１等人｢１．Ｗ１発聖職調査報瞥謝
～スリランカ－

Rep〔)１１ｏｎＵ１ｅＢａｓｉｃＳｕｒｖｅｖＭＰｔ〕I〕ulalio1lalldDevelopmenl
inSoulI1easlA薊anCoulllries

-SriLanka-（英語版）

０
－■

２．アジア諦国の都市化とＩ)9発基礎洲翫報告晋
一ネパールIT1-

Reporl()IllheSurvey()IUrbaJlizali(】llandDeve]Qpm(mllin
AsianCountriesNepaI-（英語版）

３．アジア,識Elの人'１１１涜源9M発と労働力に関するiii査研究
報fIfブドーフィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口とMII発一

Ｃｌ]allengeaI1dStralcgyDIAsianNati【〕ns

-PopuIalionandSusInina1)leDevelopment-
（蕊禰版）

３．アジア紺国の人間資鰔ＩＮＩ苑と労働ﾉﾉにl乳けるiilH盗研究
報告響一インド国一

４．アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EIY1poweImel]IolWoJ】leninAsia（英語版） ｡、スライド・ビデオ

女たちの挑戦一女性の地位Ihl-l:と|]水の人口一
（１１本諦版）

WomcI1imdIheirCballen深s-lII1pToven1enlsintlle

SIalusofWollucn【hePol〕ul(l(iollofJapan-
（英語版）

女性的挑蛾女性地位的提商j７，本的人、
（''１同語版）

TaI1【angaIlKaumWIlnita-Em】ansipasiWaniladan
P()pulasiJepallg‐（インドネシア語版）

５．スライド,ビデオ

アジアを拓け‐女'1F１１ﾐたち－（１Ｍm;譜版）

ABrigI1IofGendc「Equalily-EIllI)oｗｅｍｌｅｎｌｏｆＷｏｍｅｌｘ
ｉｎＡｓｉａ－（英滞版）

通性'三1弧之路一今Ｈｉｌｉ洲女性一（lIIlI1諮版）

HarpaJ1CemllbagiPersanlaanK（IumWal1ilaAsian

MerambahJalal〕－（インドネシアi;ﾉﾄ版）

平成８年度

平成６年度lアジア緒Ｉ型の寵腱段階別農業．､磯村開発｣1k礎調斑報f1ナ
ｉｌドーラオス人災民主｣（和lJ4-

Rel〕'Drlol]lhei3asicSul･veyonAgricLlllu｢al［mdRurfUlDe-

vell)pmembyProglUssS1ageinAsinuCoＬｍｔｒｉｅｓ

ＬａｏＰｅ〔)ple1sDemocmlicRepubIic（英謡版）

Ｌアジア綴圃の発展段階3'1農業・農村ＩＭＩ発些礎調査報告
ｉｌドーインド国一

Ｒ()porl【〕nlheBasicSurvevoI】Agricu1luralalldRumlDe-

velopnl〔)ｌ１ＩｂｙＰｒ(DgiUssS1ageinAsiax1Coumries

－１】]dｉｍ－（英摘版）
９
－● アジア諸国の都市化と開花洲杏報告Ｔｌド
ーフィリビン国一

Rel)ortonII】eSurveyDfLIrbmlizaliI〕'１３１１(]Ｉ)eveIopnuenti『l
AgianC〔)un1ries-Philipl)ines-（英語版）

ワ
ー● アジア諸国の都iIj化と１１'1発洲査穀告普一タイ国一

Rep(ｍｏｎｌｈｅＳｕｒｖｅｙｏｌｕ･banizali(〕nandDevel〔)!)menlin

AsianC()uI1IriesTlIailalld‐（英語版）

３・アジア諸国の人''１１管源W１１発と労働力に1%ける調査il1究
報俗11ドラオス刷一

３．アジアi渚【Iilの人ｌＩｉ１燭ili（１）Ⅱ苑と労働力に閲する洲在研究
報ｌｌｒ７ｌドベ!､ナム国一

4.2111t紅の人叶食柵戦略一アジアと世界

Ｐ《〕pulali(〕'】ａＸ１ｄＦｏ(〕dS1raIegylbr21slccl1IurV
-AsiaandWorI〔1－（災i諦版）

4．アジアの女性労働力参加と経済発鰻

－２１世紀の戦略一

Ｗ(〕men,臼Ｌａｌ)〔)rl>articipall(､、とⅡEdEconomicl)evelDpmentiI1
AHia-StmtcgylDward21Centurv-（英語版）

｡、スライド・ビデオ

2025年への決ｌｄｒ－アジアの人1｣湘加と食料一
ChallellgcaI1dDecisi()nlt)rlheYcar2025

PopulaIi〔)nlncreaseandroDdinAsia-（英研版）

向滞2025年的JU新-1F洲的人｢I埒愛称縦食
（iI1IIii語版）

TekadUnlukTahun2025Pcrlambal】allPopuIasi〔Iaｎ

５，スライド・ビデオ

アジアの女性たちはいま……（11本緒版）

NewHorizons｢(lrtheWoInamI〕〔Ａｓｉａ（英語版）

ｂ[|{洲lfl女的新1ｶﾞ忠（中liJ絲版）

WaniIaAsiaKini……（インドネシア飛版）
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IJilIUgandiAsia-（インドネシア語版）PcringatandaTiBuIni‐MasaDepanAsia-AirdanPa昨

gａｎ－（インドネシア語版）

平成９年度

1．アジア諸国の発展段階別農業田磯村ｌｌＩｌ発鍵礎調査報告

１１ドーラオス人民民主共ｆｌ】国一

Report〔)IltheBasicSuTvcyonAgriculturalandRuml
Devel(〕I〕nlenlbyPr(〕glessStageillAsiaI1CDuIllrieｓ

ＬａＤＰｌｘ)ｐｌｅ１ｓＤ巳InocralicRepublic

平成11年度

l・アジア調|画の発展段階31膿業･農村１１Ⅱ発艦礎捌在報告諜
一モンゴル|ヨー中央県､セレンゲ県を''１心として－

Rolx)rloulllleBasicSurveyonAgricullurallllldRural
ⅨvekjplmentbyPro理essS1a牢inAsi(InCoull11ries

Mong〔)lia-Focus〔)ｎＴｏｖａｍｄＳｅＩｅｎ理Ｊ－Ａｉｍ(1，９－
２．アジアの社会１１M発と人|ⅢⅢ1発

目(】cialDGvelopI】leI1IilndlIumal1mvelopmenlinAsia２．アジア緒国のi繭総化と保健の実態調従報告T1ド

ー中睡Ｉ＿上海を中心に

Rel〕o]fＩ（〕nIheSurvrjyofAgin恩ａｌ]dHeallhinAsia11
Coulltries-CbinaFocusonShanghai--

3．アジア擶刷の人'111資源|)}１発と労働力に関するijMI1iE研究

報告醤マレーシア|却一

４．水をめぐる２１世紀の危機

一アジア人｢Iを焦点として－

Ｗ【IlerCrisisinllleTweMyFirstCenlury

Plr〔)sI〕cclofAsiaI1P(〕I〕ulatiollandDcvel()I)Inem-

３．アジア譜Ililの職業安定iIill度とJiiij1I政箙に関する洲査１J｛
究報脊ＴＷＦ－バングラデシュ人氏共ｆⅡ匝卜

平成12年度
５．スライド・ビデオ

水は生きている一人口と水盗源一

WalerisAlivePopulatiomandWaleI･Resources

（英語版）

水晶有生命的人ｌｊ１Ｊ水瞬脈（中国語版）

AiIiIulIidupPeI1dukdanSumderAir（インドネ
シア諾版）

1．アジアi識Ij4の苑股段階別農業・農村１１M発蕊礎ilMlj1f報i1i
-iビーミヤンマーi蜂|；－－ﾄｰ「

ReporlonIheBasicSurveyonAgricLIlluralandRur(１１１)e‐

vel〔)pmeIIIbyPr(〕gUesgS1ageinAsianColIllIries

-Mvanmar-

２．アジア緩国の,iii齢化と保健の実態洲悲報告諜

一タイｌＦｌ－

Ｒｅｐ(〕rＩ（)ｎｌｈｅＳｕｒｖｃｖｏｌＡｇｉＩｌｇａｎ〔lIIeZllIbinAsial1
C〔)urll｢ie＆ ThailaI1d-

平成10年度

1．アジアiiiflF1の発股段階UlI農業・農村(１８発基礎調査報告
－１ヒーカンボジア同一Ｉｌ

Ｒｃｌｘ)rIonUleBasicSurveyonAgl･iculluralalldRurall)e-

vel(〕l〕mlenIl〕vPmgIUssSlageillA笛i【tIlCounlries

Calnb(Ddia

３．アジア諸国の職業安定iiiＩ度と〕{i1111政策にIMIするiiiM壷研

究報i界ドーカンポジア１１１‐

平成13年度
アジア謝国のI｢i齢化と保雄の実態TiMi盃報告禅

人韓氏川一

Rel)【〕｢ｌｏｎtI1eSlIrvW（)［AgingaIldHe31t1lillAsiaJ1
C【)ullIries-TIIeRepllblicoｆＫｏｒｅａ－－

？
■＝■1．人口問題を選礎とした農業・農村開発iilM査報告f1ド

ーカザフスタン国一一

ReporIolISuIvev(〕ｆＡｇ｢icullu】ralandI(umlDeveloI〕mcntMscd
onPopul(ltionissues-TlleRepublicolKazakhHIaI1

3．アジアiilfl11の職業安定iill塵とk旛用政策に鵬ける調査研
究fllfl麺ドーノラン同一

２．アジア瀦同の都市化と1)Ⅱ発iiM櫛糀告ｉｕＦ

－マレーシアＩ型Ｉ－

Ｒｅｐ〔)rIoI1IheSurvev()IUrballizaIionとIlldDBveloI〕IRI⑥nIinAsi【In
Countries-Malaysia-

､１．発艇U)制約一［i1lT1・インドを'|]心に－

CCI鵬l｢dXil】富onDevcloplllent-F(〕cusonCI1inaK1IudlndiHlL－

３．アジア諸国の臓奨安定制度と！(剛11政策に洲するiiiM盃ｌＪｆ

究報街Tlドーインド|創一
５－スライド・ビデオ

地球からの警告一アジア、水と食料の未)Iさ

AWamiIlgfromlhcEarlhThcFunl｢eolAsia,Waler

〔１１１．Ｆ(x)〔１－（英譜版）

未ILI地球的騨fIf-Dlliill1、水和柧食的未来一（''1｢１１

諦版）
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た、人口と食撒安全保障に関するAFPPI）（人｢Iと'１１１発

に閲するアジア議員フォーラム）特別迩衝、委員会で、

ベトナム'五l会社会委員会委貝長グエン・ティ・タン瀧

貝とマグサイサイ賞受賞薪である蒋名な農奨学稗ボー

トン・ズアンバド士の共箸論文の｢１本語版の合氷’１１１:界

食料サミットに|句けた資料として作成された唾）

1．『国際人ロ開発会議行動計画要旨』1995年（和文）

（|ﾉ1容：1991年カイロの１劃際人｢1開発会雛(ICPD)(/)行
鋤計両の要旨。同文11\|卿述のlU版物としては本j1j初い

９．『国際食料安全保障・人ロ・開発議員会識(IMPFSPD)議
事録』1997年（和文）

（内容：食料農業機関(FAO)主催の世界食料サミット

（WFS)にあわせ、1996年11月にスイス・ジュネーブで

ｌ卿催された|正1際食料安令保障・人｢１．|刑発雛輿会離

（IMPFSPD)の議了I｢録」iiI会離の成架は､世界食料サミッ

トで公式に配布され､またＷＴ()ルジェーロィ):務局長に

も桜井新・会議,満長から下渡された`）

２．『国際人ロ開発議員会議、議事録』1995年（和文）

（内容：19916ドカイロで固際人lzI開発会議(ICPD)に先
駆けて'1M催された阿会雛11会議である国際人【j開発雛

剴会,篭の識]11F録．liil会i髄にIHI上117力'五1約30〔)名の国会離

しiが参加した鰯会瀧口:言文はICPI)総会で(D発表された：

また，この会競を契機としてアフリカ・アラブ地域の

lKl会誌且フォーラムがｲに雌された｡）

３・国連人口基金『世界人ロ・開発援助の現状一日本の貢
献一』1995年（和文）

（内容：現＃};の人ｎ分ＪfにＮＩＩする援助‘)現状と．溢金

の流れをう)折、我が'正1の人旧分野への貢献()０１:lijL）

10．国運人ロ基金『未来のための食料』1997年（和文）

（内容：'１１連人、触針'1版物Ｆｕ`)〔Mortll⑪Futureの｢１

本編版。人ｎ増加の抑制と食料確保を行うために，女

性`)参力１１が不可欠であることをさまざまな具体例から
解きほぐしてiハる」

４．『国際人ロ・社会開発識員会議(lMPPSD)識事録』1996
年（和文）

（内浮；１１k膿「l;会ＩｌＭ発サミット(WSSD)にあわせ､ｌ９９５

ｌｌﾖ３１１にデンマーク・コペンハーゲンで'1N催された人

、と社会M１発に１%付る111会議貝会議譲り「鍬）

11．国連食糧農業機構(FAO)『リソース・シリーズ４世界

食料サミット1996年世界食料安全保障のためのローマ

宣言および世界食料サミット行動計画』､1997年(和文）

（内容：|U:界食料サミットのｕ－マ筒崗と行動ｉｉＩ１ｌ[Ｗ）

本邦初の鰯iiMであり、多分野から同文J;の１１ｲ蝋iiillの

決定版として,ｔｌｉい評価を受けた｡）
５．黒田俊夫箸『リソース・シリーズ１国連人ロ会議２０

年の軌跡一ブカレストからカイロヘー』､1996年(和文）

（内窓：１１４迎主llfの節１回1人１１会離であるブカレスト

会縦から1991年カイロの114際人111)M花会議まですべて

の|画述に催の人１１会雛に参b1Iし、人｢lう>野におけるllj：

界的大家である=》if者か､その推穐を概観し分析し仁）

12．『リソース・シリーズ５FiveYearsfromICPPD-国

際人ロ開発議員会議から５年一人口と開発に関する国

会謡員会識宣言文』1998年（和・英）

（|ﾉﾘ春Ｉカイロの国際人I11jIl捲会躯から５<iKrlを迎え．

この機会に人|」と開発に鰹)する国際繊負会砿地域雛

員会議の宣高文を樂成二今後の更なる発腱のためﾂﾞ)憐
料とした1）

６．ToshioKurodaResourceSe｢ies2mFromBucha

resttoCairo-20YearsofUnitedNationsPopula-
tionConferences-'１，１９９６（英文）

（I」1容：好評をもって迎えられた「リソース・シリー

ズ１」の:英文版」13．『リソース・シリーズ６PopuIationPolicyinAsia』
1998年（和文）

（内奔：当財州が二iﾐｲ勝１－る「人lL1と１１'１発にUM-rるアジ

アllil会雛貝代表者会雛」で呼びかけを行い．各ｌｉ１の人

口政策を各lIil政府責任者もしくは専ＩｌＹ家が記述した”

各国の政策に責任を持つ国会,瀧口が１%iＩ了している点で．
類例を見ない｡）

7．『国際女性・人ロ・開発議員会議』、国際女性・人口・

開発議員会識OMPGPD)鍛事録、1996年（和文）

（'！Ｉ容『第４１面1111:界女性会議(ＦＷＣＷ)にあわせ，１９９５

年９)jに典京でillllM1されたliJ際女Ｎｉ・人|了・')１発,瀧口

会議(IMP(;Pl))のi雛｣|$録J司会綴には箙I11jlllt界女性会

，篭に対する行政府代表を'''心とする国会議員が参加し
た）14．『リソース・シリーズフ欠乏の時代の政治学一引き裂

かれる水資源一』1998年（和文）

（|ﾉＷ１;：ワールドウオッチ研究liji:から川行されたＳａｌＩ〔I1Y1

P〔)slel砦、Ｗ〔lrldwaIchl〕apcrl32

DividiIl蔦lhcWalers:Ｆｏ(〕。Ｓ【〕ＣＵＩ･ily,EcosystelnHeaII1MX1d

IheＮｅｗＩ，oliIi“｡IScarciIVのJ11fl（.今後人類社会に大き

な制約を与えるｕ)が、淡水俗源のｲ（足である”噸え続

ける人口を支えるための挫業生産もまた淡水灘柳の辿

ｊｎによって大きくIIilj約を受けると考えられてしへる地

8．ＦＡＯ／UNFPAおよびボートン・ズアユゲエン・テイ・

タン箸、「リソース・シリーズ３食料安全保障と人ロ：

資料』、1997年（和文）

（内容：ｕｌ界食料サミットへのiklMiとしてuli1jlE食料農

業機関(FA())が｢E|述人、座金との此li1研究された、「ﾉ、

「11鋤１１と｜:域劣化」に性ける論文の'二}ｲﾐ謡版および、

l996jli5jlにマレーシアのクアラルンプールでilHかれ
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球は水の惑星といわれるが飲料や農業用に安定して使

川できる水の総jltは地球上の水の０．０００００８船に過ぎな

い。この水の総fitは、イ丁史以来変わっておらず、人口

が増加する分だけ．一人当たり使用できる水の鼓はど

んどん減少しているのが現実だが、このことが十分に

認識されていない⑩人口増加を支えている地球の限界

が目の前に迫っていることに勢告を発している｡）《l」

本語版版権取得》

識では、阿際人ロ開発会議(ICPD)から５年を経て、そ

の進捗を妨げる障害､ＡｌＤＳなどの予想以上の蔓延など

時代の変化をとり入れ、行動計imiを実施する上で必要

となる指標や障害を解消するための具体的行動などを

国連加盟国が国連総会の場で協議し確認した。

19．人口と開発に関するアジア議員フォーラム第６回大会2000年

世界最初の人｢Iと開発に関する議員フォーラムである

「人口と開発に関する議員フォーラム(AFPPD)が３年に

一度開催する大会の議事録。

AFPPDは1981年に設立されてから世界の指導的な人１１

と開発に関する地域議員活動として、アジアのみなら

ず、世界レベルでも人!]と'1M発に関する国会議員iiIi1ij］

の指導的な役割を担っている。その提１１日者であり１１１

識者の佐藤隆・元展水大麗と、桜井新・現議長のｌｌｌ身

地である新潟県で開催されたAFPPD大会の報告聾(Ⅱ

本譜版)。同大会では1000年期最後の大会として、2000

年期にIfi1けたアジア・太平洋地域の人｢1.開発'111題に

関する国会議員の活ｄｉｌｊ力針を協離し、その成果は「新

潟宣言」にまとめられた。

15．国連人ロ基金「人類のための環境」1998年（和文）

（内容：Iﾌﾟﾘ連人口基金出版物Envimnmenl［ｏｒPeople

の日本語版‘人にIlHI題、環境Iill題、開発問題を効率的

かつ実質的に解決するためには、その３つの領域の間

に架け橘を懸け、相関関係を颪視することが必要であ

るとの視点に立って、主に環境と人口の'１}1に横たわる

様々な問題を例に，解決のために必要な視点Ｌ方法．

手段を探っている｡）

16．リソース・シリーズBParliamentarians'Activitieson

PopulationandDevelopment-HistcryofParliamen-

tarians'Activitiesandit'sFindings-1999年（英文、

－部スペイン語）

1999年２）ｌハーグの国際フォーラムに合わせて開催さ

れた『国際人口|淵発会議評価のための国会議員フォー

ラムlIFP1のために準備された111版物である。この{１１版

物は1991年の国際人口'111発会議以降の人、とＭＩＩ獲に１１kＩ

するアジア識貝フォーラム(AFPPD1を始めとし．アメ

リカ地域人1小Ｉ)'１発国会議員グループ(IAPG)．アフリ

カ・アラブ地域人I]|)H発議且フォーラム(FAAPPD)､ヨー

ロッパ地域の国会議貝活動の成果である宣言文と、各

砿連の活動史を纏及)た１１界で初めての出版物である．

国会瀧口活動の地球規模での底がりをも象徴している二

20．リプロダクテイブ・ライツ・チャート2000年

ＩＰＰＦ(国際家族計画連盟)が作成したⅦIPPF／iwaraw，

reproducIiveIighls2000ロウオールチャートの|]本語版。
世界各国のリプロダクテイブ・ヘルスやライツに関連

する政策の現状や進捗状況を一覧にしたものである。

英語版ではアルファベット順になっていたものを地域

別・あいうえお順に編集を川1え、読者の便を図ってい

る。また各国の唾|名表記は外務省の表記に準拠した

」E規殆称を用いている。

21．女性のエンパワーメントに向けて2000年

ＵｍＰＡのＷ()rkingIoEmpowerW〔)Illen,ＵＮＩ７ＰＡ`sExpe-

riemcemImplelnentirlg【heBcijil1gP1atformofActiollのロ

本語版。“女性のエンバワーメント”はIIJ際人｢''111発会

議(ICPD)行動計画において人、問題の解決を果たす上

での取要なカギとなる概念として位泄付けられた、ま

た、１１１国北〕i<で開催された第'１１，１k界女性会繍では''１

心的な概念となった。第４回世界女性会議から５１Fを

踏まえ、人口、女性問題に共通する女性のエンパワー

メン卜を'''心に､ICPD行動計画ならびに女性会議の行

動綱領実施と|勘連するUNFPAの活動を具体的に靴介し

ている。

17．国際人ロ開発会議評価のための国会議員フォーラム(IFP）

報告召1999年

1999年２ﾉ]ハーグの国麟フォーラムに合わせて開(iiiさ

れた「国際人口開発会議評価のための国会雛員フォー

ラム(IFPLの報告書であるく同会議には103カ国からお

よそ210名の国会議員が参加した｡同会議では国|綴人口

開発会雛から５年'111の進捗状況とその進展を阻む障艀

について熱心な討議が行われ、人ｎと持続可能な開発

を－興した現点で扱う＃l:を強く求めた「国際人｢11刑発

会識評価のための同会議貝フォーラム・ハーグ宣言」

が採択された。この内容は会樅二１１Ｆ務総氏を務めた桜井

新AFPPD雛長の手によって､ハーグのＩＩＪ際フォーラム

ならびに３ﾉ]にニューヨークで|)１１催された準iii会瀧の

場でも薙表された。

22．国運人ロ基金『人ロ問題ブリーフイングキツト2000年

度版』2001年

UNFPA,,､PopulaIionlssuesBrieliulgKil2000,の翻訳｡人

口問題は“数”の'81題ではなく、生きて生hIiしている

“人々”の問題であるという複点から、現在の人、分野

における繊々な課題とそのｌｌｌＩ題への取り組みを概観し

たもので．カイロの行動計iili実施の意味を説明してい

る。

１８．第21回国連特別総会特別委員会報告書「付録」

国連人ロ開発会溌行動計画のさらなる実施に向けた主

な行動1999年

1999年6列30｢1~７月211にかけて､ﾆｭｰﾖｰｸの

国連本部でWl催された￣ＩＬＩ際人｢''1M発会議から５年評

価のための|Ｆ１連人口蹄別総会Wl誉iW:」「1本譜1混同会
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23．国運人ロ基金「人ロ問題プリーフイングキット2000年
版」2001年

人ｐｌｌＭ題は、“数,，のliIn題ではなく､生活している"人々，,

の問題として捉え、現在の人口問題の繊々な課題と問
題への取り組みを概観し、カイロの行動計画実行の意
味を概説した。

24．「興四海野春風－２０年の歩み－」

本協会設立20周年を記念して作成された出版物であり、
記念式典で配布した。小泉純一郎・内閣総理大臣はじ
め本協会を所管する隠生労働、外務、腱林水産の各大
臣、コフィー・アナン・国連ﾕIF務総長他から祝辞およ

び本協会の活m1j史を中心に、調査研究や出版物の一覧
と人口と開発に関わる国際会議宣言文などをまとめた。
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一曰誌一ＡＰＤＡ

７

１月
１２９

日日
７
月
ｎ
日

７

（月
１７１５

日日

７
月
Ⅳ
日

７
月
脂
日

７
月
⑲
日

７
月
泌
日

～

８
月
７
日

８

１月
３１１８

日日 ラ
オ
ス
国
会
議
員
団
が
人
口
・
開
発
事
情
視
察
の
た
め
、
ト
ン

パ
ン
・
チ
ャ
ン
タ
ラ
ー
ノ
ン
議
員
（
団
長
）
を
含
む
四
人
の
国

会
議
員
と
事
務
局
員
『
｜
名
が
来
日
。
東
京
で
は
阿
藤
誠
・
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
長
の
講
義
。
長
野
県
で
は
須
坂

市
で
戦
後
の
家
族
計
画
母
子
保
健
活
動
、
臼
田
町
の
佐
久
総
合

病
院
を
見
学
、
農
村
医
学
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
た
。

「
世
界
人
、
デ
ー
」
特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
人
口
・
貧
困
・
平
和
に
，

遠
藤
正
昭
業
務
課
長
が
出
席
。

谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
事
）
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
国
ワ
ル
シ
ャ
ワ
市
で
開
樅
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
人
口
開

発
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｉ
Ｅ
Ｐ
Ｆ
Ｐ
Ｄ
）
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域

会
議
に
参
加
。

農
林
水
産
省
委
託
「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農
村
開

発
調
査
ｌ
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
ｌ
」
研
究
会
を
開
催
。

Ｇ
Ｉ
Ｉ
／
Ｉ
Ｄ
Ｉ
に
関
す
る
外
務
省
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
に
津
守

美
江
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
出
席
。

一
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
委
託
調
査
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職
業
安
定

制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
研
究
－
ベ
ト
ナ
ム
国
ｌ
」
研

究
会
を
開
催
。

「
人
口
問
題
を
基
礎
と
し
た
農
業
・
農
村
開
発
調
査
」
の
た
め

調
査
団
を
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
に
派
遣
。
団
長
頤
石
田
紀

郎
・
京
都
大
学
大
学
院
教
授
、
ナ
ギ
ザ
デ
・
モ
ハ
マ
ド
明
治
学

院
大
学
国
際
学
部
教
授
、
福
井
清
一
・
神
戸
大
学
大
学
院
国
際

協
力
研
究
科
教
授
、
楠
本
修
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
補
佐
。

「
ア
ジ
ア
諸
国
の
職
業
安
定
制
度
と
雇
用
政
策
に
関
す
る
調
査
ｌ

労
働
力
流
出
を
中
心
に
ｌ
」
の
た
め
調
査
団
を
ベ
ト
ナ
ム
国
に

派
遣
。
団
長
》
栗
木
・
レ
タ
ン
・
ゲ
ェ
ッ
プ
・
城
西
国
際
大
学

教
授
、
駒
井
洋
・
筑
波
大
学
社
会
学
系
教
授
、
大
野
昭
彦
・
青

山
学
院
大
学
国
際
政
治
経
済
学
部
教
授
、
楠
本
修
・
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ

事
務
局
長
補
佐
。

８
月
鎚
日
谷
津
義
男
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
議
長
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
理
巾
）
が
南
ア
フ
リ

カ
国
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
に

～

９
月
５
日

関
す
る
世
界
サ
ミ
ッ
ト
（
Ｗ
ｓ
ｓ
Ｄ
）
」
に
参
加
。

９
月
３
Ⅱ
朝
日
新
聞
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
の
現
状

と
課
題
」
（
朝
Ⅱ
新
聞
主
催
、
東
京
・
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
と
に

津
守
美
江
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
出
席
。

９
月
５
日
国
立
社
会
保
障
・
人
Ⅱ
問
題
研
究
所
主
催
特
別
講
演
会
「
中
国

の
人
ｎ
移
動
上
海
を
中
心
と
し
て
」
（
講
演
者
正
桂
新
・
復
旦

大
学
人
ｎ
研
究
所
教
授
、
広
島
大
学
国
際
開
発
研
究
科
寡
員
研

究
員
）
に
津
守
美
江
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が

出
席
。

９
Ⅱ
６
日
「
女
性
議
員
会
議
ｌ
女
性
へ
の
投
資
・
変
革
へ
の
投
資
’
一
（
Ａ

～
８
Ⅱ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
マ
レ
ー
シ
ア
主
催
）
マ
レ
ー
シ
ア
国
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー

ル
に
望
月
純
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
出
席
。

９
月
四
日
シ
フ
・
カ
レ
ー
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
事
務
局
長
が
来
所
。
広
瀬
次
雄
常

務
理
事
、
楠
本
修
事
務
局
長
補
佐
と
業
務
に
関
し
協
議
。

９
月
ｕ
Ⅱ
南
々
協
力
国
際
会
議
二
○
○
二
「
ハ
イ
レ
ベ
ル
政
策
担
当
者
に

～
週
日
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
人
口
と
開
発
に
対
す
る
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
」
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
二
○
五
○
、
国
連
開
発
計
画
、
人
口
・
開
発
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
主
催
、
国
連
大
学
）
に
津
守
美
江
子
・
国
際
課
プ
ロ

グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
出
席
。

９
月
ｎ
日
Ｇ
Ｉ
Ｉ
／
Ｉ
Ｄ
Ｉ
に
関
す
る
外
務
省
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
懇
談
会
に
津
守

美
江
子
・
国
際
課
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
が
出
席
。

９
月
妬
日
本
協
会
評
議
員
会
並
び
に
理
事
会
を
赤
坂
ブ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
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開
催
。

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
賛
助
会
員

⑪
平
成
過
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
（
案
）

②
常
勤
役
員
報
酬
規
程
（
案
）
並
び
に
常
勤
役
員
、
退
職
手
当
一

支
給
規
程
（
案
）
の
制
定

く
く
く
く
ご
入
会
の
お
願
い
／
、
く
／
、
く
｝

⑧
評
議
員
の
退
任
並
び
に
選
任

》
人
口
問
題
は
、
二
十
．
世
紀
の
人
類
生
存
を
左
右
す
る
地
球
上
の
砿
も
皿
要
な
烈
題
と
な
っ
》

仰
監
事
の
増
員

》
て
い
ま
す
［
二
九
九
九
年
に
は
六
○
億
人
を
超
え
、
依
然
と
し
て
ふ
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
ア
ー

ー
ジ
ア
の
人
口
は
こ
の
急
燗
す
る
世
界
人
口
の
六
○
％
を
」
●
向
め
て
お
り
ま
す
、

を
議
決
。

一
人
口
の
増
加
は
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
・
経
済
問
題
に
国
な
膨
懲
を
及
ぼ
し
ま
す
。

９
月
妬
日
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
ウ
オ
ッ
チ
研
一
世
界
人
ｕ
の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
人
、
の
行
方
が
．
人
類
化
存
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
’
’
一

究
所
所
長
の
講
演
会
を
衆
議
院
会
館
第
一
一
会
儀
室
で
国
際
人
口
》
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

》
い
ま
，
世
界
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
〃
環
境
問
題
〃
も
、
人
川
の
職
加
が
大
き
な
根
木
原
因
一

問
題
議
員
懇
談
会
会
員
と
グ
ロ
ー
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
会
員
を
対
象
一
な
の
で
す
．
人
口
増
加
に
伴
う
食
料
不
足
を
補
う
た
め
の
焼
畑
農
業
や
、
燃
料
と
し
て
の
薪
伐
一

一
孫
な
ど
は
森
林
破
壊
を
も
た
ら
し
、
一
方
で
は
急
速
な
ｒ
Ｌ
業
化
ぱ
大
気
汚
染
や
水
質
汚
醐
な
ど
一

に
開
催
。

一
多
く
の
産
業
公
需
を
引
き
起
こ
し
、
地
球
環
境
の
悪
化
は
、
も
う
こ
れ
以
卜
』
放
価
で
き
な
い
ギ
一

一
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
に
き
て
い
ま
す
．
ま
た
、
人
口
問
題
で
は
爆
発
的
に
人
川
晴
加
を
続
け
て
貧
一

一
川
に
悩
む
地
域
と
、
側
本
な
ど
の
よ
う
に
，
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
将
来
の
深
刻
な
労
働
問
題
一

一
や
福
祉
聾
の
増
大
、
経
済
力
の
衰
退
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
大
な
社
会
・
経
済
問
題
を
抱
え
て
一

一
い
る
先
進
国
も
あ
り
ま
す
。

『
こ
れ
ら
の
根
源
は
、
す
べ
て
〃
人
口
“
問
題
に
帰
結
さ
れ
ま
す
．

一
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
（
ア
ブ
ダ
）
は
、
官
民
及
び
国
際
機
関
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
有
効
一

一
に
解
決
す
る
〃
策
を
探
る
た
め
、
Ⅱ
夜
、
真
剣
に
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
：

一
何
卒
，
あ
す
の
人
類
の
明
る
い
未
来
と
、
比
（
生
仔
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
昨
い
ご
協
力
を
心
か
ら
一

一
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

室買の；;：
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１
１
‐
Ｉ

◇
猛
暑
に
う
だ
っ
た
夏
が
去
っ
た
。

い
ま
は
秋
１
．
爾
来
の
大
襲
学
者
朱
蕊
（
子
）
は
「
偶
成
」
に
”
少

年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
（
略
）
１
階
前
の
橋
蘂
巳
に
秋
声
”
と
詠
ん

で
怠
り
を
戒
め
た
。
こ
の
季
節
を
迎
え
る
と
思
う
こ
と
が
多
い
。

◇
わ
が
国
の
老
齢
人
口
が
際
立
っ
て
ふ
え
て
い
る
。
総
務
省
の
推
計
で
は
、

こ
と
し
の
「
敬
老
の
日
」
の
高
齢
者
人
口
は
一
一
千
三
百
六
十
二
万
人
で
前

年
よ
り
七
十
八
万
人
の
増
加
。
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
一
八
・
五
％
と

か
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
二
年
ま
で
の
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
数
は
初

め
て
一
千
万
人
を
上
回
っ
た
。

日
本
は
、
高
齢
者
人
口
比
率
で
は
〃
世
界
一
〃
だ
。
二
○
’
五
年
に
な
る

と
、
高
齢
者
が
三
千
二
百
七
十
七
万
人
と
な
り
、
比
率
も
二
六
％
に
な
る
。

日
本
人
の
四
人
に
一
人
が
〃
お
年
よ
り
〃
に
な
る
勘
定
だ
。
試
算
し
た
国

立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究
所
も
気
が
重
い
。

◇
と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
の
高
齢
者
の
線
引
き
は
六
十
五
歳
以
上
だ
。
国
連
人

口
部
で
は
六
十
歳
以
上
と
し
て
い
る
。
平
均
寿
命
の
低
い
発
展
途
上
国
な

ど
へ
の
政
治
的
配
慮
と
思
わ
れ
る
。
〃
少
子
亡
国
〃
と
さ
え
い
わ
れ
る
わ
が

国
の
将
来
の
国
力
を
考
え
る
と
〃
定
年
制
〃
の
あ
り
方
も
問
題
に
な
る
。

体
力
が
あ
り
、
能
力
の
あ
る
中
、
高
年
者
の
有
効
活
用
を
視
野
に
入
れ
た

労
・
使
間
の
慎
重
な
対
応
を
急
ぐ
べ
き
だ
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）

御

苑

寸
一一一一口

表紙の写真説明

ウズベキスタン・

タシケントの野菜市場

夏のウズベキスタンは砂漠性

の気候で、激しい直射日光が照

りつけ、連日四十度を超えるこ

とも珍しくない。太陽の恵みの

もと、アムダリア、シルダリア

河の水を使った潅慨農業が行わ

れ、夏の間は野菜や果物が市場

に満ち溢れている。

ウズベキスタンも|日ソ連邦の一つと

て経済移行に苦しんでいる。同国で

人ロと開発･秋季号く通刊80号〉

2002年１０月１日発行く季刊〉 して経済移行に苦しんでいる。同国で

生産される豊富な農産物も内陸国とし

ての地理的条件がネックとなり、なか

なか国際市場にその販路を見つけるこ

とが出来ないでいる。

同国の人口は今後もかなり増加する

と予測され、人口と食料生産の問題が

これから深刻化すると考えられる。

･編集発行人広瀬次雄

●発行所

財団法人アジア人口・開発協会

〒160-0022

束京都新宿区］５－１－３Ｆ

ＴＥＬ（03）3358-2211（大,代表）

ＦＡＸ（03）3358-2233．

●印刷所

文化印刷株式会社
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みんな｢農｣でつながっている。
つくる．人がいて､食べる人がいる。

みんな｢腱｣を中心に支えあっています。

安心･安全な食料供給と､農業と社会のよりよい関係づくりを

JＡグループはさまざまな収組みを行っています。

M▲JＡグループ
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巳 ｚ出口月写巧亜医tB、蝋鰔篭 ご予約･お問い合わせは､JALﾌﾘｰダイヤルでどう裂

二ツコーコクサィ

国際線予約･案内函o120-Z5-5931
二ツコーコウナイ

国内線予約･案内i画面0120-25-5971
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